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マエストロの肖像
株式会社ローソンストア１００ 
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Nostalgic but Innovative
ちょっと気になる
おみやげ手帖
三重県
おみくじ

地域、県との役割分担で
存在意義が見えてくる

広域連携
DMOについて
考えよう

DMVって？
まちなか移動は
電動キックスケーター？
乗ること自体が
エンターテインメント

すごいオルタナ交通
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今号の『とーりまかし』について
皆様のご意見をぜひお聞かせください。

ご注意
本資料の転載・複製での
利用について
本資料は、株式会社リクルート（じゃら
んリサーチセンター）の著作物であり、
著作権法に基づき保護されています。
本資料の全文または一部を転載・複製
する際は著作権者の許諾が必要です。
事前に当社までご連絡ください。使用
用途によって転載・複製をご遠慮頂く
場合もございます、予めご了承ください。

じゃらんリサーチセンター事務局
E-mail  jalan_rc@r.recruit.co.jp

今号は、「連携」をテーマにいたし
ました。1特では、SNSで活用する
写真活用の連携です。素材は地
域側、カスタマー接点はJNTOが
持っている際、どう連携するか。
その連携モデルを構築・推進する
ことで、外国人の認知、興味、来
訪意向をさらに高められると感じま
した。海外の成功モデルを研究し、
日本の場合どうあるべきか、実証
実験を開始し、成果も出てきてお
ります。2特は、広域連携組織か
ら見た、地域・DMOとの連携です。
広域連携組織の目的は、広域に
資する事業を行い、観光振興を牽
引すること。その実践事例も交えて
まとめました。観光庁・JNTO・
広域連携DMO・県・地域の連携
をさらに進めていくために、ご一読
ください。
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未来に繋がる「ありたい姿」「目指すべき姿」を地域の皆様と共に作り上げること、
それが私たちの使命です。

変わる地域の、力になります。
じゃらんリサーチセンター

tel 03-6835-6250  fax03-6772-0217
新型コロナウイルス対応のためお電話を承れないことがございます。お問い合わせは左記メールアドレスまでお願いいたします。

私たちが目指すもの。

みつける
今ある魅力の再発見

JRCのメソッド 1

そだてる
新しい魅力の形成

2JRCのメソッド

つたえる
伝達力の強化

3JRCのメソッド

私たちの活動領域

観光に関する研究

情報発信

観光・地域振興支援
シンクタンクからアクトタンクへ。
地域と共に実証実験を多数実施しています。

研究で得た知見を広く発信していきます。

観光に関する様々な事業を
お任せいただいております。

○調査・分析
じゃらん宿泊旅行調査、インバウンド調査、ご当地調査など

○実証実験
調査・分析から導いた解決策を実際の地域で実証実験し、
具体的な手法や需要の開発にチャレンジしています

○『とーりまかし』  ○観光振興セミナー、調査報告会など
○WEBサイト、Facebook、メールマガジンなど
観光業界、そして地域経済のさらなる発展のために、
JRC（じゃらんリサーチセンター）が得た知見や提案を余すことなく
広く世の中に発信していきます

○調査・分析　○ＰＲ・誘客・周遊促進
○計画策定など　○ワークショップ・研修
資源を再発見or新たにみつける→そだてる→情報発信
→誘客→振り返り→次へ、というサイクルを回しながら、
地域の方 と々共に地域の新しい価値創造を行っていきます

いただいた声は今後の企画に活用させていただきます。ぜひご協力をお願いいたします。

https://jrc.jalan.net/tkq/
アンケートは選択式が中心で、数分でご回答いただけます

インターネットによるアンケートとなります（スマートフォンからの回答可）
通信料についてはお客様のご負担となりますことを予めご了承ください

ご回答の締切り
2022年2月28日

特集【調査研究】

「新型コロナウイルス感染症拡大による

旅行価値観の変化」より

変わる？ 変わらない？

これからの

旅の価値観
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月は東に、日は西に

今号のテーマ

VLOG

価値と感動を

生み出す人にインタビュー

マエストロの肖像

テレビ東京制作局 プロデューサー・ディレクター

高橋弘樹

From Local

世界に誇るまち・むらのしごと

神奈川県
　

箱根寄木
細工

東日本大震災から

10年を機に考える

VUCA
時代に

求められ
る

観光リス
ク

マネジメ
ントとは

じゃらん
人気温泉

地

ランキン
グ2021

奥入瀬渓流温泉・十和田湖畔温泉、

高湯温泉、長湯温泉…

ランクア
ップ温泉

地に

戦略あり
！
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X
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光
庁
事
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光
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光
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光
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よ
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知りたかったあのキーワードを
詳しく解説
とーりま的ピックアップNEWS
月は東に、日は西に
今号のテーマ

糖質オフ
価値と感動を生み出す人に
インタビュー
マエストロの肖像
株式会社湖池屋
マーケティング本部　
マーケティング部次長

野間和香奈

Nostalgic but Innovative

ちょっと気になる
おみやげ手帖
東京都　

ぎんざ空也 空いろ

新連載

「体験・アクティビティに関する
同行者別実態把握」調査、他

旅ナカ最新事例から市場を分析・考察！

唯一無二の
「ご当地体験」を作ろう

【定性調査】「新型コロナウイルス
感染症による旅行意識の変化」より

旅行意向アクティブ層／
中庸層／休眠層…追跡研究

ターゲット別にみる
旅行市場復帰への「壁」
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
収
束
が
見
通

せ
な
い
中
も
、
イ
ギ
リ
ス
や
ア
メ
リ
カ
な

ど
の
先
進
国
で
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
証
明
書

に
よ
る
海
外
か
ら
の
入
国
制
限
緩
和
が
始

ま
っ
た
。
日
本
で
も
来
た
る
国
内
外
か
ら

の
観
光
再
開
へ
向
け
た
準
備
が
、
地
域
の

自
治
体
や
D
M
O
（
観
光
地
域
づ
く
り
法

人
）に
は
求
め
ら
れ
る
。
観
光
サ
イ
ト
の

訪
問
や
旅
行
関
係
ワ
ー
ド
の
検
索
数
が
低

迷
す
る
時
期
も
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
や
イ

ン
ス
タ
グ
ラ
ム
と
い
っ
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
交
流

サ
イ
ト
）の
ア
ク
セ
ス
は
、
巣
ご
も
り
消

費
時
代
に
は
む
し
ろ
好
調
だ
。
日
本
政
府

観
光
局
（
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
）
の
「
訪
日
外
国
人

消
費
動
向
調
査
２
０
１
９
」で
「
出
発
前

に
役
に
立
っ
た
情
報
源
」1
位
と
な
っ
た

Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
、
世
界
的
に
観
光
需
要
の
大
半

が
消
失
し
た
現
在
も
各
国
の
観
光
局
や
Ｄ

Ｍ
Ｏ
に
、
自
国
の
フ
ァ
ン
で
あ
る
消
費
者

と
の
関
係
性
を
つ
な
ぐ
最
重
要
ツ
ー
ル
と

し
て
積
極
的
に
活
用
さ
れ
て
い
る
。

　
本
特
集
で
は
、
ユ
ー
ザ
ー
投
稿
コ
ン
テ

ン
ツ
（
Ｕ
Ｇ
Ｃ
）の
活
用
な
ど
、
海
外
の

各
観
光
組
織
が
連
携
し
て
実
践
し
て
い
る

Ｓ
Ｎ
Ｓ
運
用
を
中
心
と
し
た
デ
ジ
タ
ル
・

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
ポ
イ
ン
ト
を
ま
ず
解

き
明
か
す
。
そ
れ
ら
の
手
法
に
沿
っ
て
２

０
２
１
年
６
月
よ
り
、
日
本
で
も
広
域
連

携
Ｄ
Ｍ
Ｏ
を
中
心
に
域
内
自
治
体
が
連
携

し
、
発
掘
し
た
Ｕ
Ｇ
Ｃ
を
公
式
イ
ン
ス
タ
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お
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み
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ま
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う
、
読
者
の
み

な
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ま
に
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り
が
と
う
、
そ
し
て
私
た
ち
に
知

恵
を
提
供
し
て
く
れ
る
す
べ
て
の
み
な
さ
ま
に

あ
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が
と
う
、
と
い
う
感
謝
の
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て
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の
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に
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回
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に
向
け
て
活
性
化

SNS活用で進化する
広域連携マーケティング
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グ
ラ
ム
に
投
稿
、
そ
れ
ら
を
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
の

海
外
事
務
所
を
通
じ
て
各
市
場
に
も
情
報

発
信
す
る
、
と
い
っ
た
ト
ラ
イ
ア
ル
実
証

を
行
っ
た
プ
ロ
セ
ス
と
成
果
を
リ
ポ
ー
ト

す
る
。

　多
額
の
予
算
を
使
わ
ず
と
も
、
外
部
の

専
門
事
業
者
に
依
存
し
な
く
て
も
、
地
域

の
観
光
組
織
が
ワ
ン
・
チ
ー
ム
と
し
て
連

携
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
観
光
再
開
に
向

け
将
来
の
訪
問
客
に
対
す
る
効
果
的
な
デ

ジ
タ
ル
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
実
践
す
る

具
体
的
手
法
と
し
て
ご
紹
介
し
た
い
。 

インバウンド再開に備え、
世界標準のデジタル手法を実践

SNS活用で進化する
広域連携マーケティング
新型コロナウイルス流行により旅行需要が落ち込む中、
各国政府や地域の観光組織が特に注力しているのが
フェイスブックやインスタグラムなどのSNSである。
日本においても広域連携DMOと県や市が横断的に連携、
国内外のニーズに沿ったコンテンツを収集し発信する、
需要回復期に備えた新たな取り組みをリポートする。

観光先進国のSNS手法を取り入れた
インバウンド・デジタル・マーケティング研究
旅行者の取り込みに成功している海外先進国のデジタル・
マーケティング手法を取り入れて、インバウンド旅行者のア
クション最大化を目指す研究。観光SNSにおける関連組
織間での共通運用ルールとユーザー投稿コンテンツ（UGC）
活用に着目し、渡航制限中でも継続的な接点が持ちやすい
インスタグラムを用いて、日本の観光組織で実践する実証
研究を行った。広域連携DMOを中心に県や市と連携しな
がら共通ルールに沿って投稿、日本政府観光局の海外事務
所でそれらの画像を再投稿することで、デジタル上のアクシ
ョンを高めることができるか検証していく。
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国
際
観
光
停
止
期
も
Ｓ
Ｎ
Ｓ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
は
有
効

世
界
の
政
府
観
光
局
と
Ｄ
Ｍ
Ｏ
は
共
通
ル
ー
ル
で
連
携

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
需
要
低
迷
を
経
て
、
ま
ず
国
内
市
場
の
観
光
再
開
が
期
待
さ
れ
る
が
、

海
外
の
観
光
先
進
国
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
活
用
し
た
デ
ジ
タ
ル
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
に
よ
り
、

将
来
の
国
際
渡
航
解
禁
に
備
え
、
国
外
に
向
け
た
情
報
発
信
を
続
け
て
い
る
。
そ
の
活
動
実
態
を
見
て
み
よ
う
。

旅
行
の
需
要
が
な
い
時
期
も	

観
光
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
利
用
は
好
調

　日
本
中
を
賑
わ
せ
て
い
た
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
観
光
客
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
流

行
に
よ
り
消
失
。
２
０
２
０
年
４
月
か
ら

１
年
間
の
訪
日
外
客
数
は
24
万
２
１
５
４

人
で
、前
年
同
期
比
99
％
減
と
な
っ
た
。国

連
世
界
観
光
機
関
（
Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）
が
２

０
２
１
年
９
月
に
実
施
し
た
調
査
で
は
、

世
界
の
国
際
旅
客
到
着
数
が
２
０
１
９
年

並
み
の
水
準
に
戻
る
時
期
は
２
０
２
３
年

ま
で
に
が
54
％
、
２
０
２
４
年
以
降
と
す

る
予
測
が
45
％
だ
っ
た
。
日
本
が
属
す
る

ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
に
限
る
と
２
０
２
３

年
ま
で
に
が
42
％
、
２
０
２
４
年
以
降
が

58
％
と
世
界
５
大
陸
地
域
で
最
も
悲
観
的

な
予
測
と
な
っ
た
。

　国
際
渡
航
の
停
止
中
も
、
観
光
の
現
場

に
お
い
て
存
在
感
を
増
し
て
い
る
の
が
デ

ジ
タ
ル
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
だ
。「
訪
日
外

国
人
の
消
費
動
向
調
査
」（
観
光
庁
）
で

「
出
発
前
に
役
に
立
っ
た
旅
行
情
報
源
」と

し
て
２
０
１
９
年
初
の
１
位
に
な
っ
た
の

が
「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ

ー
キ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス
）」。
世
界
旅
行
ツ

ー
リ
ズ
ム
協
議
会
（
Ｗ
Ｔ
Ｔ
Ｃ
）も
同
年

２
月
、「
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

隆
盛
に
伴
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
を
訪
れ

て
み
た
い
と
考
え
る
若
者
が
増
え
た
」と

分
析
し
て
い
る
。
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア

管
理
シ
ス
テ
ム
企
業
の
フ
ー
ト
ス
イ
ー
ト

に
よ
る
と
、
２
０
２
０
年
世
界
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ

利
用
者
は
５
億
２
０
０
０
万
人
（
前
年
比

＋
13
％
）の
増
加
で
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

月
間
利
用
者
は
28
億
５
３
０
０
万
人
、
イ

ン
ス
タ
グ
ラ
ム
が
13
億
８
６
０
０
万
人
だ

っ
た
。

　旅
行
会
社
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
の
招

請
、
旅
行
博
の
参
加
な
ど
人
が
移
動
す
る

誘
客
活
動
が
停
止
と
な
る
こ
の
間
、
世
界

の
観
光
機
関
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
オ
ン
ラ
イ
ン
商

談
な
ど
、
デ
ジ
タ
ル
を
活
用
し
た
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
活
動
に
注
力
し
て
い
る
（
図

１
）。
国
際
渡
航
停
止
中
は
国
内
市
場
に

注
力
す
る
観
光
政
策
の
考
え
方
も
あ
る
が
、

海
外
市
場
へ
向
け
て
継
続
的
に
露
出
す
る

「
私
た
ち
の
国
を
忘
れ
な
い
で
」キ
ャ
ン
ペ

世界に見る
観光SNSの
活用トレンド

図1　2021年、各国政府観光機関の情報発信
アメリカ
Brand USA

Go USA TVやSNSを活用して、アメリカ
を想起させるメッセージを伝達

イギリス
VISIT Britain

英国の魅力や安全性をプロモーションす
ることを目的に、適正なタイミングで海外
向けマーケティングキャンペーンを実施

オーストラリア
Tourism Australia

SNSを活用し、デスティネーションとしてオ
ーストラリアが憧れの地であるように位置
づけることに注力

ニュージーランド
Tourism
New Zealand

世界中の消費者、関連企業の心の中で、ニ
ュージーランドの位置づけを保つことを目
的に、観光だけでなく、他産業（食・飲料等
の輸出等）の機関と連携をし、ニュージーラ
ンドをブランディングするためにキャンペ
ーンを実施

香港
香港政府観光局

旅行業界に対する支援だけでなく、香港域
内における（市民等の）観光業に対する機
運を醸成するために、国際観光再開前から
香港の国際的な露出を継続。パンデミッ
クが去った後には競合国との熾烈な競争
が訪れると想定されたため、香港が勝ち抜
けるように、大規模プロモーションのため
のリソースを確保

シンガポール
シンガポール政府
観光局

潜在的な観光客にシンガポールをデスティ
ネーションとして想起してもらうことを目的
として、ファンとのエンゲージメント強化
策、 世界でのシンガポールのブランドイメ
ージの強化策の推進

観光産業ニュース「トラベルボイス」調査レポート「主要国の観光局・
DMOのマーケティング事例」一部抜粋
https://www.travelvoice.jp/download/pdf/TVJ_
ResearchReport202104.pdf

図2　観光先進国の
	 デジタル・マーケティング事例

国、広域エリア、
狭域エリア同士が情報共有する
フローがある
役割ごとに最新情報を共有する会
議や勉強会がある。（最新市場ニー
ズ＝国、広域エリア情報＝広域、最
新の地域情報＝狭域）最新情報に
あわせてテーマカレンダーを共通化
して情報発信。

デジタル情報を
連携して発信するための
共通ガイドラインがある
デジタル・マーケティング戦略にお
いて、SNSの運用ルールやハッシュ
タグ・メンションなどのルールも開示
している。

地域や一般ユーザーとの
関係性を強化して連携発信、
最新写真素材を広範囲で利用
自治体や観光事業者だけではなく、
一般の旅行者やフォトグラファーの
写真素材まで広く活用。それぞれの
SNSアカウントでメンションするこ
とで導線強化し、公式ホームページ
にもつなげている

1

2

3

4



ー
ン
が
世
界
中
で
展
開
さ
れ
て
い
る
。

政
府
観
光
局
と
地
域
観
光
局
が 

共
通
ル
ー
ル
で
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
連
携

　オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
イ
ギ
リ
ス
、
タ
イ
、

米
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
な
ど
の
事
例
を

調
査
す
る
と
、
政
府
観
光
局
と
各
地
域
の

観
光
局
が
組
織
の
枠
を
越
え
て
、
宣
伝
素

材
や
情
報
の
共
用
、
共
有
が
行
わ
れ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　政
府
観
光
局
の
多
く
が
デ
ジ
タ
ル
・
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
に
お
い
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の

運
用
ル
ー
ル
を
開
示
、
最
新
情
報
を
収
集

す
る
要
件
や
写
真
へ
の
タ
グ
付
け
ル
ー
ル
、

季
節
カ
レ
ン
ダ
ー
な
ど
を
定
め
た
共
通
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
を
整
備
し
て
い
る
。
そ
れ
ら

を
州
観
光
局
、
地
域
観
光
局
な
ど
と
共
有

し
て
、
コ
ン
テ
ン
ツ
運
用
を
行
っ
て
い
る
。

許
諾
フ
リ
ー
写
真
の
広
範
囲
な
投
稿
活
用
、

各
地
域
組
織
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
ア
カ
ウ
ン
ト
や
公

式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
特
集
ペ
ー
ジ
に
も
導

線
を
つ
な
ぐ
と
い
っ
た
連
携
を
行
っ
て
い

る
（
図
２
）。

　タ
イ
政
府
観
光
局
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用

し
て
国
内
外
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
を
発

掘
、
投
稿
画
像
に
は
公
式
写
真
だ
け
で
な

く
、
写
真
家
や
一
般
ユ
ー
ザ
ー
が
撮
影
し

た
ユ
ー
ザ
ー
投
稿
コ
ン
テ
ン
ツ
（
Ｕ
Ｇ

Ｃ
）を
共
用
す
る
仕
組
み
が
で
き
て
い
る
。

タ
イ
に
つ
い
て
頻
繁
に
投
稿
し
て
い
る
フ

ァ
ン
を
組
織
化
、
国
内
45
拠
点
の
ス
タ
ッ

フ
も
ブ
ロ
ガ
ー
と
し
て
活
動
し
て
い
る
。

政
府
観
光
局
が
定
め
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
投
稿
の
ト

ー
ン
＆
マ
ナ
ー
や
発
信
ル
ー
ル
を
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
と
し
て
明
文
化
し
、
民
間
事
業
者

に
も
開
放
。
こ
れ
ら
は
政
府
観
光
局
と
そ

の
海
外
事
務
所
、
各
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
間
で
共
通

の
デ
ー
タ
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
通
じ

て
共
有
さ
れ
、
各
々
の
組
織
が
情
報
発
信

に
活
用
し
て
い
る
ほ
か
、
地
域
の
観
光
組

織
が
追
加
し
た
コ
ン
テ
ン
ツ
を
、
政
府
観

光
局
も
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
も
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
に
加
え
ユ
ー
チ
ュ

ー
ブ
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
な
ど
サ
ー
ビ
ス
ご
と

に
ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
な
ど
の
ル
ー
ル
が
公
開

さ
れ
て
お
り
、
国
と
州
と
各
都
市
が
運
営

す
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
ア
カ
ウ
ン
ト
間
で
閲
覧
者
の

回
遊
を
促
進
し
て
い
る
（
図
３
）。
ク
イ
ー

ン
ズ
ラ
ン
ド
州
観
光
局
の
イ
ン
ス
タ
グ
ラ

ム
で
は
、
説
明
文
に
登
場
す
る
都
市
名
や

観
光
名
所
と
い
っ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
か

ら
、
そ
れ
ら
の
地
域
の
イ
ン
ス
タ
グ

ラ
ム
へ
の
リ
ン
ク
も
導
線
と
し
て
用

意
さ
れ
て
い
る
（
図
４
）。

　各
観
光
組
織
で
は
、
イ
ン
ス
タ
グ

ラ
ム
の
効
果
指
標
と
し
て
、
個
々
の

投
稿
に
対
す
る
利
用
者
の
反
響
を
測

定
す
る
「
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
率
」

を
最
重
要
視
し
て
い
る
。
エ
ン
ゲ
ー

ジ
メ
ン
ト
と
は
投
稿
に
対
し
て
「
い

い
ね
」や
コ
メ
ン
ト
、コ
ン
テ
ン
ツ
の

保
存
と
い
っ
た
閲
覧
者
が
行
っ
た
ア

ク
シ
ョ
ン
を
指
し
、
そ
れ
ら
の
総
計

で
あ
る
「
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
数
」

÷
「
リ
ー
チ
数
（
投
稿
を
閲
覧
し
た
人

数
）」で
計
算
さ
れ
る
指
標
が
エ
ン
ゲ
ー
ジ

メ
ン
ト
率
で
あ
る
。
日
本
で
は
「
フ
ォ
ロ

ワ
ー
数
」を
最
重
要
視
す
る
観
光
組
織
が

多
い
が
、
海
外
で
は
フ
ォ
ロ
ワ
ー
数
と
い

う
母
集
団
の
う
ち
、
コ
ン
テ
ン
ツ
ご
と
に

ど
れ
だ
け
の
反
響
が
あ
っ
た
か
、
野
球
で

い
う
な
ら
打
席
数
で
は
な
く
打
率
や
出
塁

率
に
あ
た
る
指
標
を
見
て
、
市
場
ご
と
の

消
費
者
志
向
を
把
握
し
て
い
る
。

図3　観光戦略でSNSアカウントなどのルールを提示

図4　SNS投稿本文から地域アカウントへ誘導

ゴールドコーストの
インスタグラムへ

ブリスベンの
インスタグラムへ

日本語訳
朝、早起きな皆さんはこちらへ！
#モランスフォールは@ゴールド
コーストの@オレイリーズ・レイ
ンフォレスト・リトリートにある実
に美しい滝の1つで、@ブリスベ
ンから車でわずか2時間です！

クイーンズランド州インスタグラムより

クイーンズランド州観光戦略2015年より
https://www.ecotourism.org.au/assets/big-marketing-guide-2015.pdf

地域関係者に対して、「国＝オーストラリア」 「広域エリア
＝クイーンズランド州」 「狭域エリア＝対象州の各都市」 
のソーシャルメディアをフォローすることを促し、推奨の 

「＠メンション」 「#ハッシュタグ」を提示している

観光戦略（そのうちデジタル戦略）は
ネット上でオープン開示
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国
際
間
の
渡
航
停
止
中
も 

消
費
者
の
旅
行
意
欲
は
高
い

　海
外
の
多
く
の
国
で
政
府
に
よ
る
厳
し

い
外
出
制
限
が
義
務
付
け
ら
れ
た
間
も
、

将
来
の
旅
行
に
対
す
る
消
費
者
の
意
欲
は

衰
え
て
い
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
日
本
政
府

観
光
局
（
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
）が
２
０
２
０
年
９

月
に
行
っ
た
調
査
に
よ
る
と
、
当
時
感
染

抑
制
に
成
功
し
て
い
た
と
言
わ
れ
る
台
湾

で
は
約
半
数
が
次
の
海
外
旅
行
を
「
検
討

中
」、
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
中
で
ワ
ク
チ
ン
接

種
も
始
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
英
国
で
も
、

「
予
約
済
み
」「
検
討
中
」の
回
答
が
86
・
７

％
を
占
め
た
（
図
５
）。

　こ
の
傾
向
は
、
観
光
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
お
け
る

フ
ォ
ロ
ワ
ー
の
動
き
か
ら
も
見
て
と
れ
る
。

Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
で
は
本
部
に
加
え
22
の
海
外
事

務
所
の
多
く
が
個
々
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
ア
カ
ウ
ン

ト
を
開
設
し
、
各
市
場
の
消
費
者
志
向
に

合
わ
せ
た
情
報
を
発
信
し
て
い
る
。
各
事

務
所
の
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
紹
介
さ
れ
る

写
真
の
多
く
が
、
そ
の
フ
ォ
ロ
ワ
ー
た
ち

が
訪
日
旅
行
中
に
撮
影
し
た
個
人
投
稿
コ

ン
テ
ン
ツ
だ
。
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
の
イ
ン
ス
タ
グ

ラ
ム
を
見
て
日
本
の
フ
ァ
ン
と
な
り
、
実

際
に
訪
日
し
た
際
に
各
訪
問
先
で
撮
影
し

自
身
の
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
投
稿
し
た
画

像
が
、
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
の
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で

紹
介
さ
れ
る
と
い
う
サ
イ
ク
ル
で
コ
ン
テ

ン
ツ
が
拡
充
し
て
い
っ
て
い
る
。
２
０
２

０
年
に
海
外
渡
航
が
停
止
と
な
っ
た
以
降

も
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
が
運
営
す
る
各
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
は
、

ユ
ー
ザ
ー
か
ら
画
像
が
投
稿
さ
れ
る
ペ
ー

ス
も
、
変
わ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
と
い
う
。

日
本
旅
行
に
行
け
な
い
間
も
、
過
去
に
撮

影
し
た
写
真
を
投
稿
し
て
思
い
出
を
共
有

す
る
、
フ
ァ
ン
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
し
て

機
能
し
て
い
る
。

　し
か
し
、
海
外
在
住
者
が
投
稿
で
き
る

の
は
過
去
に
撮
影
し
た
素
材
の
み
で
、
海

外
渡
航
が
で
き
な
い
期
間
が
長
引
く
と
、

今
の
日
本
を
伝
え
る
最
新
の
写
真
が
集
ま

ら
な
い
こ
と
が
問
題
と
な
る
。
海
外
の
政

府
観
光
局
は
、
前
頁
で
言
及
し
た
組
織
間

連
動
に
よ
り
、
国
内
の
カ
メ
ラ
マ
ン
や
イ

ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
を
組
織
化
し
、
各
々
が

運
営
す
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
常
に
最
新
の
画

像
や
情
報
を
発
信
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。

　じ
ゃ
ら
ん
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
（
以
下

Ｊ
Ｒ
Ｃ
）は
海
外
事
例
を
参
考
に
、
日
本

で
も
同
様
の
枠
組
み
で
、
国
内
撮
影
さ
れ

た
ユ
ー
ザ
ー
投
稿
コ
ン
テ
ン
ツ
（
Ｕ
Ｇ

Ｃ
）を
収
集
、
複
数
の
観
光
組
織
で
共
用

し
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
発
信
す
る
活
動

を
通
じ
て
、
将
来
の
訪
日
旅
行
に
対
す
る

カ
ス
タ
マ
ー
へ
の
興
味
喚
起
に
つ
な
げ
る

実
証
研
究
に
取
り
組
む
こ
と
に
し
た
（
図

組
織
の
枠
を
越
え
て
国
内
観
光
組
織
や
行
政
で
協
働
し

ユ
ー
ザ
ー
投
稿
コ
ン
テ
ン
ツ
を
開
拓
、
共
有
し
て
発
信

海
外
の
観
光
先
進
国
は
、
こ
の
間
も
国
外
に
向
け
た
デ
ジ
タ
ル
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動
に
余
念
が
な
い
。

日
本
に
お
い
て
も
同
様
に
政
府
観
光
局
や
D
M
O
、
自
治
体
な
ど
複
数
の
観
光
組
織
が
連
携
し
て
、

J
R
C
の
調
査
結
果
を
ベ
ー
ス
に
、
ユ
ー
ザ
ー
投
稿
コ
ン
テ
ン
ツ
を
発
掘
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
発
信
す
る
実
証
研
究
を
発
案
。

海外事例を
参考にした
実証研究

図5　コロナ禍における海外旅行再開意欲の状況　（単位：％）

5割以上が予約済 or 検討中。コロナ未収束の英国では8割以上となっている。
コロナの収束状況に限らず、訪日旅行に対しての情報発信は必要。

出典：2020年12月 日本政府観光局（JNTO）
訪日旅行市場における新型コロナ感染症の影響と需要回復局面の旅行者ニーズと志向に関する調査

（調査期間：2020年9月）

現時点であなたは次の海外旅行（ビジネス目的の旅行を含む）
について検討していますか。

台湾

豪州

香港

英国

50.2 49.2

76.1 23.5

5.2 81.5 13.4

68.3 28.8

n=610

n=562

n=519

n=524

予約済

0.4

0.7
検討中 計画していない

2.8

図6　インスタグラムを活用した地域連携プロジェクトを開始

海外事例から
分かったこと

□組織の枠をまたいで情報の共用、素材の共有がなされているため、
カスタマーに有用な最新情報を一気通貫で継続的に配信している

□自治体だけではなく、一般の旅行者やフォトグラファーの写真素材
（UGC）まで広く活用

プロジェクトの
狙いと目的

□世界のデジタル・マーケティング・メソッドを取り入れて、カスタマ
ーアクションを最大化する

□広域連携DMOを中心に自治体と連携しながら、有効な役割分担
とマーケティング活動に取り組むことで、デジタル上のアクション
が向上するかの検証、効果の高い連携手法の特定を目指す

実施内容 □外国人の渡航制限中のため、継続的な接点が持ちやすいSNS（主
にインスタグラム）を活用して、海外事例から設定した目指したい姿
のフローに沿って発信する

6



６
）。
新
た
な
組
織
間
連
携
に
取
り
組
む

こ
の
活
動
の
カ
ギ
と
し
て
、
広
域
連
携
Ｄ

Ｍ
Ｏ
の
存
在
に
着
目
し
た
。
域
内
の
自
治

体
に
対
す
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
エ
ー
ジ

ェ
ン
シ
ー
的
な
立
場
で
推
進
役
を
担
う
前

提
で
、
実
証
研
究
に
お
け
る
各
組
織
の
機

能
と
役
割
を
設
計
し
た
。

Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
と
広
域
連
携
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の 

役
割
分
担
に
よ
る
実
証
取
り
組
み

　日
本
に
お
け
る
Ｄ
Ｍ
Ｏ
（
観
光
地
域
づ

く
り
法
人
）は
２
０
１
５
年
に
制
度
化
さ

れ
、
地
方
ブ
ロ
ッ
ク
レ
ベ
ル
の
区
域
を
対

象
に
活
動
す
る
「
広
域
連
携
Ｄ
Ｍ
Ｏ
」は

10
団
体
登
録
さ
れ
て
い
る
。
県
境
を
ま
た

い
だ
複
数
自
治
体
へ
の
誘
客
と
回
遊
促
進

を
主
な
活
動
と
す
る
広
域
連
携
Ｄ
Ｍ
Ｏ
が
、

国
全
体
の
海
外
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
担
う

Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
そ
れ
に

沿
っ
た
コ
ン
テ
ン
ツ
を
県
や
市
と
い
っ
た

自
治
体
が
協
働
し
て
発
掘
。
自
ら
運
営
す

る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
発
信
す
る
と
共
に
、
Ｊ
Ｎ
Ｔ

Ｏ
の
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
の
掲
載
を
促
す

活
動
の
枠
組
み
を
考
え
た
（
図
７
）。

　こ
れ
は
『
明
日
の
日
本
を
支
え
る
観
光

ビ
ジ
ョ
ン
』
や
『
観
光
白
書
』
で
、「
地
域

（
地
方
公
共
団
体
や
Ｄ
Ｍ
Ｏ
）が
作
成
し
た

デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
（
写
真
・
動
画
等
）

は
、
日
本
政
府
観
光
局
の
オ
ウ
ン
ド
メ
デ

ィ
ア
で
発
信
し
て
い
く
」と
近
年
定
義
さ

れ
て
い
る
両
者
の
役
割
分
担
と
も
（「
作

成
」に
加
え
「
提
供
」も
含
む
と
す
れ
ば
）

符
合
す
る
。

　具
体
的
に
訪
日
旅
行
実
施
を
促
す
誘
客

活
動
が
で
き
な
い
国
際
渡
航
停
止
中
も
、

消
費
者
が
旅
行
を
検
討
す
る
カ
ス
タ
マ

ー
・
ジ
ャ
ー
ニ
ー
に
お
け
る
「
旅
マ
エ
」段

階
の
認
知
や
興
味
・
理
解
を
高
め
て
お
く

こ
と
は
で
き
る
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
用
い
た
デ
ジ

タ
ル
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
は
、
よ
り
有
効

だ
。
こ
こ
で
獲
得
し
た
潜
在
的
な
来
訪
見

込
み
客
を
将
来
、
渡
航
再
開
期
に
比
較
・

検
討
、
予
約
と
い
っ
た
ア
ク
シ
ョ
ン
に
つ

な
げ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
（
図
８
）。

図8　訪日旅行者のカスタマージャーニーに沿ったデジタル情報発信の目指したい姿

図7　デジタル情報発信連携で目指した姿

国
1

市場ニーズに適した
情報素材等の要件を定義

6

自治体・DMO経由で提供された
有益情報素材を各々活用
日本ファンコミュニティへ発信

広域
エリア

2

JNTOニーズや
デジタル・マーケティング手法を

域内自治体に導入

5

地域の有益素材に
テーマ性を付与して発信強化

JNTOに推薦

狭域
エリア

3

海外市場向けに有効な
最新情報更新や素材開拓

4

SNS等の発信力強化と
広範囲で使用できる
素材を提供

旅マエ 旅ナカ・旅アト

認知 興味・理解 比較・検討 予約 来訪・体験 満足・推奨

日本政府
観光局
（JNTO）

広域連携
DMO
自治体・
DMO

観光関連
事業者

訪日旅行全般、
日本の観光地等に関する

情報発信、ユーザー投稿（UGC）
の共有、拡散

スキマ時間の検討
情報（エリア軸で
探せる情報など）

スキマ時間の検討
情報（イベント、現地
からのアクセスなど）

感想を伝える
仕組み提供

感想を伝える
仕組み提供

感想を伝える
仕組み提供

地域の魅力を
発掘、

認知させる投稿

地域の更新性のある
情報（季節性、

イベント、体験など）
地域の詳細情報

（広域ルートでのアクセス、安全対策など）

各事業者の詳細情報
（予約・問合せ、空き枠、宿や観光施設営業情報、交通運行情報、安全対策など）

日本観光に関する
網羅的な基本情報＋
安全対策情報

SNS SNS SNS

SNS

SNSSNSSNS MAPMAP SNSHP

OTAOTAMAP

HP

HP

渡航停止期間に強化（研究対象）
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Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
機
能
を
ル
ー
ル
に
し	

フ
ァ
ン
の
投
稿
写
真
を
集
め
る

　本
実
証
研
究
の
実
施
経
緯
を
報
告
す
る

に
あ
た
り
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
の
基
本
機

能
に
つ
い
て
ま
ず
解
説
し
た
い
。「
＃
」で

は
じ
ま
る
ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
は
、
ツ
イ
ッ
タ

ー
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど
と
同
様
に
話

題
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
投
稿
を
関
連
付
け
、

閲
覧
者
が
投
稿
を
検
索
す
る
際
に
も
使
わ

れ
る
。「
＠
」で
始
ま
る
ア
カ
ウ
ン
ト
名
を

投
稿
文
内
に
記
述
す
る
こ
と
を
「
メ
ン
シ

ョ
ン
」（
言
及
）と
い
い
、
情
報
源
と
な
る

ペ
ー
ジ
へ
の
リ
ン
ク
機
能
に
な
る
（
図

９
）。
観
光
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
は
運
営

者
が
ユ
ー
ザ
ー
と
の
間
の
ル
ー
ル
に
用
い

る
例
も
多
く
、
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
の
各
海
外
事
務

所
が
運
営
す
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
は
、
ユ
ー
ザ
ー

が
自
身
の
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
投
稿
に

「#V
isitJapanA

U

」「@
V

isitJapanA
U

」

と
記
述
す
る
こ
と
で
、
シ
ド
ニ
ー
事
務
所

の
運
営
す
る
『visitjap

an
au

』で
「
私

の
写
真
を
使
っ
て
い
い
で
す
よ
」と
い
う

意
思
を
表
明
し
て
い
る
。
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
本
部

が
運
用
す
る
『v

isitjap
an

jp

』で
は
、

そ
の
投
稿
数
は
１
７
０
万
件
以
上
だ
。

　日
本
の
観
光
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
は
、

自
治
体
や
観
光
協
会
が
保
有
す
る
公
式
画

像
を
日
常
的
に
投
稿
し
、
フ
ォ
ト
コ
ン
テ

ス
ト
を
実
施
の
際
に
は
一
般
写
真
家
の
撮

影
画
像
を
使
う
こ
と
も
あ
る
、
と
い
う
運

用
が
一
般
的
だ
が
、
世
界
の
観
光
Ｓ
Ｎ
Ｓ

で
は
ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
を
利
用
し
て
Ｕ
Ｇ
Ｃ

（u
ser  g

en
erated

 con
ten

ts

）と
呼

ば
れ
る
ユ
ー
ザ
ー
投
稿
コ
ン
テ
ン
ツ
を

日
々
収
集
、
掲
載
し
て
い
る
。
い
わ
ば
フ

ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
を
１
年
中
受
け
付
け
て

い
る
よ
う
な
状
態
で
、
公
共
観
光
組
織
と

し
て
撮
影
予
算
を
か
け
ず
に
一
般
の
旅
行

者
や
ア
マ
チ
ュ
ア
ま
た
は
プ
ロ
の
カ
メ
ラ

マ
ン
撮
影
に
よ
る
使
用
可
能
な
観
光
写
真

が
、
日
々
増
え
る
こ
と
に
な
る
（
図
10
）。

広
域
連
携
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
域
内
全
県
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
参
加

Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
海
外
事
務
所
と
の
ト
ラ
イ
ア
ル
連
動
も
開
始

観
光
組
織
が
利
用
す
る
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
は
、
一
般
ユ
ー
ザ
ー
が
撮
影
し
た
写
真
を
上
手
く
活
用
し
て
い
る
。

ユ
ー
ザ
ー
投
稿
画
像
を
活
用
す
る
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
Ｊ
Ｒ
Ｃ
で
企
画
設
計
し
、

広
域
連
携
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
域
内
の
自
治
体
、
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
海
外
事
務
所
と
も
連
携
し
た
実
証
研
究
が
始
ま
っ
た
。

各観光組織が
実証研究に
次 と々参加

図10　インスタグラムでユーザー投稿コンテンツ（UGC）を活用

図9	 インスタグラムでつながる
	 2つのテクニック

「#ハッシュタグ」 とは？
インスタグラムの投稿においてキ
ャプション（投稿の文章部分）に
打ち込むタグのことを指す。ラベ
ルのような役割を持ち、ユーザー
はハッシュタグを使って投稿を検
索できる。

検索できる！

「＠メンション」 とは？
投稿文章の中に「@アカウント名」
を記載するとその投稿からそのアカ
ウントのプロフィール画面まで移動
できる機能。投稿を見ている人が＠
メンションからプロフィールに飛べ
ば、フォロワー同士で新たなつなが
りが生まれるところがメリット。

リンク飛べる！

今まで プロジェクト実施

市町村や観光協会に
依頼して
メールで写真をもらう

自治体
インスタグラムアカウント

自治体
インスタグラムアカウント

一般ユーザー　インスタグラムアカウント

ユーザー
投稿写真
　＆
ユーザー
＠メンション

独自で写真収集
したものを掲載

ユーザー視点の質の高い写真からアクションやエンゲージメントが高くなる傾向にあるUGCの活用は、外
国人だでけでなく、日本人向けの投稿にも有効な手法
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共
通
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
整
備
し 

各
自
治
体
が
枠
組
み
に
参
加

　本
実
証
研
究
で
は
、
自
治
体
が
運
営
す

る
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
ユ
ー
ザ
ー
投
稿
コ

ン
テ
ン
ツ
（
Ｕ
Ｇ
Ｃ
）活
用
を
促
進
す
る

た
め
、
Ｊ
Ｒ
Ｃ
が
全
体
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
設

計
と
運
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
整
備
し
た
。

Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
が
公
開
し
て
い
る
『
効
果
的
な

情
報
発
信
を
行
う
た
め
のIn

stag
ram

運
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
』を
ベ
ー
ス
に
、
撮

影
者
の
許
諾
を
取
得
す
る
具
体
的
な
手
順

も
詳
説
し
た
。
自
治
体
の
現
場
で
は
個
人

コ
ン
テ
ン
ツ
を
転
載
す
る
こ
と
へ
の
著
作

権
問
題
が
懸
念
さ
れ
る
が
、
そ
も
そ
も
イ

ン
ス
タ
グ
ラ
ム
に
は
、「
み
ん
な
に
見
て

も
ら
い
た
い
」と
い
う
動
機
か
ら
写
真
が

投
稿
さ
れ
る
。
そ
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
シ
ェ

ア
し
拡
散
し
て
い
く
カ
ル
チ
ャ
ー
が
、
前

出
の
メ
ン
シ
ョ
ン
に
よ
る
ク
レ
ジ
ッ
ト
表

記
と
い
っ
た
マ
ナ
ー
を
通
じ
て
確
立
し
て

い
る
。

　各
自
治
体
の
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
は
内
部

運
用
か
事
業
者
へ
の
委
託
か
、
委
託
先
は

Ｕ
Ｇ
Ｃ
に
詳
し
い
か
否
か
な
ど
、
事
情
は

そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
。
本
実
証
研
究
で
は
、

海
外
の
最
新
デ
ジ
タ
ル
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
手
法
に
基
づ
い
た
共
通
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
提
供
す
る
こ
と
で
、
各
自
治
体
の
観
光

部
局
で
も
関
心
が
高
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
Ｕ

Ｇ
Ｃ
が
導
入
可
能
と
な
る
と
考
え
た
。

　実
施
に
関
し
て
は
広
域
連
携
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と

連
動
し
、
第
１
弾
エ
リ
ア
と
し
て
中
部
・

北
陸
地
域
を
中
心
と
す
る
９
県
か
ら
な
る

広
域
を
対
象
と
す
る
、
中
央
日
本
総
合
観

光
機
構
（
以
下
、
中
央
日
本
機
構
）と
の
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
り
着
手
し
た
。
中

央
日
本
機
構
か
ら
各
自
治
体
の
観
光
部
局

に
対
し
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
連
携
企
画
へ

の
参
加
を
呼
び
掛
け
、
域
内
の
全
県
お
よ

び
２
つ
の
政
令
指
定
都
市
が
賛
同
し
た
。

　運
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
自
治
体

が
発
掘
し
投
稿
し
た
Ｕ
Ｇ
Ｃ
を
、
Ｊ
Ｎ
Ｔ

Ｏ
の
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
の
掲
載
を
推
薦

す
る
ト
ラ
イ
ア
ル
に
も
着
手
し
た
。
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
団
体
『D

M
O

 an
y

w
h

ere

』

が
仲
介
し
、
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
企
画
総
室
デ
ジ
タ

ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
起
案
。

Ｄ
Ｍ
Ｏ
や
自
治
体
と
連
携
し
た
国
際
観
光

停
止
中
の
最
新
コ
ン
テ
ン
ツ
収
集
手
段
と

し
て
、
ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
や
メ
ン
シ
ョ
ン
な

ど
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
の
機
能
を
活
用
し
、

香
港
お
よ
び
ロ
ン
ド
ン
事
務
所
の
イ
ン
ス

タ
グ
ラ
ム
で
の
画
像
掲
載
を
促
す
3
ヶ
月

間
の
ト
ラ
イ
ア
ル
を
開
始
（
図
11
・
12
）。

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
の
重
要
指
標
「
エ
ン
ゲ

ー
ジ
メ
ン
ト
率
」が
、
広
域
エ
リ
ア
全
体

で
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
。

図11　広域連携で実施するインスタグラム上の役割とフロー

JNTOが開示する運用ガイドラインをベースに、本プロジェクト向けにアレンジし
て地域で共通化しながら運用。

日本政府観光局
（JNTO）

	 市場ニーズに合う投稿を引用して再投稿（リポスト）
	 ＆対象エリアを＠メンション
3

	 許諾済のコンテンツを共通ハッシュタグをつけて投稿
	 ＆対象県・市を＠メンション
	 ※各県の最新情報を季節・テーマ性高く集約

中央日本総合観光機構
（広域連携DMO）

2

自治体・DMO
	 最新情報やコンテンツ発掘をして広範囲で
	 素材利用できるよう許諾取得
	 プロジェクト共通ハッシュタグをつけて投稿
	 ※ユーザー投稿コンテンツ（UGC）を主に利用

1

プロジェクト共通ハッシュタグを
検索してJNTOで採用

＠go.centraljapan	
（広域連携DMOアカウント）

＠XXX
（各県・市アカウント）

プロジェクト共通ハッシュタグを
検索して広域連携DMOで採用

図12　日本政府観光局（JNTO）との連携をトライアル実施

トライアル
連携

日本政府観光局（JNTO）

香港市場

JNTO香港事務所 JNTOロンドン事務所

イギリス市場

地域連携
プロジェクト

中央日本総合観光機構

愛知県 石川県 岐阜県 滋賀県

静岡県 富山県 長野県 福井県

三重県 静岡市 浜松市

市場トレンド
共有

市場トレンド
共有発信 発信
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広
域
連
携
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
自
治
体
が 

Ｓ
Ｎ
Ｓ
連
携
企
画
と
共
に
推
進

　イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
連
携
の
運
用
開
始
に

あ
た
り
、
広
域
連
携
Ｄ
Ｍ
Ｏ
で
あ
る
中
央

日
本
機
構
と
Ｊ
Ｒ
Ｃ
に
て
、
域
内
11
自
治

体
や
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
担
当
者
が
集
ま
る

月
１
回
の
デ
ジ
タ
ル
横
断
会
議
を
開
催
。

そ
こ
で
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
設
計
と
参
加
自

治
体
の
運
用
実
務
の
説
明
に
は
じ
ま
り
、

季
節
カ
レ
ン
ダ
ー
を
用
い
た
翌
月
以
降
の

注
力
テ
ー
マ
確
認
、
前
月
に
投
稿
さ
れ
た

コ
ン
テ
ン
ツ
の
評
価
や
効
果
指
標
の
報
告
、

外
部
講
師
や
自
治
体
担
当
者
に
よ
る
勉
強

会
な
ど
を
行
っ
て
い
る
（
図
13
）。

　Ｊ
Ｒ
Ｃ
が
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
と
広
域
連
携
Ｄ
Ｍ

Ｏ
、
自
治
体
向
け
と
三
者
の
実
務
に
即
し

た
運
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成
し
た
。
Ｕ

Ｇ
Ｃ
利
用
に
関
す
る
許
諾
は
著
作
権
者

（
撮
影
者
）に
加
え
、
人
や
神
社
仏
閣
な
ど

が
画
像
に
写
り
込
ん
で
い
る
場
合
は
肖
像

権
者
に
も
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ

ら
の
対
象
や
手
順
に
つ
い
て
は
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ

に
も
追
加
で
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
し
、
自
治
体
向

け
の
運
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
ブ
ラ
ッ
シ
ュ

ア
ッ
プ
し
た
。

　季
節
カ
レ
ン
ダ
ー
は
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
香
港
、

ロ
ン
ド
ン
両
事
務
所
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
担
当
よ
り

市
場
ご
と
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
て
制
作
し

た
。
イ
ギ
リ
ス
で
は
人
気
が
高
い
日
本
ら

し
さ
を
感
じ
る
写
真
の
具
体
例
や
、
季
節

性
の
高
い
画
像
は
早
め
に
投
稿
す
る
タ
イ

ミ
ン
グ
な
ど
、
具
体
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を

得
ら
れ
た
（
図
14
）。

　効
果
指
標
に
つ
い
て
は
、
共
通
フ
ォ
ー

マ
ッ
ト
に
沿
っ
て
月
次
で
自
治
体
担
当
者

が
記
入
、
中
央
日
本
機
構
が
収
集
し
、
広

域
全
体
の
数
値
集
約
と
分
析
を
行
い
全
体

に
共
有
し
た
。
近
隣
の
自
治
体
も
数
値
も

可
視
化
さ
れ
る
た
め
、
担
当
者
と
し
て
は

自
身
の
数
値
も
相
対
的
に
評
価
し
や
す
く

な
っ
た
。

　毎
月
の
会
議
で
は
ゲ
ス
ト
コ
ー
ナ
ー
も

設
け
、
初
回
は
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
運
用
の

プ
ロ
に
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
る
こ
と
で
、

Ｕ
Ｇ
Ｃ
運
用
に
関
す
る
初
期
の
疑
問
や
不

安
点
を
解
消
で
き
た
。
以
降
は
参
加
自
治

体
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
担
当
者
が
、
各
県
に
お
け
る

運
用
方
針
や
体
制
を
プ
レ
ゼ
ン
。
自
治
体

の
現
場
職
員
に
よ
る
努
力
が
成
果
を
生
む

ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
な
ど
あ
ら
ゆ
る
情
報
を
、

各
担
当
は
惜
し
む
こ
と
な
く
情
報
公
開
し

た
。　月

次
の
会
議
体
以
外
に
『
Ｕ
Ｇ
Ｃ
通

信
』と
い
う
メ
ル
マ
ガ
を
中
央
日
本
機
構

が
毎
週
作
成
。
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
全
海
外
事
務
所

図13　プロジェクトで広域連携DMOと自治体が行ったこと

自
治
体
の
観
光
部
局
が
ユ
ー
ザ
ー
撮
影
写
真
を
収
集

市
場
ニ
ー
ズ
に
マ
ッ
チ
す
る
画
像
を
海
外
に
も
発
信

広
域
連
携
Ｄ
Ｍ
Ｏ
が
中
心
と
な
り
、
参
加
自
治
体
が
共
同
で
月
次
の
デ
ジ
タ
ル
横
断
会
議
を
実
施
。

数
値
検
証
や
投
稿
テ
ー
マ
、
ノ
ウ
ハ
ウ
の
向
上
に
取
り
組
み
、
各
県
は
ユ
ー
ザ
ー
撮
影
写
真
を
発
掘
。

県
が
投
稿
し
た
画
像
は
、
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
海
外
事
務
所
の
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
も
採
用
さ
れ
た
。

トライアル
実証開始と
定量的成果1

市場ニーズを参考に、広域エ
リア共通で季節ごとにテー
マカレンダーを設定し、地域
のコンテンツを関係
者全員で把握

3
インスタグラムお役立ちテク
ニックやJNTOアカウント
の投稿内容の特徴について
定期的にメールを送付 4

インスタグラム運用において
分からないことや日々の疑問
など持ち寄って勉強会を開
催

2
効果検証指標を共通化して
運用し、振り返りも関係者全
員で行う

大テーマ テーマ 詳細（例）
富
山
県

石
川
県

福
井
県

長
野
県

岐
阜
県

静
岡
県

愛
知
県

三
重
県

滋
賀
県

浜
松
市

静
岡
市

定番性

６月共通テーマ
【定番キラーコンテ
ンツのバリエーショ
ンアップ】

定番のキラーコンテンツ（定番スポット
の王道の写真素材よりも、季節や時間
帯、最近の動向がより分かる地域だか
らこそ把握しているシーン）

季節性 季節感がある
コンテンツ（６月） 6月ならではのシーンや体験

新規性 Something New
（６～８月）

□新規オープン施設（宿、キャンプ）
□日本に流行りはじめていてあまり知

られていないコンテンツ

テーマにあわせて
地域ならではの情報を収集

図14　市場ニーズに合わせた季節テーマカレンダーの運用

❶人気定番スポットの
バリエーションアップ

❷日本の季節性を感じられるもの

❸目新しいもの
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の
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
投
稿
さ
れ
た
域
内

の
画
像
ス
ポ
ッ
ト
一
覧
や
、
投
稿
テ
ク
ニ

ッ
ク
に
つ
い
て
自
治
体
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

質
問
に
対
す
る
回
答
な
ど
、
ノ
ウ
ハ
ウ
の

向
上
に
努
め
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
を

機
に
Ｕ
Ｇ
Ｃ
を
活
用
し
た
県
の
ア
カ
ウ
ン

ト
は
、
１
か
月
で
す
ぐ
に
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ

ン
ト
率
の
ア
ッ
プ
が
み
ら
れ
た
。

各
自
治
体
が
投
稿
し
た
画
像
を	

Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
も
活
用

　以
上
の
施
策
を
通
じ
て
各
自
治
体
が
発

掘
し
た
Ｕ
Ｇ
Ｃ
の
投
稿
が
始
ま
る
と
、
Ｊ

Ｎ
Ｔ
Ｏ
か
ら
も
画
像
を
掲
載
し
た
い
と
い

う
依
頼
が
入
る
よ
う
に
な
っ
た
。
各
海
外

事
務
所
は
、
広
域
連
携
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
自
治
体

が
投
稿
す
る
際
に
付
与
す
る
共
通
ハ
ッ
シ

ュ
タ
グ
を
目
印
に
、
日
々
投
稿
さ
れ
る
コ

ン
テ
ン
ツ
を
把
握
。
掲
載
し
た
い
画
像
が

見
つ
か
っ
た
場
合
、
広
域
連
携
Ｄ
Ｍ
Ｏ
担

当
者
を
通
じ
て
各
自
治
体
へ
許
諾
獲
得
を

依
頼
。
自
治
体
担
当
者
が
代
理
で
権
利
者

の
許
諾
を
得
て
、
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
各
事
務
所
の

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
に
画
像
が
掲
載
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
他
者
が
投
稿
し
た
画
像
を
異

な
る
ア
カ
ウ
ン
ト
で
再
掲
載
す
る
行
為
を

「
リ
ポ
ス
ト
」と
い
う
。

　Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
海
外
事
務
所
イ
ン
ス
タ
グ
ラ

ム
に
よ
る
リ
ポ
ス
ト
第
１
弾
は
、
静
岡
県

の
下
田
公
園
で
撮
影
さ
れ
た
ア
ジ
サ
イ
の

写
真
だ
っ
た
。
静
岡
県
の
担
当
者
は
オ
リ

ジ
ナ
ル
画
像
の
投
稿
者
で
あ
る
「@

___

rin
.07

」氏
に
同
意
を
得
て
、
県
の
イ
ン

ス
タ
グ
ラ
ム
『@
exp

loresh
izu

ok
a

』

に
画
像
を
リ
ポ
ス
ト
す
る
（
図
15
／
上
）。

そ
れ
を
見
た
ロ
ン
ド
ン
事
務
所
の
掲
載
要

請
を
受
け
て
再
度
、
権
利
者
に
打
診
。
同

意
を
経
た
と
報
告
を
受
け
た
ロ
ン
ド
ン
事

務
所
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
担
当
者
が
、「@
___rin

. 

07

」お
よ
び
「@

exp
loresh

izu
oka

」を

画
像
提
供
協
力
者
と
し
て
メ
ン
シ
ョ
ン
す

る
形
で
、『@

visitjap
an

_u
k

』に
リ
ポ

ス
ト
を
完
了
し
、
リ
ー
チ
数
４
・
８
倍
の

伸
び
が
み
ら
れ
た
（
図
15
／
下
）。

　Ｕ
Ｇ
Ｃ
を
活
用
す
る
こ
と
で
県
イ
ン
ス

タ
グ
ラ
ム
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
拡
充
で
き
る

の
に
加
え
、
イ
ギ
リ
ス
市
場
で
3
万
人
近

い
フ
ォ
ロ
ワ
ー
を
持
つ
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
の
ア
カ

ウ
ン
ト
で
県
内
の
ス
ポ
ッ
ト
が
紹
介
さ
れ

る
と
、
さ
ら
に
は
メ
ン
シ
ョ
ン
に
よ
り
自

身
の
ア
カ
ウ
ン
ト
に
も
流
入
も
増
え
る
、

と
い
っ
た
三
重
の
メ
リ
ッ
ト
が
自
治
体
に

は
も
た
ら
さ
れ
る
。

　先
に
自
治
体
ア
カ
ウ
ン
ト
に
掲
載
す
る

許
諾
を
取
れ
て
い
る
画
像
で
あ
る
た
め
、

Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
と
し
て
は
海
外
事
務
所
が
自
ら

権
利
者
に
連
絡
す
る
よ
り
も
迅
速
に
許
諾

取
得
が
行
わ
れ
る
。
被
写
体
が
写
り
込
ん

で
い
る
場
合
は
2
ヶ
所
、
3
ヶ
所
に
連
絡

が
必
要
な
と
こ
ろ
を
、
広
域
連
携
Ｄ
Ｍ
Ｏ

1
ヶ
所
に
依
頼
を
出
せ
ば
、
必
要
な
許
諾

を
一
度
に
得
ら
れ
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

　実
証
開
始
か
ら
３
ヶ
月
で
２
５
６
件
の

画
像
を
11
の
自
治
体
・
Ｄ
Ｍ
Ｏ
が
投
稿
し
、

そ
の
う
ち
13
件
が
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
両
事
務
所
イ

ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
も
リ
ポ
ス
ト
さ
れ
た
。

施
策
開
始
前
と
比
較
し
て
各
自
治
体
ア
カ

ウ
ン
ト
の
簡
易
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
率
が

２
倍
、
フ
ォ
ロ
ワ
ー
数
は
１
・
３
倍
に
上

昇
し
た
。
フ
ォ
ロ
ー
を
し
て
い
な
い
ユ
ー

ザ
ー
に
対
す
る
リ
ー
チ
率
も
上
が
り
、
新

た
な
潜
在
フ
ァ
ン
に
対
す
る
コ
ン
テ
ン
ツ

露
出
に
も
成
功
。
具
体
的
な
連
携
施
策
に

よ
り
、
広
域
エ
リ
ア
単
位
で
自
治
体
関
係

者
が
ス
キ
ル
向
上
と
コ
ン
テ
ン
ツ
強
化
を

図
る
取
り
組
み
が
、
期
待
以
上
の
成
果
を

見
せ
た
形
と
な
っ
た
。
研
究
の
仮
説
検
証

通
り
、
Ｕ
Ｇ
Ｃ
の
活
用
や
組
織
連
携
に
よ

っ
て
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
率
ア
ッ
プ
が
実

証
で
き
た
（
図
16
）。

図15	 県が発掘し投稿した画像を
	 JNTOアカウントでも再投稿

画像提供：@___rin.07

図16　研究での検証ポイントに対する結果整理
研究の狙い（検証ポイント） 実証結果
UGCの活用によって
各アカウントの
エンゲージメント率は
向上するか？

□プロジェクト参加を機にUGC活用を開始したアカ
ウントは、プロジェクト開始前と比べてエンゲージ
メント率が約1.5倍アップした

組織を超えた連携での
発信をすることで、
広域エリア全体の
エンゲージメント率や
フォロワー数は伸びるか？

□広域エリア全体の簡易エンゲージメント率※が2倍、
フォロワー数が1.3倍アップした

□プロジェクト共通で活用できる写真画像は256
件、そのうちJNTOがリポストした投稿は13件、リ
ポストにより機構＋自治体・DMOのアカウントはリ
ーチ数、フォロワー数の増加につながった（1回の
リポスト投稿でリーチ数4.8倍の伸びがみられた）

※簡易エンゲージメント率＝いいね平均数÷フォロワー数
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新
た
な
素
材
を
世
界
に
発
信

投
稿
さ
れ
た
U
G
C
の
評
価

　自
治
体
や
D
M
O
が
投
稿
し
た
画
像
が

J
N
T
O
の
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
に
も
掲
載

さ
れ
た
写
真
に
は
、
３
つ
の
特
色
が
見
ら

れ
た
。
第
一
に
「
人
気
ス
ポ
ッ
ト
の
バ
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
」。
人
気
の
場
所
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ

上
で
も
数
多
く
の
写
真
が
投
稿
さ
れ
て
お

り
、
ア
ン
グ
ル
や
時
間
帯
や
時
期
な
ど
の

異
な
る
条
件
で
撮
影
画
像
が
見
つ
か
る
。

岐
阜
城
と
満
月
は
、
リ
ー
チ
数
・
エ
ン
ゲ

ー
ジ
メ
ン
ト
率
と
も
に
高
い
反
応
を
得
る

こ
と
が
で
き
た
（
❶
）。

　第
二
に
は
「
日
本
の
季
節
性
を
感
じ
ら

れ
る
も
の
」。
季
節
の
花
や
紅
葉
、
雪
景

色
な
ど
四
季
が
反
映
さ
れ
た
写
真
に
、
海

外
の
フ
ァ
ン
は
日
本
ら
し
さ
を
感
じ
る
と

い
う
。
初
夏
の
新
緑
が
色
鮮
や
か
な
長
野

県
の
阿
寺
渓
谷
も
、
こ
の
条
件
に
沿
っ
た

一
枚
と
し
て
選
ば
れ
た
（
❷
）。

　第
三
の
ポ
イ
ン
ト
は
「
目
新
し
い
も

の
」。
ま
だ
広
く
知
ら
れ
て
い
な
い
ス
ポ

ッ
ト
、
新
し
く
オ
ー
プ
ン
し
た
施
設
な
ど

は
、
日
本
を
熟
知
し
た
リ
ピ
ー
タ
ー
に
は

新
鮮
な
コ
ン
テ
ン
ツ
。
長
野
県
の
宝
剣
岳

は
ス
ポ
ッ
ト
自
体
、
画
像
の
構
図
共
に
新

鮮
な
写
真
と
し
て
評
価
さ
れ
た
（
❸
）。

　Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
海
外
事
務
所
は
、
各
市
場
の

ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
素
材
を
適
切
な
タ
イ
ミ

ン
グ
で
投
稿
し
て
い
る
が
、
全
国
各
エ
リ

ア
の
バ
ラ
ン
ス
も
考
慮
し
て
投
稿
計
画
を

立
て
て
い
る
。
旅
行
者
の
訪
問
が
多
い
人

気
の
場
所
ほ
ど
Ｕ
Ｇ
Ｃ
画
像
の
投
稿
数
は

多
く
な
る
中
、
各
自
治
体
が
お
勧
め
し
た

い
隠
れ
た
ス
ポ
ッ
ト
が
、
新
規
性
高
い
も

の
と
し
て
歓
迎
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

　採
用
画
像
13
点
は
全
件
が
国
内
撮
影
で
、

Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
事
務
所
の
タ
グ
付
き
で
す
で
に

投
稿
さ
れ
て
い
る
画
像
と
重
複
す
る
も
の

は
な
か
っ
た
。
撮
影
し
た
フ
ォ
ロ
ワ
ー
が

Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
で
の
掲
載
を
希
望
し
て
投
稿
し

た
画
像
か
ら
選
定
す
る
、
と
い
う
従
来
の

選
択
肢
に
は
な
い
新
し
い
素
材
を
提
供
で

き
た
。

　権
利
者
の
許
諾
に
関
し
て
は
全
件
を
自

治
体
が
代
理
で
取
得
、
う
ち
寺
や
神
社
な

ど
被
写
体
の
許
諾
が
必
要
な
も
の
も
す
べ

て
許
諾
を
得
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

流
行
下
で
は
、
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
海
外
事
務
所
か

ら
の
依
頼
に
「
今
は
外
国
人
向
け
の
露
出

は
控
え
た
い
」と
断
る
神
社
仏
閣
も
中
に

は
あ
る
と
い
う
。
こ
の
点
で
も
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に

限
ら
ず
撮
影
や
メ
デ
ィ
ア
取
材
な
ど
、
日

常
的
に
関
係
性
が
あ
る
自
治
体
が
応
対
し

た
こ
と
も
プ
ラ
ス
に
働
い
た
よ
う
だ
。

自
治
体
の
デ
ジ
タ
ル
知
識
も
向
上 

新
た
な
広
域
連
携
活
動
に
発
展
も

　一
方
、
本
企
画
に
参
加
し
た
自
治
体
か

広
域
で
の
ア
ク
シ
ョ
ン
率
ア
ッ
プ
を
研
究
実
証

渡
航
再
開
に
向
け
た
統
合
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
拡
大
へ

広
域
連
携
D
M
O
が
域
内
の
自
治
体
と
共
に
、
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
と
も
連
携
し
た
デ
ジ
タ
ル
実
証
研
究
。

国
内
外
市
場
に
向
け
た
情
報
発
信
力
の
変
化
を
、
当
事
者
の
定
性
的
な
評
価
と
共
に
振
り
返
る
。

広
域
連
携
の
新
た
な
活
動
の
枠
組
み
を
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
以
外
に
も
展
開
し
て
い
く
構
想
も
控
え
る
。

実証研究の
成果と評価
今後の展開

❶人気スポットのバリエーション

画像提供：@white_cloudysky

❷日本の季節性を感じられるもの

画像提供：@taishow_photography

画像提供：@nchan1326

❸目新しいもの
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ら
は
、
投
稿
す
る
写
真
の
質
と
量
の
向
上

に
つ
な
が
っ
た
と
い
う
声
を
多
く
聞
い
た
。

「
既
存
の
保
有
写
真
に
は
以
前
に
撮
影
さ

れ
た
古
い
写
真
が
多
く
画
質
や
バ
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
に
課
題
が
あ
っ
た
が
、
地
域
の
カ

メ
ラ
マ
ン
や
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
マ
ー
が
撮
影

し
た
高
品
質
の
写
真
を
見
つ
け
や
す
く
な

っ
た
」と
は
、
全
国
の
自
治
体
や
観
光
組

織
に
共
通
す
る
課
題
解
決
と
な
る
の
で
は

な
い
か
。

 

「
Ｕ
Ｇ
Ｃ
に
な
か
な
か
踏
み
込
め
な
か
っ

た
が
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
読
ん
で
著
作
権

に
配
慮
し
た
撮
影
者
へ
の
許
諾
方
法
が
理

解
で
き
た
」「
定
番
ス
ポ
ッ
ト
の
バ
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
、
投
稿
カ
レ
ン
ダ
ー
に
よ
る
季

節
性
や
テ
ー
マ
な
ど
、
コ
ン
テ
ン
ツ
選
定

の
ポ
イ
ン
ト
が
わ
か
っ
た
」「
タ
ー
ゲ
ッ

ト
ご
と
に
響
く
投
稿
の
ポ
イ
ン
ト
を
理
解

し
た
」な
ど
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
お
け
る
コ
ン
テ

ン
ツ
運
用
の
専
門
性
が
習
得
で
き
た
、
と

い
う
声
も
挙
が
っ
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
メ
デ

ィ
ア
系
事
業
に
つ
い
て
は
、
外
部
の
委
託

業
者
に
運
用
を
一
任
す
る
ケ
ー
ス
が
多
い

が
、
観
光
部
局
の
職
員
自
ら
デ
ジ
タ
ル
知

識
を
習
得
す
る
こ
と
で
最
適
な
業
務
の
委

託
が
可
能
に
な
り
、
人
事
異
動
の
際
に
も

内
部
で
ノ
ウ
ハ
ウ
継
承
が
可
、
と
い
っ
た

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

 

「
効
果
検
証
を
今
ま
で
し
っ
か
り
指
標
化

し
て
行
っ
て
い
な
か
っ
た
が
、
エ
ン
ゲ
ー

ジ
メ
ン
ト
率
ま
で
見
て
運
用
す
る
き
っ
か

け
と
な
っ
た
」と
、
数
値
に
基
づ
い
た
評

価
や
改
善
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
、
と
い

う
声
も
あ
っ
た
。
効
果
の
よ
い
写
真
の
選

び
方
や
、
フ
ォ
ロ
ワ
ー
数
が
多
く
な
い
段

階
で
の
選
定
方
針
な
ど
、
数
値
を
見
な
が

ら
運
用
面
を
改
善
す
る
と
い
う
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ

サ
イ
ク
ル
も
定
着
し
て
い
っ
た
（
図
17
）。

　２
０
２
１
年
10
月
時
点
で
は
、
九
州
観

光
推
進
機
構
と
せ
と
う
ち
観
光
推
進
機
構

も
参
加
し
て
い
る
。
３
つ
の
広
域
連
携
Ｄ

Ｍ
Ｏ
域
内
20
県
か
ら
の
自
治
体
・
Ｄ
Ｍ
Ｏ

担
当
者
の
中
に
は
、
日
本
語
ア
カ
ウ
ン
ト

の
担
当
も
多
く
含
ま
れ
る
。
国
内
の
写
真

家
が
撮
影
し
た
画
像
は
海
外
向
け
、
日
本

向
け
に
関
わ
ら
ず
コ
ン
テ
ン
ツ
拡
充
と
閲

覧
ユ
ー
ザ
ー
に
対
す
る
効
果
が
見
ら
れ
、

訪
日
観
光
再
開
に
先
ん
じ
て
国
内
市
場
の

需
要
喚
起
に
注
力
す
る
自
治
体
に
と
っ
て

も
、
価
値
あ
る
取
り
組
み
と
な
っ
た
。

　Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
本
部
で
は
、
画
像
選
定
や
許

諾
に
関
す
る
自
治
体
の
対
応
へ
の
一
定
以

上
の
評
価
の
元
、
ト
ラ
イ
ア
ル
以
降
の
ス

キ
ー
ム
に
つ
い
て
組
織
的
な
検
討
が
進
め

ら
れ
て
い
る
。
広
域
連
携
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
し
て

の
収
穫
は
何
だ
っ
た
の
か
。
域
内
全
県
が

参
加
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
半
年
間
に
わ

た
り
取
り
ま
と
め
役
と
し
て
推
進
し
た
、

中
央
日
本
総
合
観
光
機
構
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
部
の
蛯
澤
俊
典
担
当
部
長
に
聞
い
た
。

 

「
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
に
Ｕ
Ｇ
Ｃ
を
導
入
す

る
と
い
う
、
今
の
時
点
で
各
県
や
市
の
関

心
が
集
ま
り
や
す
い
テ
ー
マ
を
き
っ
か
け

に
、
広
域
で
み
ん
な
一
緒
に
取
り
組
ん
で

い
く
関
係
性
、
相
談
で
き
る
仲
間
が
い
る

と
い
う
空
気
を
醸
成
で
き
た
の
が
大
き
い

と
思
い
ま
す
。
広
域
連
携
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
し
て
、

エ
リ
ア
全
体
を
束
ね
る
役
割
を

与
え
ら
れ
て
、
機
構
の
会
員
で

あ
る
県
や
市
に
共
通
の
メ
リ
ッ

ト
が
も
た
ら
さ
れ
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
、
今
後
も
推
進
し
て
い

く
活
動
の
雛
形
が
出
来
上
が
っ

た
と
思
い
ま
す
」。

　本
研
究
の
検
証
ポ
イ
ン
ト
で

あ
る
広
域
エ
リ
ア
全
体
の
エ
ン

ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
率
向
上
と
セ
ッ

ト
で
、
組
織
間
連
携
で
ノ
ウ
ハ

ウ
や
情
報
を
共
有
す
る
フ
ロ
ー

ま
で
構
築
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

今
後
の
課
題
は
、
継
続
的
に
連
携
で
き
る

体
制
を
作
れ
る
か
ど
う
か
だ
。
観
光
マ
ー

ケ
ッ
ト
や
デ
ジ
タ
ル
手
法
は
ト
レ
ン
ド
と

と
も
に
常
に
変
化
し
、
臨
機
応
変
な
対
応

が
求
め
ら
れ
る
た
め
、
共
通
ル
ー
ル
化
し

た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
誰
が
い
つ
更
新
し
て

運
用
す
る
か
を
含
め
た
設
計
力
が
求
め
ら

れ
る
。
そ
し
て
、
ま
ず
そ
の
土
台
に
な
る

の
が
各
組
織
の
役
割
の
明
確
化
だ
。
狭
域

エ
リ
ア
で
地
域
の
情
報
や
素
材
の
発
掘
と

収
集
、
広
域
エ
リ
ア
で
は
コ
ン
テ
ン
ツ
を

管
理
し
戦
略
的
に
活
用
、
海
外
市
場
に
向

き
合
う
国
は
競
争
力
強
化
に
つ
な
が
る
発

信
を
行
う
（
図
18
）。
こ
の
よ
う
に
明
確
な

役
割
分
担
を
定
め
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
更

新
性
高
く
運
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
各
組

織
が
効
率
的
に
連
携
業
務
を
推
進
で
き
る

だ
ろ
う
。

図17　地域連携プロジェクトで進行した流れ

JNTO
市場ニーズから
❶❷❸の
テーマ設定

日本ファン
コミュニティへ

発信

広域連携
DMO

❶❷❸のテーマを
カレンダーで
運用＋勉強会

広域での
テーマ性を付与して
発信＋効果検証

自治体・
DMO

テーマにあわせて
旬の素材を収集
（例：アジサイ）

広範囲で利用
できる素材として
投稿＆提案

図18　望まれる日本の観光組織の役割と活動イメージ

JNTO
日本全体の
DMO

□海外市場に向けたデスティネーシ
ョン・マーケティング

□訪日客受け入れに備えるデスティネ
ーション・マネジメント

広域連携
DMO

広域観光施策
統括

□自治体やDMOのための広域マー
ケティング・エージェンシー

□広域マーケティング（発信）とマネ
ジメント（受け入れ）を主導

自治体・
DMO
地域

マネジメント

□地域の魅力発信、誘客につながる
コンテンツの開拓

□競争力向上・受け入れ体制整備の
ための域内活動
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国
際
渡
航
の
停
止
下
で
も 

実
行
可
能
な
活
動
に
着
手

―
世
界
的
な
感
染
症
流
行
で
活
動
内

容
は
昨
年
来
ど
う
変
容
し
ま
し
た
か
？

蔵
持

　旅
行
会
社
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー

招
請
が
で
き
な
い
中
、
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
で
は
シ

ビ
ア
な
長
期
回
復
シ
ナ
リ
オ
を
前
提
に
取

り
組
み
の
延
期
、
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
見
直
し

な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
22
の
海
外
事
務
所

で
は
市
場
リ
サ
ー
チ
を
、
た
と
え
ば
英
国

政
府
観
光
庁
が
中
国
や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に

対
し
て
何
を
し
て
い
る
か
、
と
い
っ
た
調

査
も
コ
ロ
ナ
禍
で
始
め
て
今
も
続
け
て
い

ま
す
。
海
外
事
務
所
長
な
ど
が
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
を
行
う
オ
ン
ラ
イ
ン
個
別
相
談

会
は
、
昨
年
は
約
４
０
０
回
行
い
ま
し
た
。

以
前
は
お
越
し
に
な
っ
た
賛
助
会
員
を
お

連
れ
す
る
仕
事
だ
っ
た
の
が
、
今
は
ズ
ー

ム
で
国
内
へ
情
報
を
直
接
お
伝
え
す
る
活

動
が
好
評
で
し
た
。

荻
野

　中
央
日
本
総
合
観
光
機
構
は
域
内

自
治
体
へ
の
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
を
徹
底
的
に
行

い
、「G

o C
en

tral Jap
an

」と
い
う
新

た
な
フ
レ
ー
ズ
の
元
、
製
造
業
が
強
い
こ

の
地
域
で
産
業
観
光
を
ス
ト
ー
リ
ー
化
し

た
ル
ー
ト
開
発
な
ど
、
エ
リ
ア
の
独
自
性

を
掘
り
下
げ
る
こ
と
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

昨
年
完
全
に
ス
ト
ッ
プ
し
た
事
業
は
、

『
観
光
列
車
・
ロ
ー
カ
ル
鉄
道
を
活
用
し
た

誘
客
促
進
事
業
』と
『
ア
ウ
ト
ド
ア
ツ
ー

リ
ズ
ム
を
通
じ
た
周
遊
促
進
事
業
』だ
け

で
し
た
。

蔵
持

　観
光
客
の
入
国
全
面
再
開
ま
で
の

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、
４
段
階
の
ス

テ
ッ
プ
ご
と
に
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
の
活
動
内
容
を

定
め
ま
し
た
。
デ
ジ
タ
ル
施
策
は
ど
の
段

階
で
も
実
施
可
能
で
今
年
度
は
情
報
発
信
、

海
外
で
は
富
裕
層
対
策
、
ア
リ
バ
バ
の
Ｔ

モ
ー
ル
に
出
展
し
て
無
料
の
オ
ン
ラ
イ
ン

ツ
ア
ー
も
開
催
、
と
い
っ
た
取
り
組
み
も

行
い
ま
し
た
。
今
後
、
段
階
的
に
再
開
へ

進
む
に
沿
っ
て
、
順
番
に
施
策
を
ス
タ
ー

ト
し
て
い
き
ま
す
（
図
19
）。

荻
野

　域
内
の
事
業
者
に
、
世
界
の
旅
行

者
が
ま
ず
見
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な
観
光
情
報

サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
書
か
れ
た
情
報
の
自
主

管
理
を
促
進
す
る
『
情
報
の
世
界
水
準

化
』事
業
で
は
、
情
報
整
備
や
ク
チ
コ
ミ

管
理
が
で
き
て
い
る
か
、
コ
ロ
ナ
禍
に
在

宅
勤
務
で
徹
底
的
に
調
べ
、
オ
ー
ナ
ー
登

録
し
た
施
設
は
ア
ク
セ
ス
が
２
割
向
上
し

ま
し
た
。
当
機
構
で
基
本
的
に
は
、
外
部

へ
の
委
託
に
依
存
せ
ず
内
部
制
作
に
こ
だ

わ
り
、
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
と
広
域
連
携
Ｄ
Ｍ
Ｏ
で 

役
割
分
担
と
連
携
を
深
め
て
い
く

―
広
域
連
携
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
で

ど
の
よ
う
な
役
割
と
連
携
イ
メ
ー
ジ
が
あ

り
ま
す
か
？

蔵
持

　Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
情
報
発
信
や
体
験

型
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
を
集
め
た
『E

x
p

e 

rien
ces in

 Jap
an

』な
ど
、
地
域
の
魅

力
を
取
り
ま
と
め
て
海
外
に
発
信
す
る
Ｊ

Ｎ
Ｔ
Ｏ
と
し
て
は
、
各
地
域
と
の
関
係
性

は
重
要
で
す
。

荻
野

　旅
行
博
な
ど
で
地
域
ご
と
に
バ
ラ

バ
ラ
と
「
点
」で
宣
伝
す
る
の
で
は
な
く
、

各
コ
ン
テ
ン
ツ
を
セ
レ
ク
ト
し
て
パ
ッ
ケ

ー
ジ
に
し
、
セ
ン
ト
レ
ア
空
港
基
点
の
エ

リ
ア
で
「
面
」と
し
て
ま
と
ま
っ
た
ル
ー

日本政府観光局 理事
蔵持 京治
くらもち・きょうじ●1992年運輸省入省。
内閣官房内閣参事官、観光庁観光地域振
興部観光資源課長などを経て日本政府観
光局企画総室長。2021年７月より現職。

政
府
観
光
局
＋
広
域
連
携
D
M
O
＋
自
治
体
が
協
働

訪
日
観
光
再
開
に
備
え
た
組
織
間
連
携
の
可
能
性

組
織
の
枠
を
越
え
て
連
携
し
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
実
証
企
画
の
先
に
は
、
ど
の
よ
う
な
展
開
が
あ
り
得
る
の
か
。

日
本
政
府
観
光
局
の
蔵
持
京
治
理
事
、
中
央
日
本
総
合
観
光
機
構
の
荻
野
光
貴
専
務
理
事
兼
事
務
局
長
に

国
際
渡
航
停
止
下
で
の
活
動
や
今
後
の
組
織
間
連
携
に
つ
い
て
話
を
聞
い
た
。

JNTOと
広域連携DMO
未来の展望

図19　観光再開へ向けたＪＮＴＯ活動ロードマップ

提供：日本政府観光局
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ト
や
商
品
に
し
て
売
る
こ
と
が
必
要
で
、

Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
か
ら
も
そ
の
よ
う
な
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
あ
る
と
、
私
た
ち
の
存
在
意
義
も
よ

り
明
確
に
な
り
ま
す
。
来
訪
回
数
が
減
る

観
測
の
中
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
選
ば
れ
る
コ

ン
テ
ン
ツ
を
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
と
連
携
し
て
発
信

で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
。

―
独
立
行
政
法
人
の
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
と
観

光
庁
認
定
団
体
で
あ
る
Ｄ
Ｍ
Ｏ
は
、
組
織

上
の
つ
な
が
り
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
連
携

の
機
運
は
あ
り
ま
す
か
？

蔵
持

　２
０
１
７
年
に
地
域
連
携
部
を
つ

く
り
、
運
輸
局
や
広
域
連
携
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
連

動
で
き
る
よ
う
活
動
し
て
い
ま
す
。
交
通

政
策
審
議
会
の
観
光
分
科
会
で
、
広
域
連

携
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
の
あ
り
方
に
つ
い

て
数
回
議
論
し
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
代
表
者
も
同

じ
方
向
を
向
い
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

―
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
と
中
央
日
本
機
構
は
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
運
用
の
ト
ラ
イ
ア
ル
実
証

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

蔵
持

　イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
を
対

象
に
し
た
の
が
良
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。
現
地
職
員
が
許
諾
な

ど
に
苦
労
す
る
中
で
、
自
治
体

が
写
真
を
集
め
て
海
外
事
務
所

を
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
た
流
れ

を
、
今
後
も
前
向
き
に
考
え
た

い
と
思
い
ま
す
。

荻
野

　広
域
連
携
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
し
て
は
、
地

域
を
巻
き
込
ん
で
協
力
し
て
も
ら
う
の
に
、

海
外
市
場
へ
の
発
信
力
が
高
い
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ

と
の
連
携
含
み
、
と
い
う
分
か
り
や
す
い

共
通
の
メ
リ
ッ
ト
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら

え
ま
し
た
。
う
ち
が
単
独
で
動
い
て
も

「
こ
の
指
と
ま
れ
」と
は
な
り
に
く
い
と
こ

ろ
を
、
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
と
の
間
で
の
役
割
を
明

確
に
連
携
し
て
や
れ
た
の
で
、
今
後
に
向

け
て
協
力
を
集
め
ら
れ
る
事
業
の
軸
、
モ

デ
ル
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
は
商
品
の
販

促
も
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
と
連
携
で
き
る
と
賛
同
し

て
く
れ
る
事
業
者
も
増
え
る
で
し
ょ
う
。

国
と
地
域
の
間
で
広
域
連
携
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
役

割
を
果
た
せ
な
い
と
、
地
域
の
魅
力
を
伝

え
ら
れ
ず
、
旅
行
商
品
の
販
売
拡
大
に
つ

な
が
り
ま
せ
ん
。

蔵
持

　Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
の
弱
点
は
国
内
各
地
に

拠
点
が
な
い
こ
と
で
、
関
係
性
の
上
下
で

な
く
、
広
域
連
携
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
連
動
で
き
る

の
は
あ
り
が
た
い
で
す
。

荻
野

　昨
年
以
降
、
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
の
人
と
一

緒
に
や
る
機
運
は
高
ま
っ
て
来
て
い
ま
す
。

Ｄ
Ｍ
Ｏ
側
も
何
か
に
つ
け
て
ま
ず
予
算
の

要
求
で
な
く
、
連
携
を
求
め
て
い
く
べ
き

で
す
。

蔵
持

　ま
ず
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
走
る
の

で
な
く
、
地
域
に
は
受
入
環
境
整
備
が
重

要
で
す
。
広
域
連
携
Ｄ
Ｍ
Ｏ
を
核
に
受
け

入
れ
や
稼
ぐ
た
め
の
仕
組
み
づ
く
り
を
、

こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
だ
か
ら
こ
そ
や
っ
て
い

た
だ
き
、
情
報
発
信
の
段
階
で
は
お
手
伝

い
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
Ｊ
Ｎ
Ｔ

Ｏ
は
ロ
ン
グ
ホ
ー
ル
市
場
へ
の
情
報
発
信

中
心
に
強
化
し
つ
つ
、
シ
ョ
ー
ト
ホ
ー
ル

は
得
意
な
地
域
が
誘
客
を
そ
れ
ぞ
れ
進
め

る
な
ど
、
市
場
ご
と
の
特
性
に
あ
わ
せ
た

役
割
分
担
や
連
携
も
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

じゃらんリサーチセンター
研究員

松本百加里
まつもと ゆかり

「インバウンド旅行者の需要創造
メカニズム研究」など、インバウン
ドに関する調査や研究を担当

担当研究員より

　私たちがSNSの投稿を閲覧するとき、気
になる情報にリンクが付与されていれば、自
然とクリックして詳細ページに進み、共感
できるアカウントがあればフォローをして継
続的に接点を持ったり保存したりする。そ
の先に、購入のようなアクションもつながっ
ていく。このようなSNSメディアの特徴は、
更新情報をためる「ストック型」と情報をや
りとりする「双方向型」がミックスされたも
ので、パンフレットのような一方的な固定
情報とは大きく異なる。また、有形単一商
品をシンプルな導線で販売できるECサイト
と比べると、海外旅行を販売することはよ
り複雑だ。なぜなら、旅行は飛行機、宿、体
験、飲食、二次交通など複合的な要素から
行程が構成され、その行程を決める検討期
間も長いからだ。
　そのため、カスタマーの行動パターンを
想像しながら、継続的にインターネット上の
情報を整備し、カスタマーの検討ステップ
それぞれで離脱を発生させない体制をつく
ることが重要である。しかし、一つだけの
観光組織で多岐にわたる内容をすべて実
行するには、人材の工数も予算も多く発生
するため難易度が高いだろう。今回プロジ
ェクトの取り組みでは、インスタグラムのハ
ッシュタグやメンションの機能を活用し、１
つの投稿からでも地域一体の情報としてデ
ジタル導線の連鎖をつくっていった。そし
て、事前にルールを共通化して各組織の役
割を明確化することで、効率的に運用する
ことができた。ぜひ情報発信や体制構築
する考え方の参考にしていただきたい。ワ
クチンパスポートの普及で、海外先進国の
渡航開始に向けた情報発信がこれからさ
らに激化すると予想される。今こそ組織基
盤を強化する重要な時期だろう。

カスタマーアクションの最大化は
SNS機能の活用と
組織連携のルール化が鍵に

中央日本総合観光機構
専務理事/事務局長
荻野 光貴
おぎの・みつたか●新潟県出身。ニュージ
ーランドで温泉リゾート開発、妙高高原で
旅館経営を経てツーリズムとよた事務局
長に。2019年4月より現職。
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青森

岩手

宮城

福島
新潟

山形

秋田

徳島愛媛

兵庫岡山

香川
広島

山口

宮崎

鹿児島

熊本

大分
福岡佐賀

長崎

（一社）
東北観光
推進機構
➡P18

（公社）
北海道観光
振興機構
北海道

（一社）
関東観光
広域連携
事業推進協議会
福島県、茨城県、
栃⽊県、群⾺県、
埼⽟県、千葉県、
東京都、神奈川県、
新潟県、⼭梨県、
⻑野県

（一社）
中央⽇本総合
観光機構
富⼭県、⽯川県、
福井県、⻑野県、
岐⾩県、静岡県、
愛知県、三重県、
滋賀県

（一社）
⼭陰
インバウンド機構
⿃取県、島根県

（一財）
関⻄観光本部
福井県、三重県、
滋賀県、京都府、
⼤阪府、兵庫県、
奈良県、和歌⼭県、
⿃取県、徳島県

（一社）
四国ツーリズム
創造機構
徳島県、⾹川県、
愛媛県、⾼知県

（一財）
沖縄観光
コンベンション
ビューロー
沖縄県

（一社）
九州観光
推進機構
➡P23

（一社）
せとうち観光
推進機構
➡P23

長
期
滞
在
促
進
、
訪
日
客
誘
致
な
ど 

地
域
で
で
き
な
い
こ
と
を
広
域
で

　Ｄ
Ｍ
Ｏ
（
観
光
地
域
づ
く
り
法
人
）は
、

地
域
単
位
で
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
な
ど
に
よ
っ
て
観
光
地
域
づ
く

り
を
行
う
組
織
で
あ
り
、「
地
域
Ｄ
Ｍ
Ｏ
」

「
地
域
連
携
Ｄ
Ｍ
Ｏ
」「
広
域
連
携
Ｄ
Ｍ

Ｏ
」の
３
つ
の
区
分
が
あ
る
。
２
０
２
０

年
４
月
に
観
光
庁
が
公
表
し
た
「
観
光
地

域
づ
く
り
法
人
の
登
録
制
度
に
関
す
る
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」で
は
こ
の
三
者
を
、
対
象

と
な
る
観
光
地
域
と
役
割
に
よ
っ
て
概
ね

次
の
よ
う
に
区
分
し
て
い
る
。

❶
地
域
Ｄ
Ｍ
Ｏ

対
象
地
域
…
原
則
と
し
て
基
礎
自
治
体
で

あ
る
単
独
市
町
村
。

主
な
役
割
…
商
品
造
成
、
観
光
資
源
の
磨

き
上
げ
、
ソ
フ
ト
面
で
の
受
入
環
境
整
備

（
交
通
ア
ク
セ
ス
整
備
の
調
整
や
多
言
語

表
記
な
ど
）。

❷
地
域
連
携
Ｄ
Ｍ
Ｏ

対
象
地
域
…
複
数
の
自
治
体
に
ま
た
が
る

区
域
。

主
な
役
割
…
❶
と
同
等
。

※
ハ
ー
ド
面
の
環
境
整
備
（
景
観
、
道
路
、

空
港
、
港
湾
の
整
備
や
多
言
語
看
板
の
設
置

な
ど
）、
法
制
面
の
整
備
は
自
治
体
が
行
う
。

❸
広
域
連
携
Ｄ
Ｍ
Ｏ

対
象
地
域
…
地
方
ブ
ロ
ッ
ク
レ
ベ
ル
の
区

域
。

主
な
役
割
…
❶
❷
の
成
果
を
集
約
し
、
広

域
で
の
戦
略
策
定
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
地
域
を
ま
た
い
だ
コ

ン
テ
ン
ツ
開
発
な
ど
を
行
う
。

※
個
別
の
地
域
の
商
品
造
成
は
行
わ
な
い
。

　そ
う
は
言
っ
て
も
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
が
「
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
や
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
な
ど
に
よ

っ
て
観
光
地
域
づ
く
り
を
行
う
組
織
」で

あ
る
以
上
、
地
域
Ｄ
Ｍ
Ｏ
／
地
域
連
携
Ｄ

Ｍ
Ｏ
も
独
自
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
そ
ん

な
中
で
広
域
連
携
Ｄ
Ｍ
Ｏ
が
介
在
す
る
意

義
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。
観
光
庁
観
光
地

域
づ
く
り
法
人
支
援
室
長
の
後
藤
章
文
さ

ん
は
こ
の
点
を
次
の
よ
う
に
語
る
。

 

「
た
と
え
ば
温
泉
地
が
あ
り
、
宿
泊
ニ
ー

ズ
が
見
込
め
る
と
し
て
も
、
周
辺
に
他
の

資
源
が
な
け
れ
ば
お
客
さ
ん
は
１
泊
で
帰

っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
少
し
で

も
滞
在
時
間
を
延
ば
す
た
め
地
域
単
位
で

各
種
体
験
な
ど
の
商
品
開
発
を
行
う
の
は

素
晴
ら
し
い
こ
と
な
の
で
す
が
、
他
の
地

日本でDMOの制度が生まれ、初の候補法人が登録されてから今年で5年。
商品造成や環境整備を担う地域DMO、地域連携DMOとは大きく役割の異なる
広域連携DMOについて、その意義やあるべき姿を考えてみよう。

地域、県との役割分担で
存在意義が見えてくる

広域連携DMO
について
考えよう

観光庁
観光地域づくり法人
支援室⻑
後藤章文さん
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域
に
あ
る
コ
ン
テ
ン
ツ
と
組
み
合
わ
せ
れ

ば
も
っ
と
長
く
滞
在
し
て
も
ら
え
る
か
も

し
れ
な
い
。
そ
の
た
め
に
、
広
域
で
の
戦

略
が
生
き
て
く
る
わ
け
で
す
。
各
地
域
が

そ
れ
ぞ
れ
何
を
や
っ
て
い
る
か
を
広
域
で

把
握
し
た
り
、『
Ａ
市
に
来
た
お
客
さ
ん

が
、
そ
の
前
後
に
ど
ん
な
動
き
を
し
て
い

る
か
』と
い
っ
た
動
態
デ
ー
タ
が
あ
れ
ば
、

そ
の
デ
ー
タ
か
ら
新
た
な
ニ
ー
ズ
を
掴
む

こ
と
も
で
き
る
で
し
ょ
う
」。

　と
り
わ
け
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
は
周
遊
傾
向

も
高
く
、
市
町
村
単
位
で
旅
行
内
容
を
検

討
し
た
り
は
し
な
い
た
め
、
広
域
で
連
携

し
て
発
信
す
る
こ
と
が
欠
か
せ
な
い
。

　な
お
現
在
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
向
け
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
は
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
（
日
本
政
府
観

光
局
）が
中
心
に
行
っ
て
い
て
、
地
域
Ｄ

Ｍ
Ｏ
や
地
域
連
携
Ｄ
Ｍ
Ｏ
が
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
と

連
携
し
て
情
報
発
信
す
る
こ
と
も
あ
る
。

た
だ
し
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
の
役
割
が
「
日
本
」の

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
の
に
対
し
て
、

広
域
連
携
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
役
割
は
「
エ
リ
ア
」

単
位
で
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
。
地
域
の
こ

と
を
理
解
し
た
う
え
で
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
と
連
携

し
、
よ
り
適
し
た
市
場
に
絞
っ
た
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
を
行
う
こ
と
も
で
き
る
。

広
域
連
携
Ｄ
Ｍ
Ｏ
か
ら	

地
域
へ
の
働
き
か
け
を

　こ
の
よ
う
に
、
本
当
に
地
域
の
た
め
に

な
る
連
携
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、「
広

域
連
携
Ｄ
Ｍ
Ｏ
側
が
積
極
的
に
地
域
の
ニ

ー
ズ
を
掴
み
に
行
っ
て
ほ
し
い
」と
後
藤

さ
ん
は
言
う
。

「
ニ
ー
ズ
を
掴
む
た
め
に
は
、
地
域
Ｄ
Ｍ

Ｏ
・
地
域
連
携
Ｄ
Ｍ
Ｏ
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー

チ
を
待
つ
の
で
は
な
く
、
定
期
的
な
会
議

を
開
く
な
ど
し
て
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

み
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。
具
体
的
に

提
供
で
き
る
も
の
が
な
い
段
階
で
は
会
議

な
ど
も
開
催
し
に
く
い
と
思
わ
れ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
地
域
と
の
関
係
づ
く
り

は
、
ま
ず
実
態
を
把
握
し
、
同
じ
方
向
を

向
く
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
そ
の
う

え
で
、
ど
ん
な
戦
略
で
エ
リ
ア
に
誘
客
す

る
の
か
、
広
域
連
携
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
側
か
ら
明

確
な
考
え
方
を
示
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
」

　広
域
連
携
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
役
割
は
主
に
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
に
向
け
た
も
の
で
は
あ
る
が
、

コ
ロ
ナ
禍
以
降
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
致
が

ま
だ
現
実
的
で
な
い
な
か
で
は
、「
今
ま

さ
に
地
域
の
た
め
に
な
り
、
今
後
の
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
誘
致
に
つ
な
が
っ
て
い
く
よ
う

な
こ
と
で
あ
れ
ば
、
国
内
向
け
の
活
動
も

あ
り
得
る
と
考
え
て
い
る
」と
後
藤
さ
ん
。

次
ペ
ー
ジ
か
ら
は
、
こ
う
し
た
広
域
連
携

Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
具
体
的
な
活
動
と
そ
の
意
義
に

つ
い
て
、
各
地
の
事
例
を
も
と
に
考
え
て

み
た
い
。

図1	 地域DMO・地域連携DMOと
	 広域連携DMOの住み分け

□コンテンツ造成
□環境整備（多言語化など）
□地域単位でのマーケテイング
□地域単位でのプロモーション

□広域の戦略策定
□広域のマーケティング、プロモーション
□上記のためのプラットフォーム作り、運用
□販路の開拓

広域連携DMO

コンテンツ収集

広域連携DMOが
介在するメリット
□自治体をまたいだ過ごし方の提案ができる
　（長期滞在につなげやすい）

□来訪者の動きについて、
　エリア全体のデータの収集・分析ができる

□地域では作れない販路を得ることができる

図2	 JNTOのプロモーションと
	 広域連携DMOのプロモーション

広域連携
DMO

JNTO

全国から収集

連携

地域から収集

対象は
各県選抜の
コンテンツ

世界
に発信

特定の市場
に発信
（台湾？タイ？
ベトナム？）

対象は
日本を代表する
コンテンツなど

“うちの
地域に”
来て

ください！

“日本に”
来て

ください！

地域
DMO

地域連携
DMO

市町村 地域
DMO

地域連携
DMO 県
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  「
何
を
」し
て
い
る
か
？

エ
リ
ア
内
に
44
あ
る
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
声
を
拾
い
上
げ

求
め
ら
れ
る
支
援
と
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供

コ
ン
テ
ン
ツ
が
「
販
売
」に
至
る
た
め
の
発
信
・
支
援
と

域
内
全
体
の
動
態
を
と
ら
え
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
実
施

地
域
／
地
域
連
携
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
密
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
で
、

存
在
意
義
を
広
く
発
揮
し
て
い
る
東
北
観
光
推
進
機
構
の
例
を
ご
紹
介
す
る
。

（一社）
東北観光
推進機構

1事例❶
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

各
県
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
つ
な
ぐ

モ
デ
ル
コ
ー
ス
を
作
っ
て
発
信

　東
北
地
方
に
と
っ
て
の
広
域
連
携
Ｄ
Ｍ

Ｏ
の
存
在
意
義
に
つ
い
て
、
同
機
構
専
務

理
事
の
紺
野
純
一
さ
ん
は
こ
う
語
る
。

 

「
東
北
６
県
＋
新
潟
県
の
エ
リ
ア
内
に
あ

る
地
域
Ｄ
Ｍ
Ｏ
、
地
域
連
携
Ｄ
Ｍ
Ｏ
は
現

在
全
部
で
44
。
そ
れ
ぞ
れ
優
れ
た
コ
ン
テ

ン
ツ
を
造
成
し
、
発
信
も
し
て
い
ま
す
が
、

ど
ん
な
に
内
容
が
よ
く
て
も
販
売
ル
ー
ト

に
乗
ら
な
け
れ
ば
消
滅
し
て
い
き
ま
す
。

い
わ
ゆ
る
ゴ
ー
ル
デ
ン
ル
ー
ト
上
の
地
域

な
ど
と
違
っ
て
、
そ
も
そ
も
来
訪
す
る
人

の
絶
対
数
が
少
な
く
、
観
光
資
源
が
１
カ

所
に
集
積
し
て
も
い
な
い
の
で
、
地
域
単

位
で
の
コ
ン
テ
ン
ツ
活
用
が
難
し
い
ん
で

す
ね
。
だ
か
ら
こ
そ
、
地
域
の
コ
ン
テ
ン

ツ
を
『
組
み
合
わ
せ
』、
効
果
的
に
『
情
報

発
信
』で
き
る
広
域
連
携
Ｄ
Ｍ
Ｏ
に
意
義

が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
」

　東
日
本
大
震
災
か
ら
し
ば
ら
く
は
復
旧

に
専
念
し
た
が
、
そ
の
後
、
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
に
向
け
た
最
初
の
本
格
的
な
取
り
組
み

と
な
っ
た
の
は
２
０
１
６
年
、
各
県
の
知

事
と
経
済
界
の
ト
ッ
プ
が
揃
っ
て
行
っ
た

海
外
向
け
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
だ
。
最
初

の
訪
問
先
は
、
震
災
時
に
多
く
の
支
援
を

寄
せ
て
く
れ
た
台
湾
。
こ
れ
を
機
に
、
台

湾
で
の
感
謝
祭
、
仙
台
市
他
で
の
台
湾
観

光
局
イ
ベ
ン
ト
な
ど
双
方
向
の
交
流
が
活

性
化
し
、
２
０
１
９
年
ま
で
に
仙
台
、
花

巻
、
青
森
と
域
内
の
空
港
に
26
便
／
週
の

定
期
便
が
就
航
、
台
湾
人
旅
行
者
増
に
大

い
に
寄
与
し
た
。
同
様
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル

ス
は
そ
の
後
、
香
港
、
大
連
、
タ
イ
と
毎

年
実
施
。
い
ず
れ
も
一
過
性
で
終
わ
ら
せ

ず
ア
フ
タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
を
重
ね
、「
台
湾

モ
デ
ル
」の
横
展
開
を
図
っ
て
い
る
。

　も
う
一
つ
の
柱
は
、
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
を

通
じ
た
情
報
発
信
だ
。
動
画
投
稿
サ
イ
ト

で
も
季
節
ご
と
に
東
北
全
域
の
見
ど
こ
ろ

を
撮
影
し
た
映
像
を
配
信
。
Ｔ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
Ｋ

Ｕ
＝
震
災
の
イ
メ
ー
ジ
の
払
拭
に
つ
な
げ

た
。
さ
ら
に
地
域
の
観
光
情
報
の
ゲ
ー
ト

ウ
ェ
イ
と
し
て
整
備
し
た
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト

『
旅
東
北
』で
は
、
地
域
／
地
域
連
携
Ｄ
Ｍ

Ｏ
か
ら
収
集
し
た
コ
ン
テ
ン
ツ
を
集
約
し
、

地
域
や
県
を
ま
た
ぐ
モ
デ
ル
コ
ー
ス
を
作

っ
て
紹
介
し
て
い
る
。

　さ
ら
に
こ
う
し
て
集
約
し
た
情
報
に
つ

い
て
海
外
Ｏ
Ｔ
Ａ
掲
載
へ
の
支
援
を
し
た

り
、
訪
日
客
向
け
ラ
ン
ド
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

に
提
供
し
て
旅
行
商
品
化
す
る
な
ど
、
個

別
の
地
域
Ｄ
Ｍ
Ｏ
で
は
取
り
組
み
に
く
い

活
動
の
窓
口
機
能
も
果
た
す
（
図
３
）。

　こ
う
し
た
施
策
に
よ
り
、
コ
ロ
ナ
禍
前

の
２
０
１
９
年
に
は
、
日
本
人
延
べ
宿
泊

者
数
東
北
６
県
３
３
０
０
万
人
泊
（
新
潟

含
め
４
０
８
７
万
人
泊
）、
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
東
北
６
県
１
６
８
万
人
泊
（
新
潟
含
め

２
０
６
万
人
泊
）を
達
成
し
、
海
外
の
有

力
旅
雑
誌
で
「
２
０
２
０
年
に
訪
れ
る
べ

き
旅
先
」と
し
て
「
東
北
」が
選
出
さ
れ
る

な
ど
の
成
果
を
挙
げ
た
。

青森

岩手

宮城

福島新潟

山形

秋田

図3　東北プロモーションにおける各DMO・JNTOの役割分担

コンテンツ収集 手配 情報発信など 販売窓口業務・支援

国内市場

海外市場

東
北
に
と
っ
て
の

重
点
市
場

海外

旅行会社

OTA

国内
大手旅行会社

大手ランドオペレーター

東北
ランドオペレーター

JNTO

旅行商品造成

旅行商品造成
国内大手旅行会社

東
北
観
光
推
進
機
構
（
広
域
連
携
Ｄ
Ｍ
Ｏ
）

地
域
Ｄ
Ｍ
Ｏ

地
域
連
携
Ｄ
Ｍ
Ｏ
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国
内
向
け
に
ブ
ラ
ン
ド
確
立
し
つ
つ 

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
回
復
を
見
据
え
る

　コ
ロ
ナ
禍
で
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
は
ス
ト
ッ

プ
し
た
が
、
現
在
は
、
そ
の
間
の
国
内
旅

行
需
要
か
ら
得
た
知
見
を
も
と
に
、
新
た

な
ブ
ラ
ン
ド
形
成
も
進
め
て
い
る
。

　ヒ
ン
ト
に
な
っ
た
の
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の

旅
ス
タ
イ
ル
と
し
て
、「
連
泊
で
の
ん
び

り
」「
ア
ウ
ト
ド
ア
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
」

が
増
え
た
こ
と
だ
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
①

温
泉
地
に
連
泊
し
、
②
近
隣
エ
リ
ア
の
ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
楽
し
む
プ
ラ
ン
を

『B
ase! T

O
H

O
K

U

』
の
ブ
ラ
ン
ド
名

で
販
売
開
始
し
た
。
温
泉
地
を
拠
点
（
Ｂ

ａ
ｓ
ｅ
）と
し
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
に
つ

い
て
は
旅
館
の
フ
ロ
ン
ト
等
に
案
内
デ
ス

ク
を
置
き
、
旅
中
の
希
望
に
応
じ
た
提
案

も
目
指
す
。

　今
年
度
は
13
カ
所
の
温
泉
地
を
モ
デ
ル

地
域
と
し
て
プ
ラ
ン
を
造
成
。
ま
ず
は
国

内
市
場
向
け
に
販
売
し
、
ブ
ラ
ン
ド
の
定

着
を
図
る
。
こ
う
し
て
「
拠
点
を
決
め
て

い
ろ
い
ろ
な
楽
し
み
方
を
す
る
」ニ
ー
ズ

は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
も
同
じ
。
需
要
が
戻
る

頃
に
は
そ
の
ま
ま
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
向
け
の

商
流
を
作
り
に
い
く
考
え
だ
。

　も
う
一
つ
着
手
し
て
い
る
の
が
、
東
日

本
大
震
災
の
遺
産
を
活
か
し
た
教
育
旅
行

ニ
ー
ズ
の
開
拓
だ
。
こ
れ
ま
で
は
単
県
で

教
育
旅
行
を
誘
致
し
て
い
て
、
福
島
県
の

「
ホ
ー
プ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」が
ブ
ラ
ン
ド
化
し

つ
つ
あ
り
、「
震
災
遺
構
」や
「
語
り
部
」な

ど
宮
城
県
、
岩
手
県
に
も
コ
ン
テ
ン
ツ
が

豊
富
に
揃
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
生
活
文

化
や
歴
史
体
験
を
加
え
、
広
域
で
組
み
合

わ
せ
る
仕
組
み
づ
く
り
を
目
指
し
て
、

『
東
北
ま
な
び
旅
』と
い
う
特
設
サ
イ
ト
で

情
報
発
信
し
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
紹
介
な
ど
を

行
う
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
。
６
月
の
ウ
ェ
ビ

ナ
ー
に
は
全
国
か
ら
８
０
０
件
以
上
の
ア

ク
セ
ス
を
集
め
る
な
ど
手
応
え
を
感
じ
て

い
る
。

❷
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

域
内
の
デ
ー
タ
を
集
約
し

横
断
的
に
可
視
化
・
共
有

　東
北
観
光
推
進
機
構
で
行
う
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
に
つ
い
て
は
①
地
域
単
位
で
で
き

な
い
こ
と
、
②
広
域
で
行
っ
た
ほ
う
が
費

用
対
効
果
が
高
い
こ
と
と
定
め
て
い
る
。

①
は
た
と
え
ば
地
域
へ
の
来
訪
者
が
ど
こ

か
ら
来
て
ど
こ
へ
行
く
と
い
う
「
動
態
」

を
見
た
り
、
隣
接
地
域
と
の
来
訪
者
数
の

比
較
を
す
る
な
ど
だ
。
こ
れ
が
あ
れ
ば
広

域
連
携
Ｄ
Ｍ
Ｏ
は
よ
り
最
大
公
約
数
的
な

戦
略
作
り
に
役
立
て
る
こ
と
が
で
き
、
地

域
と
し
て
も
、
自
地
域
へ
の
誘
客
動
線
を

よ
り
合
理
的
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

②
に
つ
い
て
は
、
そ
も
そ
も
デ
ー
タ
収

集
・
分
析
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
場
合
、

各
県
な
ど
が
バ
ラ
バ
ラ
に
作
る
よ
り
、
ま

と
め
て
一
つ
の
シ
ス
テ
ム
を
作
っ
た
ほ
う

が
コ
ス
ト
削
減
に
な
る
こ
と
か
ら
、
東
北

観
光
推
進
機
構
が
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、

各
県
に
参
画
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

　現
在
進
め
て
い
る
の
が
、
東
北
に
関
す

る
観
光
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
デ
ー
タ
を
一
元

的
に
管
理
す
る
Ｄ
Ｍ
Ｐ
（
デ
ー
タ
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
）の
構
築
だ
。

Ｄ
Ｍ
Ｐ
上
で
は
、
東
北
観
光
推
進
機
構
の

Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
ア
ク
セ
ス
デ

ー
タ
の
ほ
か
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
、

各
自
治
体
の
Ｗ
ｅ
ｂ
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
ア
ク
セ
ス

デ
ー
タ
、
公
的
統
計
デ
ー
タ
、
動
態
デ
ー

タ
な
ど
の
サ
ー
ド
パ
ー
テ
ィ
デ
ー
タ
を
集

約
し
、
必
要
な
情
報
を
す
ぐ
見
え
る
化
で

き
る
状
態
を
目
指
し
て
い
る
。

今
後
は
Ｃ
Ｒ
Ｍ
活
用
に
よ
る 

「
東
北
フ
ァ
ン
」の
獲
得
・
育
成
へ

　さ
ら
に
今
後
は
、
Ｃ
Ｒ
Ｍ
（
顧
客
情
報

管
理
）シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
た
フ
ァ
ン
づ

く
り
に
も
着
手
す
る
。
東
北
観
光
推
進
機

構
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
フ
ォ
ロ
ワ
ー
や
、
今
年
春
〜

夏
の
東
北
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
の
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
で
サ
ポ
ー
タ
ー

登
録
し
た
人
な
ど
を
東
北
の
フ
ァ
ン
と
し

て
会
員
化
し
、
会
員
向
け
ア
ン
ケ
ー
ト
や

特
別
プ
ラ
ン
の
テ
ス
ト
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

の
実
現
を
検
討
中
だ
。

　Ｃ
Ｒ
Ｍ
シ
ス
テ
ム
が
完
成
す
れ
ば
、
自

治
体
や
地
域
Ｄ
Ｍ
Ｏ
が
独
自
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
を
行
う
た
め
に
開
放
す
る
こ
と
も
考

え
て
い
て
、
こ
れ
に
よ
り
、
地
域
／
地
域

連
携
Ｄ
Ｍ
Ｏ
は
物
販
に
シ
ス
テ
ム
を
活
用

で
き
る
よ
う
に
な
る
。
こ
う
し
た
使
い
方

を
目
指
す
以
上
、
シ
ス
テ
ム
自
体
が
地
域

／
地
域
連
携
Ｄ
Ｍ
Ｏ
に
と
っ
て
も
使
い
や

す
い
も
の
で
あ
る
必
要
が
あ
る
。
現
在
は

各
地
域
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
ニ
ー
ズ
を
集
め
る
た
め

ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

東北観光DMPで可視化されたデータの例（東北広
域での観光客の動態データ）

『Base! TOHOKU』特設サイト。ロングステイ向け宿
泊プランなどが検索できる
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 「
ど
の
よ
う
に
」し
て
い
る
か
？

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
を
最
重
要
と
考
え

密
な
意
思
疎
通
で
「
最
大
公
約
数
」を
探
る

❶ 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

６
つ
の
会
議
体
で

年
2
～
６
回
の
定
例
会
議
を
実
施

　広
域
連
携
Ｄ
Ｍ
Ｏ
が
地
域
に
と
っ
て
必

要
と
さ
れ
る
た
め
に
は
、
そ
も
そ
も
戦
略

の
方
向
性
が
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
て
い

る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
さ
ら
に
、
広
域
連

携
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
し
て
策
定
し
た
戦
略
を
地
域

に
共
有
し
、
同
じ
認
識
で
連
携
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
だ
。

　東
北
観
光
推
進
機
構
で
は
、
こ
う
し
た

ニ
ー
ズ
の
吸
い
上
げ
と
合
意
形
成
の
た
め
、

関
係
者
ご
と
に
６
つ
の
会
議
体
を
作
り
、

そ
れ
ぞ
れ
最
低
で
も
年
に
２
回
の
定
例
会

議
を
行
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取

っ
て
い
る
。

　こ
う
し
た
体
制
づ
く
り
に
取
り
組
ん
だ

の
は
、
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
は
オ
ー
ル
東
北

に
よ
る
知
事
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
で
一
定
の

成
果
を
上
げ
た
あ
と
。「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

に
は
や
は
り
広
域
で
の
取
り
組
み
が
有
効

だ
」と
い
う
共
通
認
識
が
で
き
て
い
た
こ

と
で
、
多
く
の
関
係
者
が
前
向
き
に
参
加

で
き
た
と
も
い
え
る
。

　６
つ
の
会
議
体
の
な
か
で
も
大
き
な
役

割
を
は
た
し
て
い
る
の
は
、
エ
リ
ア
内
の

地
域
／
地
域
連
携
Ｄ
Ｍ
Ｏ
が
一
同
に
介
す

る
「
東
北
域
内
Ｄ
Ｍ
Ｏ
会
議
」。
東
北
観
光

推
進
機
構
か
ら
の
方
針
説
明
と
情
報
提
供

に
よ
り
参
加
Ｄ
Ｍ
Ｏ
で
大
枠
の
合
意
形
成

を
行
い
、
各
Ｄ
Ｍ
Ｏ
か
ら
の
意
見
を
募
る

場
だ
。
44
の
地
域
／
地
域
連
携
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の

う
ち
、
東
北
観
光
推
進
機
構
の
会
員
に
な

っ
て
い
る
Ｄ
Ｍ
Ｏ
は
半
数
程
度
だ
が
、
会

議
に
は
会
員
・
非
会
員
を
問
わ
ず
参
加
で

き
、
年
々
出
席
率
も
向
上
。
現
在
は
、
場

所
の
制
約
が
あ
る
対
面
開
催
で
も
約
半
数

が
参
加
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
と
な
っ
た

今
年
の
会
議
に
は
大
半
が
参
加
を
果
た
し

た
。　と

は
い
え
、
ニ
ー
ズ
吸
い
上
げ
に
つ
い

て
は
全
体
会
議
で
は
当
然
限
界
が
あ
る
。

そ
こ
で
必
ず
、
会
議
と
は
別
に
各
Ｄ
Ｍ
Ｏ

に
毎
年
個
別
訪
問
も
実
施
。
た
と
え
ば
今

年
な
ら
、
ま
さ
に
検
討
中
の
Ｃ
Ｒ
Ｍ
シ
ス

テ
ム
に
つ
い
て
各
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
現
状
や
「
ど

う
使
い
た
い
か
」と
い
っ
た
意
見
を
ヒ
ア

リ
ン
グ
し
て
回
っ
て
い
る
。

　７
県
と
仙
台
市
は
、
東
北
観
光
推
進
機

構
の
運
営
資
金
の
半
分
を
持
ち
、
人
材
も

派
遣
し
て
い
る
た
め
連
携
し
や
す
い
が
、

地
域
／
地
域
連
携
Ｄ
Ｍ
Ｏ
は
、
市
町
村
と

の
つ
な
が
り
は
あ
っ
て
も
そ
の
他
と
の
連

携
が
取
り
に
く
い
の
が
実
情
で
、
県
と
で

あ
っ
て
も
直
接
の
情
報
も
伝
わ
り
に
く
い
。

だ
か
ら
こ
そ
、
東
北
観
光
推
進
機
構
が
ま

と
め
役
と
し
て
果
た
し
て
い
る
役
割
は
大

き
い
の
だ
。

 

「
東
北
観
光
推
進
機
構
側
か
ら
説
明
す
る

だ
け
で
な
く
、
参
加
者
側
か
ら
の
意
見
出

し
を
必
ず
し
て
も
ら
う
」「
そ
の
場
で
確

認
で
き
な
か
っ
た
り
、
理
解
が
得
ら
れ
な

か
っ
た
場
合
は
個
別
に
訪
問
」と
い
う
形

は
、
他
の
会
議
体
で
も
同
様
。
広
域
で
あ

る
以
上
は
組
織
ご
と
に
方
針
の
違
い
が
あ

る
の
も
当
然
で
、
そ
の
中
か
ら
「
最
大
公

約
数
」を
す
く
い
上
げ
た
り
、
一
つ
の
方

針
へ
の
理
解
を
得
る
の
は
そ
れ
だ
け
難
し

い
と
い
う
こ
と
だ
。
な
か
で
も
７
県
合
同

で
行
う
知
事
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
の
行
き
先

な
ど
は
す
り
合
わ
せ
の
難
し
い
テ
ー
マ
の

一
つ
。
全
体
最
適
を
目
指
し
た
結
果
、
県

で
定
め
た
重
点
市
場
と
異
な
る
国
が
対
象

と
な
る
場
合
も
あ
る
か
ら
だ
。
た
と
え
ば
、

東
北
に
と
っ
て
ま
だ
市
場
規
模
の
小
さ
い

ベ
ト
ナ
ム
を
行
き
先
に
選
ん
だ
と
き
に
は

異
論
も
出
た
が
、
今
や
大
き
な
市
場
に
成

長
し
た
タ
イ
を
例
に
「
第
二
の
タ
イ
を
作

る
た
め
に
広
域
連
携
の
取
り
組
み
が
重
要

で
あ
る
」と
丁
寧
に
説
明
し
、
合
意
形
成

に
努
め
て
い
る
。

　こ
う
し
た
細
や
か
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
積
み
重
ね
に
よ
り
現
在
は
「
東
北

全
体
と
し
て
ど
う
か
」と
い
う
考
え
方
も

確
実
に
定
着
し
つ
つ
あ
る
。

青森

岩手

宮城

福島新潟

山形

秋田

表1 東北観光推進機構が主催している会議
会議体 出席者 開催回数（2021年度、予定）
東北運輸局意見交換会 運輸局長、観光部長、

観光部次長、課長 2回

行政観光戦略会議 東北6県、新潟県、仙台市 4回

東北観光戦略会議 経済団体、観光団体、各県観光連盟、
大手旅行会社各社、電力、通信、交通事業者 2回

東北域内DMO会議 域内の地域連携DMO、
地域DMO（全44法人） 2回＋個別訪問

「冬の東北」誘致部会 スキー場運営事業者、索道協会、
宿泊事業者、交通事業者 2回

東北教育旅行誘致部会 東北6県、新潟県、仙台市、
各県観光連盟、宿泊事業者、交通事業者

2回＋各地でセミナー・
商談会
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❷ 
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り

現
場
で
働
く
人
を
つ
な
げ
る

『
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
塾
』

　

密
度
の
高
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
も

う
一
つ
の
効
用
に
、
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
育
つ
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
こ
う
し
た

人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
専
務
理
事
の
紺

野
さ
ん
が
「
広
域
で
連
携
し
て
い
く
上
で

最
重
要
」
と
考
え
る
ポ
イ
ン
ト
の
一
つ
。

「
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
も
重
要
だ
が
、
現
場

で
観
光
の
実
務
に
当
た
る
の
は
若
手
。
そ

の
人
た
ち
を
育
て
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
す

る
必
要
が
あ
る
」（
紺
野
さ
ん
）と
の
考
え

か
ら
２
０
１
６
年
に
立
ち
上
げ
た
の
が

『
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
塾
』と
い
う
学
び
の
場
だ
。

 

『
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
塾
』は
１
年
１
ク
ー
ル

で
８
回
開
催
。
毎
回
、
観
光
分
野
の
最
前

線
で
活
躍
す
る
人
の
講
義
を
受
け
、
そ
の

後
塾
生
同
士
で
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
を
行
う
。
過
去
に
は
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本

の
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
の
責
任
者
や
、
G
o
o
g
l
e
の
デ
ジ
タ

ル
マ
ー
ケ
タ
ー
な
ど
も
講
師
に
招
き
、
さ

ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
東
北
の
観
光
課
題
に

つ
い
て
議
論
し
て
き
た
。

　特
筆
す
べ
き
は
塾
生
の
応
募
資
格
で
、

「
45
歳
以
下
の
、
東
北
の
観
光
・
地
域
づ
く

り
を
担
う
実
務
経
験
者
」と
、
実
質
的
に

年
齢
以
外
の
制
限
は
な
い
。「
観
光
業
に

限
ら
ず
、
あ
ら
ゆ
る
現
場
担
当
者
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
化
を
目
指
す
」と
い
う
考
え
か

ら
だ
。
コ
ロ
ナ
禍
で
移
動
が
難
し
か
っ
た

時
期
以
外
は
、
広
域
連
携
エ
リ
ア
内
の
各

地
で
、
と
き
に
は
宿
泊
も
伴
っ
た
開
催
と

す
る
こ
と
で
、
各
地
の
現
場
レ
ベ
ル
の
担

当
者
が
エ
リ
ア
全
体
を
知
る
機
会
と
も
な

っ
て
い
る
。
８
回
の
う
ち
最
終
回
は
、
１

年
間
議
論
を
重
ね
て
き
た
グ
ル
ー
プ
単
位

の
発
表
会
。
こ
こ
で
と
も
に
議
論
を
重
ね

た
人
同
士
の
絆
は
と
く
に
深
い
。

　こ
れ
ま
で
５
ク
ー
ル
実
施
し
て
、
卒
業

生
は
す
で
に
２
０
０
名
を
超
え
る
。
塾
を

通
じ
て
東
北
を
俯
瞰
す
る
企
画
力
と
地
域

を
動
か
す
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
生
ま
れ
、
実

際
に
卒
業
生
が
立
て
た
企
画
が
県
の
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
案
件
に
採
用
さ
れ
た
例
も
あ
る
。

「
塾
」で
の
グ
ル
ー
プ
は
、
地
域
も
業
種
も

敢
え
て
分
散
す
る
よ
う
に
組
ま
れ
、
形
成

さ
れ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
自
然
と
地
域
や

県
の
単
位
を
超
え
た
も
の
に
な
る
。
こ
う

し
て
、「
地
域
」「
県
」と
い
う
だ
け
で
な
く

「
東
北
」
と
い
う
単
位
で
捉
え
る
考
え
方

が
、
と
く
に
現
場
を
担
う
若
い
世
代
の
間

で
根
付
き
つ
つ
あ
る
。

❸ 

組
織
づ
く
り

広
域
連
携
Ｄ
Ｍ
Ｏ
は

上
場
を
目
指
す
中
小
企
業
の
よ
う
？

　こ
こ
ま
で
は
広
域
連
携
Ｄ
Ｍ
Ｏ
外
の
組

織
や
人
と
の
関
係
づ
く
り
に
つ
い
て
の
話

だ
っ
た
が
、
広
域
連
携
Ｄ
Ｍ
Ｏ
に
と
っ
て

は
内
部
の
組
織
運
営
も
重
要
な
課
題
だ
。

基
本
的
に
は
行
政
や
会
員
企
業
か
ら
の
出

向
社
員
で
構
成
さ
れ
る
組
織
で
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
に
温
度
差
が
あ
る
な
か
で
意
識
を

合
わ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
る
か
ら
だ
。

　そ
の
中
で
意
識
し
て
い
る
こ
と
と
し
て
、

東
北
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
部
の
高
橋
謙
太
郎
さ

ん
が
挙
げ
る
の
は
「
着
任
し
た
人
を
成
長

さ
せ
て
返
す
こ
と
」だ
。「
広
域
連
携
Ｄ
Ｍ

Ｏ
の
仕
事
は
難
易
度
が
高
く
、
個
を
成
長

さ
せ
て
く
れ
る
も
の
。
こ
ち
ら
が
し
っ
か

り
人
を
育
て
て
返
す
こ
と
で
、
所
属
元
の

組
織
も
よ
り
優
秀
な
人
材
を
送
り
込
ん
で

く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
」。「
成
長
」
の

た
め
に
意
識
し
て
い
る
の
は
適
材
適
所
。

活
躍
の
場
を
得
ら
れ
る
よ
う
、
専
務
理
事

の
紺
野
さ
ん
が
自
ら
一
人
ひ
と
り
面
談
し
、

適
性
に
合
っ
た
役
割
を
割
り
振
っ
て
い
る
。

　企
業
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
経
験
を
持
つ

高
橋
さ
ん
が
広
域
連
携
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
ビ
ジ
ネ

ス
プ
ロ
セ
ス
を
洗
い
直
し
て
感
じ
た
の
は
、

「
広
域
連
携
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
活
動
は
、
お
金
の

な
い
中
小
企
業
を
上
場
さ
せ
る
よ
う
な
も

の
」と
い
う
こ
と
だ
。「
無
駄
な
こ
と
を
し

て
い
て
は
つ
ぶ
れ
て
し
ま
う
。
だ
か
ら
、

す
べ
て
の
ス
タ
ッ
フ
を
育
て
、
活
躍
で
き

る
仕
事
を
担
当
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
る

の
で
す
。
広
域
連
携
Ｄ
Ｍ
Ｏ
は
、
自
分
た

ち
で
お
お
も
と
と
な
る
旅
行
商
品
を
作
ら

な
い
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
活
動
が
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
に
偏
り
が
ち
で
す
が
、
こ
れ
か

ら
何
を
し
て
い
く
の
か
と
い
う
戦
略
と
、

そ
れ
を
支
え
る
組
織
運
営
も
同
じ
く
ら
い

重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
」

　独
自
の
Ｄ
Ｍ
Ｐ
の
構
築
や
Ｃ
Ｒ
Ｍ
活
用

に
よ
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動
に
向
け
、

事
業
企
画
部
を
Ｄ
Ｘ
戦
略
部
と
改
組
し
た

の
も
そ
の
一
つ
。
デ
ジ
タ
ル
化
と
そ
れ
を

支
え
る
人
材
育
成
を
進
め
な
が
ら
、
コ
ロ

ナ
禍
か
ら
の
早
期
回
復
を
目
指
す
考
え
だ
。

『フェニックス塾』の受講風景。過去には観光に全く関
係のない業種からの参加もあった

お話を聞かせてくださった東北ブランド戦略部の高
橋謙太郎さん（右）と、DX戦略部の大野卓郎さん（左）
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広
域
で
あ
り
つ
つ
地
域
を
よ
く
見
る 

だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
こ
と
が
あ
る

　地
域
で
の
コ
ン
テ
ン
ツ
の
磨
き
上
げ
は

大
切
な
こ
と
で
す
が
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で

「
点
」。
東
北
地
方
に
は
魅
力
的
な
コ
ン
テ

ン
ツ
が
数
多
く
あ
り
ま
す
が
、
単
独
で

「
こ
れ
ぞ
東
北
」と
い
え
る
も
の
と
な
る
と

難
し
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
地
域
を
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化
し
、
ス
ト
ー
リ
ー
を
作
っ
て

「
面
」で
売
る
こ
と
が
大
事
な
の
で
あ
り
、

そ
れ
が
で
き
る
広
域
連
携
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
存
在

意
義
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　と
く
に
東
北
＋
新
潟
の
７
県
は
県
庁
所

在
地
す
べ
て
に
新
幹
線
の
駅
が
あ
り
、
東

日
本
大
震
災
後
は
三
陸
沿
岸
道
路
の
開
通

で
車
の
ア
ク
セ
ス
も
劇
的
に
向
上
し
ま
し

た
。つ
ま
り
域
内
の
移
動
時
間
が
短
く
、１

カ
所
を
拠
点
に
多
く
の
地
域
を
回
れ
る
と

い
う
こ
と
で
す
。
実
際
、
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ

ポ
リ
タ
ン
仙
台
の
総
支
配
人
時
代
に
は
、

中
国
人
の
連
泊
の
お
客
様
が
、
レ
ン
タ
カ

ー
で
東
北
エ
リ
ア
の
観
光
地
を
回
り
つ
く

し
、
最
終
日
に
「
あ
と
は
ど
こ
に
行
け
ば

い
い
か
？
」と
相
談
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
。立
ち
上
げ
た
ば
か
り
の
『B

ase! 

T
O

H
O

K
U

』が
目
指
す
の
は
そ
の
よ
う

な
旅
の
受
け
入
れ
体
制
の
構
築
。
理
想
は

ワ
イ
キ
キ
の
ツ
ア
ー
デ
ス
ク
で
、
旅
前
は

も
ち
ろ
ん
旅
中
に
も
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を

予
約
で
き
、
長
く
滞
在
し
て
楽
し
め
る
形

を
作
り
た
い
の
で
す
。
ま
る
で
第
二
の
故

郷
の
よ
う
に
、
コ
ロ
ナ
禍
で
傷
ん
だ
人
々

の
心
を
癒
や
す
ス
タ
イ
ル
が
で
き
れ
ば
、

そ
れ
は
近
い
将
来
戻
る
海
外
の
お
客
様
に

も
選
択
さ
れ
る
は
ず
で
す
。

　こ
の
よ
う
に
、「
エ
リ
ア
に
と
っ
て
の

最
大
公
約
数
」で
戦
略
を
立
て
、
地
域
だ

け
の
力
で
は
な
か
な
か
開
拓
で
き
な
い

「
商
流
」を
構
築
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
が
、

「
広
域
」で
「
地
域
」を
見
て
い
る
私
た
ち

で
す
。
地
域
に
集
中
し
て
い
る
地
域
／
地

域
連
携
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
も
、
全
国
を
見
て
い
る

Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
と
も
違
う
ポ
ジ
シ
ョ
ン
で
、
相

乗
効
果
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う

わ
け
で
す
。

　も
ち
ろ
ん
広
域
特
有
の
難
し
さ
も
あ
り

ま
す
。『B

ase! T
O

H
O

K
U

』は
ま
ず
モ

デ
ル
地
域
を
選
定
し
て
立
ち
上
げ
ま
し
た

が
、「
な
ぜ
Ａ
地
域
が
対
象
で
Ｂ
地
域
は

違
う
の
か
」と
い
っ
た
意
見
は
当
然
出
ま

す
。
そ
ん
な
と
き
、
き
ち
ん
と
し
た
考
え

を
持
っ
て
貫
け
る
こ
と
、「
こ
う
あ
る
べ

き
」と
の
強
い
思
い
で
説
明
で
き
る
こ
と

も
広
域
連
携
Ｄ
Ｍ
Ｏ
に
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　観
光
は
１
人
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
で
は
成
り

立
ち
ま
せ
ん
。
観
光
を
推
進
す
る
う
え
で

大
事
な
の
は
、
現
場
で
頑
張
っ
て
い
る
人

た
ち
が
や
り
が
い
を
感
じ
、
連
携
で
き
る

状
態
を
つ
く
る
こ
と
で
す
。
逆
に
い
え
ば

誰
で
も
プ
レ
ー
ヤ
ー
に
な
れ
る
の
が
観
光

で
あ
り
、
そ
の
間
口
を
広
げ
た
く
て
『
フ

ェ
ニ
ッ
ク
ス
塾
』を
作
り
ま
し
た
。
こ
う

し
て
Ｄ
Ｍ
Ｏ
や
地
域
の
若
い
人
た
ち
が
同

じ
目
線
で
観
光
に
取
り
組
み
、
東
北
の
魅

力
を
発
信
し
て
い
け
れ
ば
、
５
年
後
に
は

本
当
に
「
ワ
イ
キ
キ
」に
な
れ
る
と
信
じ

て
い
ま
す
。

広
域
連
携
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
究
極
の
使
命
は

地
域
の
た
め
に「
商
流
」を
作
る
こ
と

着
任
前
か
ら
長
年
東
北
地
方
の
観
光
に
携
わ
り
、
地
域
を
知
り
尽
く
す
紺
野
さ
ん
が
考
え
る

東
北
観
光
の
目
指
す
べ
き
姿
、
そ
の
た
め
に
広
域
連
携
Ｄ
Ｍ
Ｏ
が
で
き
る
こ
と
と
は
？

V o i c e

Key  Person’s

（一社）東北観光推進機構  専務理事
紺野純一さん
1950年福島県生まれ。東日本旅客鉄道株式
会社では国内外の旅行業、観光業に従事。福
島駅長、仙台駅長、専務取締役ホテル事業本部
長などを歴任後、ホテルメトロポリタン仙台総
支配人を経て2015年から現職

東北観光推進機構とは？
2007年6月設立。2017年11月から 
は広域連携DMOとして、訪日旅行需
要の東北への取り込みや東日本大震
災からの復興などに取り組み、2019
年までに東北6県の外国人延べ宿泊
者数168万人泊、国際定期便の復便・
新規就航（週26便増）、「TOHOKU」
の認知度向上（動画7千万回以上再
生、有力誌選出）などを達成している。
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　Ｄ
Ｍ
Ｏ
登
録
し
た
当
初
か
ら
取
り
組
ん

で
き
た
の
は
、
欧
米
豪
市
場
に
特
化
し
た

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
。
欧
米
豪
に
特
化
し
た

理
由
は
、
市
場
の
伸
び
し
ろ
や
瀬
戸
内
の

観
光
資
源
と
の
親
和
性
の
ほ
か
、
当
時
は

ア
ジ
ア
中
心
だ
っ
た
各
県
や
地
域
の
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
対
策
に
対
し
、
重
な
り
を
避
け

て
地
域
と
し
て
の
全
体
最
適
を
目
指
し
た

た
め
。
欧
米
豪
の
旅
行
者
は
滞
在
期
間
が

長
く
周
遊
提
案
が
不
可
欠
な
こ
と
も
、
広

域
で
取
り
組
む
大
き
な
理
由
と
な
っ
た
。

　特
色
は
、
米
、
英
、
仏
、
独
に
現
地
の

旅
行
会
社
や
メ
デ
ィ
ア
に
通
じ
た
エ
ー
ジ

ェ
ン
シ
ー
を
置
い
て
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
す

る
と
い
う
手
法
。
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
は
、

先
行
す
る
世
界
の
事
例
を
研
究
し
、
ブ※

ラ

ン
ド
Ｕ
Ｓ
Ａ
の
モ
デ
ル
を
取
り
入
れ
た
。

活
動
方
針
を
決
め
る
に
は
地
域
間
の
合
意

形
成
を
積
み
上
げ
る
方
法
も
あ
る
が
、
こ

う
し
て
日
本
に
ま
だ
な
い
手
法
を
取
り
入

れ
る
の
も
、
ブ
レ
イ
ク
ス
ル
ー
を
目
指
す

に
は
有
効
と
い
う
わ
け
だ
。

　現
在
は
、
単
県
で
同
様
の
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
を
行
う
県
も
出
て
き
た
が
、
広
域
連

携
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
が
併
存
し
て
い
る

の
と
同
様
、
県
は
県
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
、

広
域
連
携
Ｄ
Ｍ
Ｏ
は
広
域
周
遊
を
促
進
す

る
と
い
う
役
割
分
担
を
目
指
す
。
た
だ
し
、

今
ま
で
は
Ｄ
Ｍ
Ｏ
→
各
県
に
戦
略
を
伝
え

る
の
が
中
心
だ
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
、
も
う
少
し
県
や
地
域
の
活
動
を
網

羅
的
に
把
握
し
、
地
域
と
の
合
意
形
成
を

強
化
し
て
い
く
方
針
だ
。

　イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
致
の
中
で
最
初
に
感

じ
た
課
題
は
「
九
州
と
い
え
ば
こ
れ
」と

い
う
明
確
な
イ
メ
ー
ジ
の
な
さ
。
２
０
１

０
年
の
「
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
訪
日
外
客
訪
問
地
調

査
」に
よ
る
訪
日
外
国
人
の
期
待
で
は
温

泉
へ
の
期
待
こ
そ
ト
ッ
プ
だ
っ
た
が
、

「
食
」は
全
国
10
ブ
ロ
ッ
ク
中
最
下
位
、
そ

れ
以
外
に
期
待
度
の
高
い
項
目
が
少
な
い

の
も
目
立
っ
た
。
こ
れ
を
受
け
、
ま
ず
は

「
温
泉
」を
ベ
ー
ス
に
「
自
然
」や
「
食
」を

盛
り
込
ん
だ
ブ
ラ
ン
ド
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
作

成
し
た
が
、
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

の
成
功
で
新
た
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
化
し
た
欧

米
・
大
洋
州
市
場
で
は
や
は
り
「
わ
か
り

に
く
い
」と
言
わ
れ
て
し
ま
う
。
そ
こ
で

２
０
１
８
年
、
九
州
在
住
の
外
国
人
も
交

え
た
有
識
者
会
議
で
議
論
を
重
ね
て
定
め

た
の
が "E

n
erg

y
" "F

ertility
" "G

a 

tew
ay

" 

と
い
う
3
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
。

特
徴
的
な
の
は
こ
れ
を
表
現
し
た
ブ
ラ
ン

ド
ブ
ッ
ク
で
、
た
と
え
ば "E

n
erg

y" 

の

ペ
ー
ジ
に
は
桜
島
の
写
真
１
点
を
大
き
く

使
っ
て
火
山
が
印
象
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

九
州
７
県
の
多
様
な
魅
力
を
全
て
盛
り
込

む
の
で
は
な
く
、
あ
え
て
象
徴
的
な
写
真

に
絞
り
込
む
こ
と
で
、
明
快
な
ブ
ラ
ン
ド

化
を
狙
っ
て
い
る
。
２
０
１
６
年
の
熊
本

地
震
で
は
、
直
接
影
響
の
な
か
っ
た
県
で

も
観
光
客
の
動
き
が
止
ま
り
、『
九
州
ふ
っ

こ
う
割
』の
実
施
で
半
年
後
、全
県
で
前
年

並
み
に
挽
回
し
た
九
州
。
こ
う
し
た
経
験

で
生
ま
れ
た
「
九
州
は
一
つ
」の
実
感
を
、

全
域
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
活
か
し
た
形
だ
。

新
た
な
手
法
で
実
績
を
作
り

地
域
と
合
意
を
形
成
す
る

（一社）
せとうち観光
推進機構

2事例

象
徴
的
な
ワ
ー
ド
と
写
真
を

絞
り
込
ん
で
ブ
ラ
ン
ド
を
表
現

（一社）
九州観光
推進機構

3事例

徳島
香川

愛媛

兵庫
岡山

広島
山口

宮崎

鹿児島

熊本

大分
福岡佐賀

長崎

せとうち観光推進機構とは？
2013年、瀬戸内を共有する7県（兵庫県、
岡山県、広島県、山口県、徳島県、香川県、
愛媛県）により「瀬戸内ブランド推進連合」
として発足。その後発展改組して、2017
年11月広域連携DMOに。観光事業者へ 
の経営・資金支援などを行う株式会社
瀬戸内ブランドコーポレーションとともに

「せとうちDMO」を構成する。

2019年9月には米英仏独4カ国計116媒体でせとうち
エリアの記事が露出。海外エージェンシー効果だ

※インバウンドの増加とそれに伴う経済成長や雇用創出を目的とするアメリカ合衆国の団体。

インナーブランディングのため関係者に配付している
「九州ブランドブック」。イメージが明確に伝わる

九州観光推進機構とは？
2003年に九州の地方知事会と主要経済
団体により構成される九州地域戦略会議
が発足。「九州は一つ」の理念の元、官民一
体で取り組む九州観光戦略を策定すると
ともに、戦略の常設実行組織として2005
年に九州観光推進機構を設立。2018年3
月に広域連携DMOとなる。約5億円の年
間事業費は、官：民＝2：1で負担している。
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マイクロモビリティがすごい！

オ
ル
タ
ナ
交
通

す
ご
い

街
中
を
軽
快
に
疾
走
す
る
電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
の
登
場
に
、

ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル
の
新
潮
流
を
感
じ
る
昨
今
。

移
動
す
る
こ
と
そ
の
も
の
を
楽
し
み
に
変
え
る
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ヴ
な
交
通
は
ま
だ
他
に
も
。

マ
イ
ク
ロ
か
ら
世
界
初
ま
で
、
ア
イ
デ
ア
の
実
現
や
取
り
組
み
を
紹
介
し
よ
う
。

1回の利用距離は平均1〜2㎞。導入開始から4カ月で、延べ約30万km走行されている

D
M
V
っ
て
？
ま
ち
な
か
移
動
は
電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
？

乗
る
こ
と
自
体
が
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト

写
真
／
久
保
田 
敦
（
P
26
〜
27
）

　こ
れ
ま
で
は
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
的
な
イ

メ
ー
ジ
が
強
か
っ
た
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
。
し

か
し
電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
の
登
場
に
よ
り
、

そ
れ
は
新
た
な
交
通
手
段
と
な
っ
た
。
タ

イ
ト
な
ス
カ
ー
ト
や
ス
ー
ツ
で
も
O
K
な

ど
洋
服
を
選
ば
ず
に
乗
れ
、
小
型
な
の
に

坂
道
も
漕
が
ず
に
楽
々
と
進
め
る
快
適
さ
。

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
や
観
光
地
で
の

レ
ン
タ
ル
な
ど
も
あ
り
、
二
次
交
通
と
し

て
身
近
な
存
在
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
し

か
し
気
軽
な
存
在
に
見
え
る
か
ら
こ
そ
個

人
所
有
も
増
加
し
、
違
法
な
走
行
や
事
故

も
増
え
つ
つ
あ
る
の
が
現
状
。
利
用
者
が

増
加
し
て
い
く
中
で
、
安
全
性
に
つ
い
て

の
検
証
も
行
わ
れ
て
い
る
。

　Ｌ
ｕ
ｕ
ｐ
を
は
じ
め
と
す
る
国
内
４
社
、

海
外
２
社
で
は
、
電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
の

適
切
な
走
行
ル
ー
ル
の
検
討
を
進
め
る
べ

く
、
マ
イ
ク
ロ
モ
ビ
リ
テ
ィ
推
進
協
議
会

に
参
画
。
経
済
産
業
省
よ
り
新
規
事
業
特

例
と
し
て
「
車
道
＋
普
通
自
転
車
専
用
通

行
帯
を
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
任
意
で
走
行
可

能
と
な
る
特
例
措
置
」
が
適
用
さ
れ
る
実

証
実
験
の
認
可
を
受
け
、
Ｌ
ｕ
ｕ
ｐ
で
は

今
年
４
月
よ
り
、
東
京
都
内
６
区
、
大
阪

で
電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
の
シ
ェ
ア
リ
ン
グ

サ
ー
ビ
ス
を
開
始
。
10
月
か
ら
は
京
都
と

横
浜
も
加
わ
っ
た
。
最
高
時
速
を
従
来
の

30
㎞
か
ら
15
㎞
に
制
限
し
、
車
道
に
加
え

て
普
通
自
転
車
専
用
通
行
帯
（
自
転
車
レ

ー
ン
）
の
走
行
を
可
能
と
し
、
ヘ
ル
メ
ッ

ト
の
着
用
が
任
意
に
（
実
証
実
験
認
定
を

Ｌ
ｕ
ｕ
ｐ

ブ
ー
ム
到
来
の
電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド

実
証
実
験
で
新
た
な
ル
ー
ル

東
京
都
・
大
阪
府
・
京
都
府
･
神
奈
川
県

Luup
ポート数は東京400、大阪
100、京都1、横浜8（11/5現在）。
初乗り10分で110円、以降は
１分あたり16.5円（実証実験
特別価格）
利用には運転免許証登録と、
走行ルールの確認テストの
満点合格が必須。
対物賠償、対人賠償、利用
者の怪我が対象となる保険
に加入

24



マイクロモビリティがすごい！
受
け
て
い
な
い
事
業
者
や
個
人
所
有
は
除

く
）。
ま
た
従
来
の
レ
ン
タ
ル
や
個
人
所

有
の
場
合
の
原
動
機
付
自
転
車
免
許
で
は

な
く
、
小
型
特
殊
、
自
動
二
輪
、
普
通
な

ど
の
免
許
が
必
要
。「
サ
ー
ビ
ス
開
始
か

ら
２
日
間
で
新
規
登
録
が
５
０
０
０
名
以

上
。
マ
イ
ク
ロ
モ
ビ
リ
テ
ィ
と
し
て
の
ニ

ー
ズ
の
高
ま
り
を
感
じ
ら
れ
る
ス
タ
ー
ト

と
な
り
ま
し
た
」（
広
報
担
当
者
）。
実
証

実
験
期
間
は
２
０
２
２
年
７
月
ま
で
延
長

さ
れ
、
普
及
・
浸
透
に
向
け
て
の
検
証
が

今
も
続
い
て
い
る
。

　シ
ク
ロ
ポ
リ
タ
ン
は
フ
ラ
ン
ス
発
祥
の

ア
シ
ス
ト
付
三
輪
自
転
車
タ
ク
シ
ー
。
愛

嬌
の
あ
る
フ
ォ
ル
ム
で
、
港
町
横
浜
に
登

場
し
た
の
が
２
０
１
２
年
。「
最
初
は
地

元
の
人
は
乗
ら
な
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い

ま
し
た
」
と
、
運
営
す
る
シ
ク
ロ
ポ
リ
タ

ン
ジ
ャ
パ
ン
の
代
表
、
小
川
泰
生
さ
ん

（
以
下
同
）。
と
こ
ろ
が
こ
の
９
年
の
間
に

す
っ
か
り
定
着
し
、
今
で
は
利
用
者
の
半

分
を
地
元
民
が
占
め
る
。
社
内
で
決
め
て

い
る
営
業
エ
リ
ア
は
京
浜
東
北
線
よ
り
海

側
の
M
M
（
み
な
と
み
ら
い
）
地
区
や
中

華
街
が
あ
る
観
光
地
サ
イ
ド
。「
家
ま
で

送
っ
て
」、「
病
院
ま
で
つ
け
て
」
な
ど
の

リ
ク
エ
ス
ト
も
多
く
、
そ
の
範
囲
内
で
あ

れ
ば
も
ち
ろ
ん
細
か
く
対
応
す
る
。
料
金

は
初
乗
り
が
３
０
０
円
（
１
〜
２
分
、
約

３
０
０
ｍ
）で
、
以
降
１
ポ
イ
ン
ト（
２
０

０
〜
３
０
０
ｍ
）
１
０
０
円
と
い
う
低
コ

ス
ト
。
使
い
勝
手
が
よ
く
、
乗
っ
て
い
て

快
適
で
、
そ
し
て
何
よ
り
楽
し
い
。
自
分

の
住
む
町
に
走
っ
て
い
て
く
れ
た
ら
、
と

思
う
１
台
だ
。
こ
れ
ま
で
日
本
各
地
で
実

証
実
験
を
行
い
、
車
体
の
販
売
も
行
っ
て

き
て
い
る
が
、
通
年
営
業
を
行
っ
て
い
る

の
は
こ
の
横
浜
の
み
。
観
光
地
や
港
町
は

他
に
も
あ
る
の
に
、
こ
の
地
で
ぴ
た
り
と

は
ま
っ
た
そ
の
理
由
は
な
ん
だ
ろ
う
。

　こ
の
海
に
面
し
た
M
M
地
区
は
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
エ
リ
ア
や
遊
園
地
な
ど
様
々
な
も

の
が
混
在
し
、
移
動
し
な
が
ら
も
見
る
も

の
が
た
く
さ
ん
あ
る
が
、
タ
ク
シ
ー
が
あ

ま
り
走
っ
て
い
な
い
と
い
う
。
そ
し
て
中

華
街
ま
で
歩
い
て
行
く
こ
と
も
で
き
る
が
、

そ
れ
な
り
に
疲
れ
る
距
離
で
も
あ
る
。
そ

ん
な
微
妙
な
距
離
を
楽
し
て
移
動
し
た
い

時
に
、
本
当
に
便
利
な
乗
り
物
が
シ
ク
ロ

ポ
リ
タ
ン
。
し
か
し
定
着
し
た
理
由
は
そ

れ
だ
け
で
は
な
い
。
低
価
格
で
あ
り
な
が

ら
、
観
光
客
が
喜
ば
ず
に
い
ら
れ
な
い
横

浜
の
「
生
の
情
報
」
も
乗
せ
て
走
っ
て
い

る
か
ら
だ
。

 

「
満
足
し
て
下
さ
る
お
客
さ
ま
が
多
い
よ

う
で
、
日
本
人
の
方
か
ら
チ
ッ
プ
を
い
た

だ
く
こ
と
も
多
く
あ
り
ま
す
。
ガ
イ
ド
を

し
な
が
ら
走
り
ま
す
が
、
目
的
地
よ
り
も

手
前
で
降
り
て
し
ま
う
と
い
う
方
は
ほ
と

ん
ど
な
く
、
も
う
ち
ょ
っ
と
行
っ
て
ほ
し

い
と
か
、
帰
り
も
乗
る
の
で
待
っ
て
い
て

と
言
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
」。

　こ
れ
ま
で
ド
ラ
イ
バ
ー
経
験
者
か
ら
テ

レ
ビ
の
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
が
２
名
誕
生
し
て

い
る
と
い
う
が
、
運
び
手
の
引
き
出
し
の

多
さ
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
も
大
き

な
魅
力
。
コ
ロ
ナ
禍
以
前
は
年
々
観
光
客

が
増
加
す
る
こ
の
エ
リ
ア
で
、
需
要
に
供

給
が
追
い
つ
か
ず
、
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
が

課
題
と
な
っ
て
い
た
の
も
う
な
ず
け
る
。

シ
ク
ロ
ポ
リ
タ
ン
横
浜

地
元
民
に
も
愛
用
さ
れ
る

港
町
ヨ
コ
ハ
マ
の
二
次
交
通

神
奈
川
県

オランダ発の愉快な乗り物、ビア
バイク。ドライバーを除く乗客は、
ビールを飲みながらペダルを漕ぎ
漕ぎ♪国内にある数台のうちの１
台をシクロポリタンジャパンが運
営。数年前よりイベントでは登場
していたが、公道走行の認可を得
てまもなく乗合タクシーとしてデ
ビューする予定。乞うご期待。

Coming  soon

飲んだビールを
エネルギーに？
乗合タクシー「ビアバイク」

シクロポリタン横浜
赤レンガ倉庫正面入口、山下公園中央入口、中
華街大世界前で待機。
定員は大人２名＋幼児1名くらいまで。
大人1名に付き、初乗り300円。以降は１ポイント
ごとに100円。横浜の名所を結んだ基本の運行
ルートが設定されているので、メーターが付いて
なくても料金がわかりやすい。赤レンガ倉庫から
中華街までは初乗り300円＋3ポイント（300円）
＝大人1名600円。
配車、予約、時間貸しにも対応
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世界初がすごい！
既
存
の
レ
ー
ル
を
活
か
し
、

観
光
で
小
さ
な
地
域
を
盛
り
上
げ
る

　徳
島
県
の
最
南
端
に
あ
る
海
陽
町
と
、

高
知
県
の
最
東
端
に
あ
る
東
洋
町
。
人
口

合
わ
せ
て
１
万
2
0
0
0
人
弱
と
い
う
隣

接
す
る
２
つ
の
小
さ
な
町
が
、
D
M
V

（
デ
ュ
ア
ル
・
モ
ー
ド
・
ビ
ー
ク
ル
）と
い

う
世
界
初
の
試
み
に
盛
り
上
が
り
を
見
せ

て
い
る
。

　D
M
V
は
一
見
す
る
と
か
わ
い
い
ボ
ン

ネ
ッ
ト
バ
ス
。
し
か
し
、
乗
客
を
乗
せ
た

ま
ま
変
身
を
行
う
モ
ー
ド
チ
ェ
ン
ジ
に
よ

り
、
そ
の
ま
ま
線
路
の
走
行
も
で
き
る
と

い
う
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
な
乗
り
物
。
つ
ま
り

既
存
の
レ
ー
ル
を
活
か
し
な
が
ら
、
沿
線

阿佐海岸鉄道
運行ルートはバスモードの阿
波海南文化村→鉄道区間の
阿波海南〜甲浦→海の駅東
洋町、道の駅宍喰温泉を基本
に、土日祝は室戸方面の観光
スポットへも1往復運行。
定員は座席18名、立ち席3名
の計21名予定。料金は阿波
海南文化村〜道の駅宍喰温
泉片道で大人800円

阿
佐
海
岸
鉄
道

あ
る
時
は
バ
ス
、ま
た
あ
る
時
は
列
車

１
台
２
役
。ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
な
D
M
V

徳
島
県
・
高
知
県

か
ら
離
れ
た
観
光
ス
ポ
ッ
ト
に
も
そ
の
ま

ま
ア
ク
セ
ス
で
き
て
し
ま
う
。
ま
る
で
一

次
交
通
と
二
次
交
通
の
い
い
と
こ
取
り
の

よ
う
。
予
定
で
は
こ
の
夏
運
行
開
始
だ
っ

た
が
、
鉄
車
輪
の
ア
ー
ム
強
度
に
つ
い
て
、

安
全
性
の
再
検
証
を
行
う
た
め
に
延
期
と

な
っ
た
。
し
か
し
本
誌
が
発
行
さ
れ
る
12

月
に
は
、
運
行
が
開
始
さ
れ
る
予
定
と
な

っ
て
い
る
（
11
／
15
現
在
）。

　D
M
V
の
技
術
は
利
用
客
の
少
な
い
ロ

ー
カ
ル
線
対
策
と
し
て
Ｊ
Ｒ
北
海
道
が
開

発
し
、
２
０
０
４
年
に
走
行
試
験
を
開
始
。

２
０
０
８
年
に
は
北
海
道
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ

ト
に
合
わ
せ
て
デ
モ
走
行
も
行
い
、
世
界

か
ら
注
目
を
集
め
た
。
そ
の
後
、
諸
般
の

事
情
に
よ
り
Ｊ
Ｒ
北
海
道
は
導
入
を
断
念

す
る
が
、
阿
佐
海
岸
鉄
道
で
は
２
０
１
１

年
よ
り
実
証
実
験
を
ス
タ
ー
ト
。
10
年
の

時
を
経
て
、
つ
い
に
運
行
を
開
始
す
る
こ

と
に
な
る
。

  「
こ
の
小
さ
な
地
域
で
、
世
界
初
に
挑
む

と
い
う
こ
と
は
な
か
な
か
で
き
な
い
経
験

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
阿
佐
海
岸
鉄
道
の

阿
佐
東
線
が
開
業
し
た
の
は
30
年
ほ
ど
前

で
す
が
、
そ
れ
か
ら
人
口
は
半
減
し
、
経

営
は
成
り
立
た
な
い
状
況
で
し
た
。
車
体

が
コ
ン
パ
ク
ト
な
D
M
V
は
経
費
節
減
に

も
な
り
ま
す
が
、
何
よ
り
も
観
光
で
こ
の

エ
リ
ア
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
に
導
入
を

決
め
た
の
で
す
」（
専
務

　井
原
豊
喜
さ

ん
。
以
下
同
）。

　D
M
V
運
行
の
た
め
に
Ｊ
Ｒ
牟
岐
線
の

阿
波
海
南
―
海
部
間
が
阿
佐
東
線
に
編
入

さ
れ
全
長
10
ｋｍ
と
な
っ
た
が
、
元
は
海
部

―
甲
浦
ま
で
の
約
８
・
５
ｋｍ
。
地
元
の
人

や
、
地
域
を
訪
れ
る
釣
り
人
、
サ
ー
フ
ァ

ー
な
ど
、
ほ
と
ん
ど
が
車
を
利
用
し
て
移

動
す
る
。
し
か
し
利
用
客
の
減
少
に
伴
い

廃
線
→
路
線
バ
ス
に
よ
る
代
替
輸
送
と
い

う
よ
く
見
ら
れ
る
ケ
ー
ス
で
は
な
く
、
あ

車体は鮮やかな3色。真っ赤なボディは四国の
英雄・坂本龍馬と南国土佐に降り注ぐ太陽、緑
は阿波の名産・すだち、青は太平洋の豪快な波
がモチーフ

高架区間から海を望む。時速60kmを予定しているが、通常の列車に比べて窓が大きいの
でスピード感がある。道路渋滞がないことも運行する上で大切な要素

扉が開くとステップが出る

列車モードでは鉄道の基準で走行す
るが、アクセルやブレーキなどは足で
操作。ハンドルは固定

乗車扉は左側のみ。席数が限られてい
るので開業直後は予約制になる予定

地元出身の井原専務。Uタ
ーンで戻り、この事業に出
会ったという
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え
て
の
D
M
V
。
こ
こ
で
し
か
体
験
で
き

な
い
乗
り
物
を
楽
し
み
に
き
て
も
ら
お
う

と
い
う
意
気
込
み
で
、
様
々
な
条
件
を
ク

リ
ア
。
赤
、
青
、
緑
の
３
台
が
、
開
業
す

る
そ
の
日
を
今
か
今
か
と
待
っ
て
い
る
と

こ
ろ
だ
。

D
M
V
の
面
白
さ
を
体
感
で
き
る

モ
ー
ド
チ
ェ
ン
ジ
と
は
？

　見
た
目
の
通
り
D
M
V
は
マ
イ
ク
ロ
バ

ス
を
ベ
ー
ス
に
改
造
さ
れ
た
車
体
で
、
道

路
走
行
中
に
は
鉄
車
輪
を
忍
ば
せ
て
い
る
。

鉄
道
モ
ー
ド
で
走
る
の
は
阿
波
海
南
駅
か

ら
甲
浦
駅
ま
で
の
約
10
ｋｍ
、
時
間
に
し
て

19
分
ほ
ど
。
し
か
し
列
車
と
バ
ス
の
２
つ

が
合
体
し
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
な
乗
り
物
だ

け
に
、
運
転
に
は
鉄
道
の
「
甲
種
内
燃
車

運
転
免
許
」
と
自
動
車
の
「
中
型
二
種
運

転
免
許
」
の
２
種
類
が
必
要
。
そ
れ
に
よ

り
、
運
転
手
1
名
で
の
シ
ー
ム
レ
ス
な
走

行
が
可
能
と
な
る
。
阿
佐
海
岸
鉄
道
で
は

こ
の
D
M
V
運
行
に
向
け
て
新
た
に
３
名

を
採
用
し
、
運
転
手
を
７
名
体
制
に
。
列

車
用
の
免
許
を
持
っ
て
い
な
い
場
合
は
、

半
年
か
け
て
取
得
し
て
も
ら
っ
た
と
い
う
。

　モ
ー
ド
チ
ェ
ン
ジ
が
行
わ
れ
る
の
は
、

阿
波
海
南
駅
、
甲
浦
駅
の
２
カ
所
の
モ
ー

ド
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
で
。
バ
ス
か
ら
列

車
に
変
身
す
る
場
合
は
車
体
下
か
ら
鉄
車

輪
が
現
れ
、
15
秒
ほ
ど
で
鉄
道
モ
ー
ド
に

突
入
。
鉄
車
輪
は
ガ
イ
ド
役
を
務
め
、
後

ろ
の
ゴ
ム
タ
イ
ヤ
が
駆
動
輪
と
な
る
。
そ

の
た
め
鉄
道
モ
ー
ド
で
は
前
輪
の
ゴ
ム
タ

イ
ヤ
は
浮
い
た
状
態
で
走
行
す
る
こ
と
に

な
る
。
モ
ー
ド
チ
ェ
ン
ジ
は
非
常
に
ス
ム

ー
ズ
に
行
わ
れ
る
が
、
前
方
の
座
席
に
座

れ
ば
D
M
V
な
ら
で
は
の
傾
斜
を
感
じ
ら

れ
る
の
が
面
白
い
。

　ま
た
、
こ
の
モ
ー
ド
チ
ェ
ン
ジ
の
た
め

に
は
、
鉄
道
か
ら
道
路
へ
の
ス
ム
ー
ズ
な

接
続
場
所
が
不
可
欠
。
阿
佐
東

線
は
高
架
を
走
っ
て
お
り
、
海

部
駅
と
宍
喰
駅
で
は
線
路
か
ら

道
路
へ
降
り
る
こ
と
が
で
き
な

い
。
そ
こ
で
Ｊ
Ｒ
牟
岐
線
か
ら

阿
波
海
南
―
海
部
間
の
譲
渡
を

受
け
る
こ
と
で
、
阿
波
海
南
駅

に
モ
ー
ド
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

を
設
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

　そ
の
他
に
も
D
M
V
運
行
に

は
数
々
の
規
制
が
あ
る
。
列
車
モ
ー
ド
の

区
間
を
D
M
V
専
用
区
間
に
す
る
こ
と
。

ま
た
、
連
結
走
行
や
、
線
路
上
で
の
す
れ

違
い
走
行
は
不
可
な
ど
。

  「
分
岐
を
外
し
た
り
、
ダ
イ
ヤ
の
組
み
方

を
変
え
ま
し
た
。
実
証
実
験
は
全
国
様
々

な
地
域
で
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
採
用
し
、

実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
の
は
こ

こ
だ
け
で
す
。
世
界
初
の
第
一
歩
な
だ
け

に
、
こ
の
後
で
改
良
さ
れ
て
い
く
部
分
も

あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
ハ
ー
ド
ル
は
高
い

で
す
。
で
も
鉄
道
区
間
が
10
ｋｍ
だ
か
ら
こ

そ
で
き
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
」。

　無
事
、
運
行
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
世
界

初
を
フ
ッ
ク
に
話
題
を
さ
ら
い
、
継
続
的

に
集
客
す
る
仕
組
み
を
作
っ
て
い
く
。
バ

ス
モ
ー
ド
区
間
で
は
、
周
辺
観
光
ス
ポ
ッ

ト
に
加
え
、
土
日
祝
の
み
室
戸
岬
ま
で
38

ｋｍ
延
長
。

 

「
鉄
道
フ
ァ
ン
は
元
よ
り
、
新
し
い
も
の

や
珍
し
い
も
の
好
き
、
田
舎
で
ゆ
っ
く
り

し
た
い
と
い
う
人
た
ち
に
も
き
て
欲
し
い
。

目
標
は
こ
れ
ま
で
の
２
倍
以
上
の
集
客
で

す
」。

道路約38㎞

約3㎞

鉄道約10㎞

約
１
㎞

約１㎞

海の駅とろむ
（室戸ドルフィン
センター）

室戸岬

線路
道路

室戸世界
ジオパークセンター

むろと
廃校水族館

海の駅東洋町
（白浜海水浴場）

阿波海南文化村
（町立海南病院）

道の駅宍喰温泉
（リビエラししくい）

甲浦

宍喰

海部

阿波海南

横から見るとこんな感じ

上／モードインター
チェンジに突入
右／定位置で停止
し、バスから鉄道モ
ードへ変身。車内に
は、地元高校生が
海南太鼓で演奏す
るオリジナル曲が流
れる

上／阿波海南文化村。
駐車場を増設し、シェ
アサイクルを整備　左
／バス停には楽しい自
販機も

横から
見ると

阿佐海岸鉄道  運行ルート
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演出がすごい！

　私
た
ち
が
タ
ク
シ
ー
に
期
待
す
る
も
の

は
な
に
か
。
快
適
で
安
心
な
移
動
。
観
光

タ
ク
シ
ー
な
ら
、
さ
す
が
地
元
と
唸
ら
せ

る
よ
う
な
き
め
細
か
い
ガ
イ
ド
…
…
。
そ

ん
な
あ
り
き
た
り
の
想
像
力
を
さ
ら
り
と

超
え
た
タ
ク
シ
ー
が
存
在
す
る
。
そ
れ
が

三
和
交
通
の
Ｓ
Ｐ
風
タ
ク
シ
ー
だ
。
通
常

の
料
金
に
３
０
６
０
円
を
プ
ラ
ス
す
る
だ

け
で
、
ま
る
で
Ｖ
Ｉ
Ｐ
の
よ
う
な
気
分
。

く
す
ぐ
っ
た
く
な
る
よ
う
な
守
ら
れ
感
は
、

一
般
人
で
は
な
か
な
か
体
験
で
き
な
い
世

界
だ
ろ
う
。
２
０
１
８
年
に
ス
タ
ー
ト
し
、

そ
の
ユ
ニ
ー
ク
な
発
想
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
も
話

題
に
。
会
社
の
宴
会
な
ど
で
、
主
賓
登
場

の
際
の
サ
プ
ラ
イ
ズ
的
に
使
わ
れ
る
こ
と

も
あ
る
と
い
う
。

　エ
リ
ア
を
選
ば
な
い
奇
想
天
外
な
ア
イ

デ
ア
に
、
や
は
り
顧
客
獲
得
が
そ
の
狙
い

か
と
思
い
き
や
、「
お
客
さ
ま
に
は
接
客

に
よ
っ
て
ご
支
持
を
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

っ
て
い
ま
す
。
企
画
も
の
に
つ
い
て
は
、

新
卒
乗
務
社
員
の
採
用
活
動
の
一
環
と
し

て
行
っ
て
い
る
の
で
す
」（
広
報

　小
関

正
和
さ
ん
。
以
下
同
）。
タ
ク
シ
ー
業
界

の
乗
務
社
員
平
均
年
齢
は
50
代
後
半
で
、

10
年
後
に
は
定
年
に
な
っ
て
し
ま
う
。
そ

の
た
め
乗
務
社
員
の
獲
得
は
多
く
の
タ
ク

シ
ー
会
社
に
と
っ
て
切
実
な
問
題
と
な
っ

て
い
る
。
三
和
交
通
で
は
そ
の
他
に
も

「
Ｎ
Ｉ
Ｎ
Ｊ
Ａ

　Ｄ
Ｅ

　Ｔ
Ａ
Ｘ
I
（
忍

者
で
タ
ク
シ
ー
）」
な
ど
の
ユ
ニ
ー
ク
な

サ
ー
ビ
ス
や
、「
タ
ク
シ
ー
で
行
く
、
心
霊

ス
ポ
ッ
ト
巡
礼
ツ
ア
ー
2
0
2
1
」
を
催

行
。
そ
の
企
画
力
、
話
題
作
り
が
功
を
奏

し
て
乗
務
社
員
の
採
用
人
数
は
、
10
年
前

に
比
べ
て
３
倍
に
な
っ
た
。
日
頃
は
通
常

業
務
を
こ
な
し
て
い
る
乗
務
社
員
の
み
な

さ
ん
が
、
演
技
力
の
必
要
な
Ｓ
Ｐ
要
請
に

対
し
て
戦
々
恐
々
と
し
た
気
持
ち
に
な
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
た
が
、

た
だ
の
取
り
越
し
苦
労
。「
各
営
業
所
に

最
低
1
名
は
Ｓ
Ｐ
対
応
で
き
る
乗
務
社
員

が
い
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
か
な
り
や
る
気

で
す
」
と
の
こ
と
。
２
０
１
８
年
の
ス
タ

ー
ト
時
に
、
Ｓ
Ｐ
や
忍
者
候
補
た
ち
を
集

め
て
講
習
会
を
実
施
。
そ
こ
か
ら
先
は
営

業
所
ご
と
に
、
忍
者
な
ら
ポ
ー
ジ
ン
グ
や

バ
ク
転
な
ど
の
技
、
セ
リ
フ
回
し
な
ど
オ

リ
ジ
ナ
ル
路
線
を
展
開
。
乗
務
社
員
が
心

底
な
り
き
っ
て
い
れ
ば
、
乗
る
方
が
楽
し

め
な
い
は
ず
は
な
い
。
ち
な
み
に
写
真
の

“
ま
る
で
S
P
”な
ド
ラ
イ
バ
ー
は
、
か
つ

て
は
乗
務
を
担
当
し
て
い
た
と
い
う
広
報

の
小
関
さ
ん
で
あ
る
。

三
和
交
通

乗
車
し
た
そ
の
時
か
ら
降
り
る
ま
で

気
分
は
Ｖ
Ｉ
Ｐ
！
な
Ｓ
Ｐ
風
タ
ク
シ
ー

神
奈
川
県
・
東
京
都	

・
埼
玉
県

三和交通　
ＳＰ風タクシー、NINJA DE 
TAXI（忍者でタクシー）とも
に、指定料金として別途
3060円が必要

依頼すれば店舗などの中までも付き添ってくれる。これは結婚式に向かう花嫁の送迎もぜひ行って
ほしい

耳にはどこにも繋がっていないイヤホン装着 すべてはお客さまをガードするために

NINJA DE TAXI だけに言葉使いは基本的に「忍者用
語」。折り紙の手裏剣を携帯。祖父から孫への誕生日祝
いとして利用され喜ばれたこともあるそう

基本的にポーカーフェイス

懐には
（水）鉄砲

を携帯
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番外編もすごい！

自動運転はここまで進んでいる
Column

　
少
し
先
の
話
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ

る
自
動
運
転
。
し
か
し
一
般
車
に
限

ら
ず
タ
ク
シ
ー
や
船
な
ど
、
様
々
な

乗
り
物
が
実
証
実
験
を
実
施
中
。
個

人
が
所
有
す
る
オ
ー
ナ
ー
カ
ー
だ
け

で
は
な
く
、
二
次
交
通
と
し
て
の
役

割
を
持
つ
サ
ー
ビ
ス
カ
ー
の
技
術
も

着
実
に
前
進
。
遠
く
な
い
未
来
に
、

Ｓ
Ｆ
の
よ
う
な
交
通
網
が
じ
わ
じ
わ

と
登
場
し
そ
う
な
気
配
が
あ
る
。

　
福
井
県
永
平
寺
町
で
は
今
年
3
月

25
日
よ
り
、
国
内
で
は
初
め
て
の
レ

ベ
ル
３
の
認
可
を
受
け
た
遠
隔
型
自

動
運
転
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
無
人
移
動

運
転
サ
ー
ビ
ス
の
本
格
運
行
を
開
始

し
た
。
レ
ベ
ル
３
と
は「
条
件
付
運

転
自
動
化
」
の
こ
と
で
、「
Z
E
N
　

d
r
i
v
e
」と
名
付
け
ら
れ
た
４

〜
５
人
乗
り
の
車
両
に
は
ド
ラ
イ
バ

ー
は
乗
車
し
て
い
な
い
。
旧
京
福
永

平
寺
線
跡
地
で
あ
る「
永
平
寺
参
ろ

ー
ど
」の
約
６
ｋｍ
を
、
最
大
時
速
12

ｋｍ
で
走
行
。
ゴ
ル
フ
カ
ー
ト
を
改
良

し
た
車
体
が
乗
客
を
乗
せ
、
道
路
に

埋
め
込
ん
だ
電
磁
誘
導
線
を
セ
ン
サ

ー
で
感
知
し
て
運
行
す
る
仕
組
み
に

な
っ
て
い
る
。

　
地
域
住
民
の
利
用
を
基
本
と
し
て

始
ま
っ
た
サ
ー
ビ
ス
だ
が
、
こ
の
乗

車
を
目
的
に
訪
れ
る
観
光
客
も
多
い

と
い
う
。
地
元
の
人
の
利
用
で
は
高

齢
者
の
他
に
、
小
学
生
が
下
校
時
に

乗
車
す
る
こ
と
も
あ
る
。
ま
た
、
住

宅
地
な
ど
も
っ
と
細
か
い
と
こ
ろ
ま

で
走
っ
て
き
て
ほ
し
い
と
い
う
意
見

が
多
数
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
ニ
ー
ズ

に
応
え
る
た
め
に
地
域
で
の
意
見
交

換
を
行
っ
て
い
る
。

　目
的
地
は
安
近
短
が
便
利
と
言
っ
て
も
、

移
動
手
段
も
旅
の
楽
し
み
の
ひ
と
つ
。
そ

れ
が
離
島
と
い
う
わ
け
で
も
な
い
の
に

“
専
用
の
船
で
し
か
行
け
な
い
”
と
な
る

と
そ
の
不
便
さ
が
特
別
感
と
な
り
、
否
が

応
で
も
テ
ン
シ
ョ
ン
が
上
が
る
と
い
う
も

の
。
そ
ん
な
佐
賀
県
玄
海
町
の
料
理
店

「
魚
山
人
」は
、
国
内
外
問
わ
ず
多
く
の
人

を
魅
了
し
て
い
る
。
土
日
と
も
な
れ
ば
３

カ
月
先
ま
で
予
約
が
い
っ
ぱ
い
だ
。
も
ち

ろ
ん
船
に
乗
っ
て
訪
れ
て
ま
で
味
わ
い
た

い
と
思
わ
せ
る
料
理
が
、
そ
こ
に
は
待
っ

て
い
る
か
ら
だ
。

　福
岡
空
港
か
ら
車
で
1
時
間
30
分
、
仮

屋
漁
港
か
ら
魚
山
人
ま
で
は
、
迎
え
に
来

て
く
れ
た
店
主
で
あ
る
吉
田
博
さ
ん
の
船

に
乗
り
10
分
ほ
ど
で
到
着
。
店
が
あ
る
高

岩
地
区
に
住
ん
で
い
る
の
は
吉
田
さ
ん
夫

婦
と
長
男
家
族
の
み
。
仮
屋
湾
に
突
き
出

た
半
島
に
あ
る
が
道
路
は
通
っ
て
お
ら
ず
、

こ
こ
ま
で
の
交
通
手
段
は
こ
の
船
し
か
な

い
。
料
理
人
や
漁
師
な
ど
の
経
歴
を
持
つ

吉
田
さ
ん
は
、
自
分
で
獲
っ
た
魚
で
料
理

を
提
供
し
、
多
く
の
人
を
喜
ば
せ
た
い
と

13
年
前
に
こ
の
地
に
店
を
オ
ー
プ
ン
。
昼

と
夜
、
1
日
で
２
組
だ
け
が
そ
の
味
を
堪

能
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　網
を
張
っ
て
獲
れ
た
地

魚
を
使
う
た
め
、
魚
次
第

で
日
々
メ
ニ
ュ
ー
が
変
わ

る
。
12
品
で
1
人
前
５
０

０
０
円
。
人
々
は
そ
の
衝

撃
の
コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
に
圧
倒
さ
れ
、
再
び

吉
田
さ
ん
操
縦
の
船
に
乗

り
、
秘
境
か
ら
現
実
へ
戻

っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
の

で
あ
っ
た
。

魚
山
人

船
で
し
か
行
け
な
い
半
島
の
先
に
あ
る

予
約
殺
到
の
秘
境
料
理
店佐

賀
県

無
人
自
動
走
行
サ
ー
ビ
ス
カ
ー
が

永
平
寺
町（
福
井
県
）を
走
行
中

ZEN drive　
永平寺町総合政策課
大人100円　中学生以下50円　
平日4往復　休日5往復

魚山人　
佐賀県東松浦郡玄海町仮屋高岩1660-3
1日昼1組、夜1組のみ。要予約で基本4名〜受付

1

24

3

1 仮屋漁港から乗船　2 仮屋湾を進んだ先に現れる。背後に迫る
裏山に秘境感が漂う　3 送迎から仕込みまでこなす吉田さん　4 素
材を重視しながらも美しい、ボリューム満点の料理の数々

車両にAIカメラや3D-LiDAR、遠隔監視操作用の通信ア
ンテナ等を装備
1人の遠隔管理
者がここから３
台 の自動 走行
車両を運行する

29 December  2021



は
そ
う
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
完
璧
な
コ

ピ
ー
が
い
く
ら
で
も
タ
ダ
で
作
れ
て
し
ま

う
か
ら
で
す
。
だ
か
ら
こ
れ
ま
で
デ
ジ
タ

ル
の
ア
ー
ト
に
は
「
希
少
性
の
概
念
」と

い
う
も
の
が
成
立
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

と
こ
ろ
が
N
F
T
と
い
う
証
明
書
が
付
い

て
い
る
も
の
は
違
い
ま
す
。
こ
の
証
明
書

は
コ
ピ
ー
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら

な
の
で
す
。

―
―
こ
の
N
F
T
と
い
う
証
明
書
と
本
物

の
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
は
、い
つ
も
必
ず
セ

ッ
ト
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
か
？

　そ
う
で
す
。
鍵
の
よ
う
に
な
っ
て
い
て

N
F
T
か
ら
本
物
を
呼
び
出
す
、
と
い
う

形
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
ブ
ロ
ッ
ク

チ
ェ
ー
ン
を
使
っ
た
ビ
ッ
ト
コ
イ
ン
の
技

術
を
そ
の
ま
ま
転
用
し
て
い
ま
す
。
ビ
ッ

ト
コ
イ
ン
は
現※

在
、
時
価
総
額
が
約
90
兆

円
あ
り
ま
す
が
、
偽
札
が
作
れ
な
い
か
ら

価
値
の
保
存
が
で
き
て
い
る
。
タ
ダ
で
無

限
に
コ
ピ
ー
が
で
き
る
デ
ジ
タ
ル
情
報
の

は
ず
な
の
に
、
ビ
ッ
ト
コ
イ
ン
は
偽
札
を

作
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
デ
ジ
タ
ル
ア

セ
ッ
ト
と
し
て
機
能
し
て
い
る
ん
で
す
ね
。

―
―
つ
ま
り
、最
初
の
ツ
イ
ー
ト
を
見
よ

う
と
思
え
ば
見
る
こ
と
は
で
き
る
け
れ
ど
、

本
物
を
所
有
し
て
い
る
権
利
は
N
F
T
と

い
う
証
明
書
を
持
っ
て
い
る
人
に
あ
る
。

持
ち
主
は
ス
テ
イ
タ
ス
を
感
じ
ま
す
よ
ね
。

　そ
の
通
り
で
す
。
持
っ
て
い
る
こ
と
そ

の
も
の
に
価
値
を
感
じ
る
、
と
い
う
発
想

非
代
替
性
ト
ー
ク
ン
と
は
？

デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
が
こ
れ
ま
で
と

ど
の
よ
う
に
変
わ
る
の
か
？

―
初
ツ
イ
ー
ト
の
他
に
デ
ジ
タ
ル
ア

ー
ト
が
高
値
で
取
引
さ
れ
た
話
題
な
ど
で

「
N
F
T
化
す
る
」と
い
う
言
葉
を
耳
に
し

ま
し
た
。
N
F
T
と
は
、デ
ジ
タ
ル
の
コ

ピ
ー
を
防
ぐ
機
能
な
の
で
す
か
？

　画
像
そ
の
も
の
は
コ
ピ
ー
す
る
こ
と
は

で
き
ま
す
。
落
札
さ
れ
た
最
初
の
ツ
イ
ー

ト
も
、
我
々
は
今
で
も
色
々
な
サ
イ
ト
で

見
る
こ
と
は
可
能
で
す
。
た
だ
し
本
物
の

方
に
は
N
F
T
と
い
う
証
明
書
が
付
い
て

い
て
、
コ
ピ
ー
さ
れ
た
偽
物
の
方
に
は
証

明
書
が
な
い
。
こ
こ
が
大
き
な
違
い
で
、

強
調
し
な
い
と
わ
か
り
に
く
い
点
で
す
。

物
理
的
な
も
の
は
本
物
そ
っ
く
り
に
コ
ピ

ー
す
る
の
が
難
し
い
で
す
。
例
え
ば
美
術

の
教
科
書
に
載
っ
て
い
る
モ
ナ
リ
ザ
は
、

そ
れ
が
コ
ピ
ー
さ
れ
た
偽
物
だ
と
わ
か
り

ま
す
ね
。
と
こ
ろ
が
デ
ジ
タ
ル
の
世
界
で

が
大
事
な
ん
で
す
。

N
F
T
は
ど
の
よ
う
な
デ
ジ
タ
ル

デ
ー
タ
に
活
用
さ
れ
て
い
る
？

―
―
高
額
な
ツ
イ
ー
ト
や
ア
ー
ト
は
少
し

ハ
ー
ド
ル
が
高
め
で
す
が
、一
般
の
人
が

普
通
の
生
活
の
中
で
N
F
T
を
活
用
し
た

も
の
に
触
れ
る
機
会
は
あ
り
ま
す
か
？

　ブ
ラ
ン
ド
品
で
す
ね
。

―
―
自
分
が
着
る
服
な
ど
で
す
か
？

　ゲ
ー
ム
な
ど
の
サ
イ
バ
ー
空
間
で
自
分

の
ア
バ
タ
ー
の
身
に
つ
け
る
た
め
の
ブ
ラ

ン
ド
品
で
す
。
服
だ
け
で
は
な
く
バ
ッ
グ

を
持
た
せ
た
り
も
で
き
ま
す
。
N
F
T
に

高
い
関
心
を
持
っ
て
ア
バ
タ
ー
の
服
を
提

供
す
る
ハ
イ
ブ
ラ
ン
ド
の
メ
ー
カ
ー
も
出

て
き
て
い
ま
す
。
N
F
T
に
よ
っ
て
本
物

と
偽
物
の
区
別
が
簡
単
に
つ
く
の
で
、
偽

物
の
ブ
ラ
ン
ド
品
を
着
て
い
る
と
す
ぐ
に

わ
か
っ
て
し
ま
い
、
か
な
り
格
好
悪
い
こ

と
に
な
り
ま
す
ね
。
あ
と
は
N
B
A
な
ど

ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
の
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
カ

ー
ド
に
も
使
わ
れ
始
め
て
い
て
、
こ
れ
は

も
っ
と
来
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
購
入
し

イラスト／畦原雄治　

知りたかったあのキーワードを詳しく解説
とーりま的ピックアップNEWS

ＩＴ業界を中心とした技術開発など、状況は目まぐるしく発展し、
有益な情報だけをキャッチするのは難しい。
そこで “詳細はよくわからないが名前だけは知っている。
でも恥ずかしくて今さら聞けない”レベルのワードをピックアップし、
 JRC流に解説。観光業界への影響を考察していこう。

8

Economics Design Inc.共同創業者・取締役。ロ
チェスター大学経済学博士課程修了（Ph.D.）。『マー
ケットデザイン』（ちくま新書）、『多数決を疑う』（岩波
新書）、『メカニズムデザインで勝つ』（共著、日本経済
新聞出版）はじめ著書多数。現在は経済学のビジネス
実装に注力しており、市場ルール、レーティング手法、
人事評価方式の設計実務に従事。

慶應義塾大学
経済学部教授
坂井豊貴さん 

NFT
コピーが容易にできるデジタルの世界で、今年話題を呼んだのが
Twitter創業者の初ツイートが約３億円で落札されたというニュース。
デジタルに3億円⁉その鍵を握る｢NFT｣

（Non-Fungible Token）＝非代替性トークンについて解説しよう。

ブロックチェーンとは
別名｢分散台帳技術｣。複数
のコンピュータで検証し管理
するため、改ざんしにくく安
全性の高いシステム。サトシ・
ナカモトと名乗る人物からの
論文を元に2009年に誕生。
この登場によりデジタル空
間で資産（価値）を容易に
扱えるようになった。

※　2021年8月現在 30



て
い
る
人
が
N
F
T
と
意
識
し
て
い
る
か

ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
で
す
が
、
す
で
に

市
場
規
模
は
数
百
億
円
に
な
っ
て
い
ま
す
。

―
―
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
の
カ
ー
ド
も
デ
ジ

タ
ル
の
時
代
で
す
か
。
N
F
T
の
技
術
が

進
め
ば
、ち
ょ
っ
と
し
た
売
買
に
も
使
わ

れ
る
こ
と
に
な
り
そ
う
で
し
ょ
う
か
？

　ト
レ
ー
ド
す
る
も
の
を
N
F
T
に
す
る

の
は
資
産
性
が
出
る
の
で
面
白
い
と
思
い

ま
す
。
N
F
T
で
出
た
も
の
と
い
う
の
は

あ
る
程
度
は
金
融
商
品
の
よ
う
に
売
買
さ

れ
る
か
ら
で
す
。
コ
ン
サ
ー
ト
の
チ
ケ
ッ

ト
み
た
い
な
も
の
も
N
F
T
で
発
行
す
る

こ
と
は
で
き
ま
す
が
、
別
に
ブ
ロ
ッ
ク
チ

ェ
ー
ン
の
技
術
を
使
わ
な
く
て
も
発
行
は

で
き
る
の
で
必
要
性
が
低
い
と
思
い
ま
す
。

　あ
と
は
発
行
部
数
限
定
の
電
子
書
籍
も

考
え
ら
れ
ま
す
。
私
た
ち
は
電
子
書
籍
を

購
入
し
て
も
、
そ
れ
を
古
本
屋
に
転
売
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
実
は
所
有
が
で

き
て
い
な
い
た
め
な
の
で
す
。

―
―
電
子
書
籍
を
購
入
し
て
い
る
の
に
所

有
が
で
き
て
い
な
い
と
考
え
た
こ
と
が
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　所
有
権
に
つ
い
て
の
法
的
な
話
は
さ
て

お
き
、
所
有
と
い
う
も
の
が
で
き
る
こ
と

が
N
F
T
の
特
徴
で
す
。
だ
か
ら
電
子
書

籍
を
転
売
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
電
子
書

籍
に
資
産
性
が
備
わ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

電
子
書
籍
を
配
信
し
て
い
る
会
社
が
た
と

え
倒
産
し
て
も
、
デ
ー
タ
が
外
部
で
分
散

管
理
さ
れ
て
い
る
な
ら
影
響
を
受
け
る
こ

と
は
な
い
。
物
理
的
な
本
の
場
合
は
版
元

の
出
版
社
が
倒
産
し
て
も
、
購
入
済
の
本

は
手
元
に
持
っ
た
ま
ま
で
い
ら
れ
ま
す
よ

ね
？
N
F
T
に
よ
っ
て
、
我
々
が
物
理
的

な
も
の
に
対
し
て
当
た
り
前
に
で
き
て
き

た
こ
と
が
デ
ジ
タ
ル
の
世
界
で
も
よ
う
や

く
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
な

の
で
す
。

N
F
T
に
よ
っ
て
確
立
さ
れ
た

デ
ジ
タ
ル
の
資
産
価
値
。

N
F
T
な
ら
で
は
の
特
徴
と
は
？

―
―
あ
と
１
、２
年
し
た
ら
、も
っ
と
思

い
も
し
な
か
っ
た
よ
う
な
と
こ
ろ
に
も

N
F
T
が
使
わ
れ
る
可
能
性
は
考
え
ら
れ

ま
す
か
？

　あ
る
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、
め
ぼ
し

い
も
の
は
目
立
た
ず
と
も
す
で
に
出
て
い

る
と
思
い
ま
す
ね
。
と
い
う
の
も
今
年
に

な
っ
て
か
ら
N
F
T
が
注
目
を
集
め
て
い

ま
す
が
、
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
の
技
術
が

生
ま
れ
て
か
ら
12
年
目
。
業
界
で
は
何
年

も
前
か
ら
「
次
は
N
F
T
が
来
る
」と
言

わ
れ
て
い
て
、
そ
の
活
用
方
法
は
相
当
議

論
さ
れ
て
き
て
い
る
か
ら
で
す
。

―
―
様
々
な
趣
向
の
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア

ー
が
登
場
し
て
い
ま
す
が
、非
常
に
有
名

な
映
画
監
督
が
あ
る
観
光
地
の
た
め
に
撮

り
下
ろ
し
た
限
定
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
映

像
み
た
い
な
も
の
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
？

　そ
れ
は
あ
る
か
な
と
思
い
ま
す
。

―
―
今
で
も
伝
説
的
な
人
気
を
誇
っ
て

い
る
有
名
人
の
貴
重
な
映
像
…
み
ん
な
が

見
た
が
っ
て
、本
物
で
あ
っ
て
欲
し
い
と

願
う
も
の
で
あ
れ
ば
N
F
T
化
す
る
価
値

は
あ
り
そ
う
で
し
ょ
う
か
？

　あ
り
ま
す
ね
。
本
物
を
欲
し
が
る
人
と

い
う
の
が
世
の
中
に
は
一
定
数
い
る
か
ら

で
す
。
例
え
ば
多
く
の
人
が
ブ
ラ
ン
ド
品

の
バ
ッ
グ
に
は
す
ご
く
高
い
価
値
が
あ
る

と
認
め
て
い
る
。
偽
物
は
手
に
入
り
や
す

く
、
本
物
と
価
格
差
が
何
十
倍
と
あ
り
ま

す
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
基
本
的
に
人
は
本

物
を
求
め
よ
う
と
し
ま
す
。
な
ぜ
か
と
い

う
と
、
そ
れ
が
本
物
で
あ
る
と
い
う
こ
と

に
価
値
を
感
じ
る
か
ら
な
の
で
す
。
特
に

ブ
ラ
ン
ド
品
の
よ
う
に
持
つ
こ
と
で
自
分

の
意
識
が
引
き
上
が
る
よ
う
な
も
の
と
い

う
の
は
、
偽
物
を
手
に
入
れ
て
も
そ
の
代

わ
り
に
は
な
ら
な
い
で
す
か
ら
。

―
―
ア
バ
タ
ー
も
本
物
を
身
に
つ
け
る
と

い
う
ス
テ
イ
タ
ス
が
大
切
な
ん
で
す
ね
。

　本
物
と
証
明
さ
れ
る
こ
と
で
資
産
価
値

が
付
き
転
売
で
き
ま
す
が
、
さ
ら
に

N
F
T
を
使
っ
た
デ
ジ
タ
ル
な
ら
で
は
の

特
徴
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
「
追
求
権
」

で
す
。
普
通
は
作
品
が
い
く
ら
転
売
さ
れ

て
も
元
の
作
者
に
は
1
円
も
入
り
ま
せ
ん
。

N
F
T
で
は
最
初
に
例
え
ば
10
％
の
追
求

権
を
設
定
し
て
お
く
と
、
転
売
さ
れ
る
た

び
に
10
％
が
自
分
に
振
り
込
ま
れ
ま
す
。

こ
こ
が
重
要
な
の
で
す
が
、
そ
の
10
％
は

必
ず
振
り
込
ま
れ
、
債
務
不
履
行
は
起
き

ま
せ
ん
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
そ
の
お
金
の

や
り
取
り
を
こ
れ
ま
で
の
経
緯
が
書
き
こ

ま
れ
て
い
る
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
上
で
行

う
の
で
、
所
有
権
の
移
動
が
発
生
す
る
と

自
動
的
に
作
者
の
元
に
10
％
が
振
り
込
ま

れ
る
の
で
す
。
す
ご
い
で
す
よ
ね
。

―
―
す
ご
い
で
す
。
N
F
T
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
も
の
を
、探
し
て
み
た

く
な
り
ま
し
た
。

□デジタルデータに対する証明書。
ブロックチェ−ンの技術で作られて
いるために、NFT自体をコピーや
改ざんすることはできない。
□ゲーム内のアバターの所持品やスポ
ーツチームのトレーディングカードに
も活用されており、市場は拡大中。
□アート作品などは｢追求権｣を設定
することで、転売ごとに作者が収益
を受け取ることも可能。

NFTをまとめると

リアルよりも、アバターのクローゼットの方が高
級品満載という時代に……？
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価値と感動を生み出す人に
インタビュー

コンビニで「ウインナーと白米だけで200円」という弁当が売れている。
彩り豊かな弁当が並ぶなか、型破りな弁当を形にした人の仕事の進め方を聞いた。

お
弁
当
の「
型
」で
は
あ
る
け
れ
ど

買
う
人
に
は
不
要
な
も
の
も
あ
る
。

本
当
に
食
べ
た
い
、買
い
た
い
も
の
を

う
る
さ
い
ほ
ど
に
主
張
し
続
け
ま
し
た

写真／佐藤兼永

10
年
主
張
し
続
け
た
信
念
で

驚
き
の
ヒ
ッ
ト
を
生
ん
だ「
店
舗
の
人
」

57

「
世
の
お
父
さ
ん
」が

お
昼
に
買
い
た
い
も
の
と
は

 

　
６
月
に
関
東
エ
リ
ア
で
発
売
さ
れ
て

即
大
ヒ
ッ
ト
と
な
り
、
８
月
か
ら
は
全

国
に
拡
大
し
た
ロ
ー
ソ
ン
ス
ト
ア
１
０

０
の
『
ウ
イ
ン
ナ
ー
弁
当
』。
考
案
し
た

林
氏
は
、
商
品
開
発
畑
で
は
な
く
運
営

畑
、
つ
ま
り
一
貫
し
て
「
店
舗
」
に
関

わ
っ
て
き
た
人
だ
。

 

「
商
品
の
作
り
方
な
ん
て
全
く
知
ら
な

か
っ
た
ん
で
す
よ
!
完
成
ま
で
に
４
カ

月
ほ
ど
か
か
る
こ
と
も
、
作
っ
て
く
れ

る
工
場
な
ど
た
く
さ
ん
の
取
引
先
が
関

わ
っ
て
い
る
こ
と
も
で
す
」

　
だ
か
ら
ウ
イ
ン
ナ
ー
弁
当
の
出
発
点

も
店
舗
に
あ
る
。
メ
イ
ン
の
客
層
は
40

〜
50
代
の
男
性
。
そ
し
て
案
外
単
純
明

快
な
も
の
が
好
ま
れ
る
。
10
年
間
現
場

で
商
品
と
お
客
さ
ん
を
見
つ
め
て
き
た

感
覚
が「
お
父
さ
ん
の
買
い
た
い
も
の
」

と
し
て
自
身
の
感
覚
と
も
重
な
っ
た
。

 

「
白
米
だ
け
で
１
０
０
円
と
い
う
定
番

商
品
が
あ
っ
て
、
こ
の
ご
飯
を
半
分
に

寄
せ
て
空
い
た
ス
ペ
ー
ス
に
お
か
ず
を

入
れ
た
ら
２
０
０
円
で
作
れ
る
な
と
思

っ
た
ん
で
す
。
２
０
０
円
な
ら
他
の
商

品
と
買
い
合
わ
せ
て
も
１
食
５
０
０
円

に
収
ま
る
。
世
の
お
父
さ
ん
で
、
お
昼

は
５
０
０
円
で
抑
え
た
い
と
い
う
人
は

株
式
会
社
ロ
ー
ソ
ン
ス
ト
ア
１
０
０

運
営
本
部
　
統
括
部
長

林  

弘
昭

H
iroaki H

ayashi
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黒ごまのかかったごはんにケチャップの
かかったウインナーが5本、あとはクッシ
ョンのパスタだけの『ウインナー弁当』(税
込216円)。ウインナーは燻製香のきい
た本格派で、5本という分量もこの価格
帯では破格。200円という価格と理想
の味を守るため、削るのはあくまで「不要」
なものという姿勢が表れた潔い一品だ。
弁当カテゴリー販売数でトップを維持す
る異例のヒットが「第二弾」の発売にもつ
ながった。

ウインナー弁当に続き
ミートボール弁当も登場！

多
い
は
ず
。
私
も
そ
う
で
す
（
笑
）」

　
せ
っ
か
く
な
ら
世
の
中
に
な
い
も
の

を
作
り
た
い
。
お
弁
当
に
は
必
ず
入
っ

て
い
る
け
れ
ど
絶
対
に
主
役
に
な
ら
な

い
ウ
イ
ン
ナ
ー
が
、
ド
ー
ン
と
メ
イ
ン

に
な
っ
て
い
た
ら
面
白
い
ん
じ
ゃ
な
い

か
？
そ
し
て
で
き
れ
ば
食
べ
た
い
も
の

だ
け
た
っ
ぷ
り
食
べ
た
い
…
…
そ
の
原

案
は
、
最
初
か
ら
ほ
ぼ
、
商
品
化
さ
れ

た
今
の
形
の
通
り
だ
っ
た
。

作
り
た
い
も
の
を
主
張
し
続
け
る

熱
意
が
人
を
動
か
し
た

　
と
は
い
え
コ
ン
ビ
ニ
の
お
弁
当
と
し

て
は
型
破
り
な
こ
と
だ
ら
け
。
思
い
つ

い
た
の
は
10
年
前
だ
が
、
商
品
化
を
提

案
し
て
は
却
下
さ
れ
続
け
た
。
そ
れ
で

も
つ
い
に
検
討
が
始
ま
っ
た
の
は
「
最

後
は
も
う
『
う
る
さ
い
！
わ
か
っ
た
か

ら
！
』
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
の
で
は
」

と
林
氏
は
笑
う
。

　
開
発
が
始
ま
っ
た
あ
と
も
、
商
品
開

発
の
「
常
識
」
と
の
戦
い
は
続
く
。
上

が
っ
て
き
た
試
作
品
で
は
、
ち
ょ
っ
と

し
た
漬
物
や
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
が
添
え
ら

れ
て
い
た
り
、
ウ
イ
ン
ナ
ー
が
丸
の
ま

ま
で
は
な
く
輪
切
り
で
ご
飯
の
上
に
散

ら
し
て
あ
っ
た
り
、
長
い
ウ
イ
ン
ナ
ー

が
１
本
載
り
、
そ
の
か
わ
り
値
段
が
５

０
０
円
と
い
う
「
豪
華
版
」
も
あ
っ
た
。

 「
商
品
開
発
に
は『
型
』が
あ
っ
て
、お

弁
当
は
お
弁
当
の
型
に
合
わ
せ
て
作
っ

て
い
く
ん
で
す
ね
。
見
た
目
の
美
し
さ
、

彩
り
も
そ
の
一
つ
。
で
も
、
た
と
え
ば

飾
り
の
バ
ラ
ン
（
仕
切
り
用
の
緑
色
の

シ
ー
ト
）
っ
て
本
当
に
要
り
ま
す
か

ね
？
食
べ
る
側
に
と
っ
て
み
れ
ば
お
漬

物
だ
っ
て
そ
こ
ま
で
必
要
な
い
と
思
う

ん
で
す
よ
。
２
０
０
円
を
死
守
す
る
た

め
に
は
、
ウ
イ
ン
ナ
ー
で
は
な
く
そ
う

い
う
も
の
を
全
部
削
っ
て
く
れ
と
主
張

し
続
け
ま
し
た
」

　
味
付
け
に
も
こ
だ
わ
り
が
あ
る
。

 

「
男
の
人
っ
て
、
実
は
ク
リ
ー
ム
ソ
ー

ダ
と
か
お
子
様
ラ
ン
チ
が
好
き
じ
ゃ
な

い
で
す
か
？
レ
ス
ト
ラ
ン
で
も
、
子
供

が
注
文
し
て
い
る
も
の
の
ほ
う
が
本
当

は
食
べ
た
か
っ
た
り
（
笑
）。
ウ
イ
ン
ナ

ー
も
実
は
塩
コ
シ
ョ
ウ
の
上
品
な
味
付

け
よ
り
、
ケ
チ
ャ
ッ
プ
で
食
べ
た
い
気

持
ち
っ
て
あ
る
と
思
う
ん
で
す
」

　
開
発
側
の
事
情
を
知
っ
た
今
で
は
、

自
分
の
主
張
が
い
か
に
難
題
だ
っ
た
か

も
よ
く
わ
か
る
。
難
し
い
条
件
を
引
き

受
け
て
く
れ
た
取
引
先
へ
の
感
謝
も
大

き
い
。
だ
が
そ
の
人
た
ち
が
動
い
た
の

は
、
難
題
を
曲
げ
ず
に
主
張
し
続
け
た

林
氏
あ
っ
て
の
こ
と
だ
。

店
舗
に
始
ま
り
店
舗
に
終
わ
る

現
場
に
い
た
か
ら
わ
か
る
こ
と

　
こ
う
し
て
苦
節
10
年
、
イ
メ
ー
ジ
通

り
の
も
の
が
完
成
し
た
が
、「
売
れ
る
は

ず
」
と
信
じ
て
は
い
て
も
売
っ
て
み
な

け
れ
ば
わ
か
ら
な
い
の
が
商
品
。
だ
か

ら
、
発
売
当
日
「
売
れ
て
い
ま
す
！
」

と
連
絡
が
入
っ
た
と
き
の
喜
び
は
大
き

か
っ
た
。
店
舗
ス
タ
ッ
フ
が
「
林
が
言

う
な
ら
」
と
頑
張
っ
て
く
れ
た
こ
と
も
。

 

「
Ｓ※

Ｖ
た
ち
に
は
開
発
途
中
か
ら
『
現

在
こ
う
い
う
状
態
で
す
！
』
と
か
『
い

よ
い
よ
も
っ
て
完
成
間
近
！
』
な
ど
と

メ
ー
ル
を
送
り
続
け
て
い
た
の
で
、
も

う
売
ら
な
い
と
し
ょ
う
が
な
い
と
い
う

感
じ
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
（
笑
）。
お
店

ご
と
に
い
ろ
い
ろ
工
夫
し
て
売
っ
て
く

れ
ま
し
た
よ
。私
の
顔
写
真
を
使
い
、わ

ざ
と
ボ
カ
シ
を
入
れ
て
『
こ
の
人
が
開

発
し
ま
し
た
』
と
書
か
れ
た
ポ
ッ
プ
を

見
た
と
き
に
は
笑
い
ま
し
た
ね
。
こ
う

し
て
お
店
が
盛
り
上
が
っ
て
く
れ
て
い

る
の
は
本
当
に
嬉
し
い
で
す
」

 

「
こ
う
い
う
も
の
が
あ
れ
ば
絶
対
に
売

れ
る
は
ず
」
と
い
う
感
覚
か
ら
始
ま
り
、

「
お
店
が
元
気
に
な
っ
て
く
れ
た
ら
い

い
」
と
結
ぶ
林
氏
の
目
線
は
、
徹
頭
徹

尾
「
店
舗
」
の
目
線
。
こ
う
い
う
と
こ

ろ
に
こ
そ
、
ヒ
ッ
ト
商
品
の
種
は
眠
っ

て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
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1978年千葉県生まれ。九九プラス（現ローソンストア
100）に入社以来、店長やエリアマネジャーなど一貫し
て店舗運営に関わる。野球に明け暮れた高校時代、
早弁のおかずにもよくウインナーが入っていた

※SV　スーパーバイザー。地域ごとに店舗を統括する役職

左は11月に発売された第
二弾、『ミートボール弁
当』。デミグラスの「懐か
しい味」はウインナー弁
当のコンセプトに通じる



寺
社
の
授
与
品

お
み
く
じ
を
自
分
土
産
に

椿つ
ば
き

大お
お

神か
み

社や
し
ろ   

椿
恋
み
く
じ

三重県

願
い
や
悩
み
を
心
に
念
じ
て
引
い
た
お
み
く
じ
の

「
お
告
げ
」を
身
近
に
置
い
て
、
日
々
の
心
が
け
に

1枚の縦に長い紙を椿の花の形
に折り上げた神籤（みくじ箋）。
赤・白・ピンクの椿の花いずれ
か、または巫女さんのお守り（チ
ャーム）が包まれている。どのチ
ャームが当たるかは運次第

椿大神社（つばきおおかみやしろ）
三重県鈴鹿市山本町1871
☎059-371-1515
https://tsubaki.or.jp/

下鴨神社
「源氏物語みくじ」
（京都市）

上賀茂神社
「八咫烏
（やたがらす）
みくじ」（京都市）

同じ意匠で、お腹に描かれ
た模様が異なるだるまみく
じ。右／市比賣神社「姫み
くじ」 左／吉田神社「だる
まみくじ」（各、京都市）

春日大社
「鹿みくじ」
（奈良市）

京都・奈良で見つけた
自分土産に
したいおみくじ

　寺
社
に
参
拝
し
た
後
に
引
く
お
み
く

じ
は
、
み
く
じ
箋
を
四
角
く
折
り
た
た

ん
だ
も
の
が
一
般
的
だ
が
、
中
に
は
胸

キ
ュ
ン
な
可
愛
い
意
匠
や
、
動
物
な
ど

を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
心

を
く
す
ぐ
る
も
の
も
あ
る
。
多
く
の
寺

社
が
あ
る
近
畿
地
方
で
は
こ
う
し
た
お

み
く
じ
に
出
会
う
チ
ャ
ン
ス
も
多
い
。

縁
結
び
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
知
ら
れ
る
椿

大
神
社
の「
椿
恋
み
く
じ
」も
そ
の
一

つ
で
、
こ
こ
だ
け
で
入
手
で
き
る
お
み

く
じ
を
求
め
て
参
拝
す
る
人
の
姿
も
少

な
か
ら
ず
見
ら
れ
る
と
か
。
あ
ま
り
の

可
愛
さ
に
親
し
い
人
へ
も
お
土
産
に
…

と
考
え
て
し
ま
い
そ
う
だ
が
、
神
社
本

庁
へ
お
問
い
合
わ
せ
し
た
と
こ
ろ
、

「
お
み
く
じ
は
引
い
た
人
へ
の
神
様
の

ア
ド
バ
イ
ス
。
誰
か
に
差
し
上
げ
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」と
の
こ
と
。
自

分
へ
の
お
土
産
と
し
て
身
近
に
置
き
、

日
々
の
心
が
け
の
指
針
と
し
て
時
折
見

直
す
の
が
よ
く
、
ま
た
た
と
え
凶
の
場

合
で
も
、
そ
う
し
た
こ
と
に
な
ら
ぬ
よ

う
気
を
つ
け
る
こ
と
で
道
が
開
け
る
そ

う
だ
。
と
こ
ろ
で
、
お
み
く
じ
を
結
び

所
に
結
ん
で
帰
る
習
慣
も
見
ら
れ
る
が
、

こ
れ
に
は「
結
ぶ
＝
神
様
と
の
ご
縁
を

結
ぶ
、
あ
る
い
は
悪
縁
を
結
ん
で
払

う
」意
味
合
い
が
あ
る
。
持
ち
帰
っ
た

お
み
く
じ
の
内
容
が
気
が
か
り
な
場
合

は
、
お
み
く
じ
を
引
い
た
寺
社
で
な
く

て
も
よ
い
の
で
、
神
社
の
も
の
は
神
社
、

寺
の
も
の
は
寺
へ
納
め
る
が
よ
し
。

●3
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今号の『とーりまかし』について
皆様のご意見をぜひお聞かせください。

ご注意
本資料の転載・複製での
利用について
本資料は、株式会社リクルート（じゃら
んリサーチセンター）の著作物であり、
著作権法に基づき保護されています。
本資料の全文または一部を転載・複製
する際は著作権者の許諾が必要です。
事前に当社までご連絡ください。使用
用途によって転載・複製をご遠慮頂く
場合もございます、予めご了承ください。

じゃらんリサーチセンター事務局
E-mail  jalan_rc@r.recruit.co.jp

今号は、「連携」をテーマにいたし
ました。1特では、SNSで活用する
写真活用の連携です。素材は地
域側、カスタマー接点はJNTOが
持っている際、どう連携するか。
その連携モデルを構築・推進する
ことで、外国人の認知、興味、来
訪意向をさらに高められると感じま
した。海外の成功モデルを研究し、
日本の場合どうあるべきか、実証
実験を開始し、成果も出てきてお
ります。2特は、広域連携組織か
ら見た、地域・DMOとの連携です。
広域連携組織の目的は、広域に
資する事業を行い、観光振興を牽
引すること。その実践事例も交えて
まとめました。観光庁・JNTO・
広域連携DMO・県・地域の連携
をさらに進めていくために、ご一読
ください。
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未来に繋がる「ありたい姿」「目指すべき姿」を地域の皆様と共に作り上げること、
それが私たちの使命です。

変わる地域の、力になります。
じゃらんリサーチセンター

tel 03-6835-6250  fax03-6772-0217
新型コロナウイルス対応のためお電話を承れないことがございます。お問い合わせは左記メールアドレスまでお願いいたします。

私たちが目指すもの。

みつける
今ある魅力の再発見

JRCのメソッド 1

そだてる
新しい魅力の形成

2JRCのメソッド

つたえる
伝達力の強化

3JRCのメソッド

私たちの活動領域

観光に関する研究

情報発信

観光・地域振興支援
シンクタンクからアクトタンクへ。
地域と共に実証実験を多数実施しています。

研究で得た知見を広く発信していきます。

観光に関する様々な事業を
お任せいただいております。

○調査・分析
じゃらん宿泊旅行調査、インバウンド調査、ご当地調査など

○実証実験
調査・分析から導いた解決策を実際の地域で実証実験し、
具体的な手法や需要の開発にチャレンジしています

○『とーりまかし』  ○観光振興セミナー、調査報告会など
○WEBサイト、Facebook、メールマガジンなど
観光業界、そして地域経済のさらなる発展のために、
JRC（じゃらんリサーチセンター）が得た知見や提案を余すことなく
広く世の中に発信していきます

○調査・分析　○ＰＲ・誘客・周遊促進
○計画策定など　○ワークショップ・研修
資源を再発見or新たにみつける→そだてる→情報発信
→誘客→振り返り→次へ、というサイクルを回しながら、
地域の方 と々共に地域の新しい価値創造を行っていきます

いただいた声は今後の企画に活用させていただきます。ぜひご協力をお願いいたします。

https://jrc.jalan.net/tkq/
アンケートは選択式が中心で、数分でご回答いただけます

インターネットによるアンケートとなります（スマートフォンからの回答可）
通信料についてはお客様のご負担となりますことを予めご了承ください

ご回答の締切り
2022年2月28日

特集【調査研究】

「新型コロナウイルス感染症拡大による

旅行価値観の変化」より

変わる？ 変わらない？

これからの

旅の価値観
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知りたかったあのキーワードを

詳しく解説

とーりま的ピックアップNEWS

月は東に、日は西に

今号のテーマ

VLOG

価値と感動を

生み出す人にインタビュー

マエストロの肖像

テレビ東京制作局 プロデューサー・ディレクター

高橋弘樹

From Local

世界に誇るまち・むらのしごと

神奈川県
　

箱根寄木
細工

東日本大震災から

10年を機に考える

VUCA
時代に

求められ
る

観光リス
ク

マネジメ
ントとは

じゃらん
人気温泉

地

ランキン
グ2021

奥入瀬渓流温泉・十和田湖畔温泉、

高湯温泉、長湯温泉…

ランクア
ップ温泉

地に

戦略あり
！

特
集

今
こ
そ
取
り
組
む
べ
き
地
域
の
D
X

観
光
庁
事
業

「
観
光
地
域
づ
く
り
法
人
に
よ
る
宿
泊
施
設
等
と
連
携
し
た
デ
ー
タ
収
集
・
分
析
事
業
」
×

（
一
社
）下
呂
温
泉
観
光
協
会

観
光
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を

デ
ジ
タ
ル
で
加
速
せ
よ
！
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す
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す
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観
光
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レ
ジ
ャ
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の
プ
ロ
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ュ
ー
サ
ー
応
援
情
報
誌
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年
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連載
知りたかったあのキーワードを
詳しく解説
とーりま的ピックアップNEWS
月は東に、日は西に
今号のテーマ

糖質オフ
価値と感動を生み出す人に
インタビュー
マエストロの肖像
株式会社湖池屋
マーケティング本部　
マーケティング部次長

野間和香奈

Nostalgic but Innovative

ちょっと気になる
おみやげ手帖
東京都　

ぎんざ空也 空いろ

新連載

「体験・アクティビティに関する
同行者別実態把握」調査、他

旅ナカ最新事例から市場を分析・考察！

唯一無二の
「ご当地体験」を作ろう

【定性調査】「新型コロナウイルス
感染症による旅行意識の変化」より

旅行意向アクティブ層／
中庸層／休眠層…追跡研究

ターゲット別にみる
旅行市場復帰への「壁」
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
収
束
が
見
通

せ
な
い
中
も
、
イ
ギ
リ
ス
や
ア
メ
リ
カ
な

ど
の
先
進
国
で
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
証
明
書

に
よ
る
海
外
か
ら
の
入
国
制
限
緩
和
が
始

ま
っ
た
。
日
本
で
も
来
た
る
国
内
外
か
ら

の
観
光
再
開
へ
向
け
た
準
備
が
、
地
域
の

自
治
体
や
D
M
O
（
観
光
地
域
づ
く
り
法

人
）に
は
求
め
ら
れ
る
。
観
光
サ
イ
ト
の

訪
問
や
旅
行
関
係
ワ
ー
ド
の
検
索
数
が
低

迷
す
る
時
期
も
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
や
イ

ン
ス
タ
グ
ラ
ム
と
い
っ
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
交
流

サ
イ
ト
）の
ア
ク
セ
ス
は
、
巣
ご
も
り
消

費
時
代
に
は
む
し
ろ
好
調
だ
。
日
本
政
府

観
光
局
（
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
）
の
「
訪
日
外
国
人

消
費
動
向
調
査
２
０
１
９
」で
「
出
発
前

に
役
に
立
っ
た
情
報
源
」1
位
と
な
っ
た

Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
、
世
界
的
に
観
光
需
要
の
大
半

が
消
失
し
た
現
在
も
各
国
の
観
光
局
や
Ｄ

Ｍ
Ｏ
に
、
自
国
の
フ
ァ
ン
で
あ
る
消
費
者

と
の
関
係
性
を
つ
な
ぐ
最
重
要
ツ
ー
ル
と

し
て
積
極
的
に
活
用
さ
れ
て
い
る
。

本
特
集
で
は
、
ユ
ー
ザ
ー
投
稿
コ
ン
テ

ン
ツ
（
Ｕ
Ｇ
Ｃ
）の
活
用
な
ど
、
海
外
の

各
観
光
組
織
が
連
携
し
て
実
践
し
て
い
る

Ｓ
Ｎ
Ｓ
運
用
を
中
心
と
し
た
デ
ジ
タ
ル
・

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
ポ
イ
ン
ト
を
ま
ず
解

き
明
か
す
。
そ
れ
ら
の
手
法
に
沿
っ
て
２

０
２
１
年
６
月
よ
り
、
日
本
で
も
広
域
連

携
Ｄ
Ｍ
Ｏ
を
中
心
に
域
内
自
治
体
が
連
携

し
、
発
掘
し
た
Ｕ
Ｇ
Ｃ
を
公
式
イ
ン
ス
タ

心を動かす、
日本を元気にする
観光・レジャーのプロデューサー
応援情報誌

目
次

日
頃
か
ら
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
ク
ラ
イ
ア

ン
ト
の
み
な
さ
ま
に
あ
り
が
と
う
、
読
者
の
み

な
さ
ま
に
あ
り
が
と
う
、
そ
し
て
私
た
ち
に
知

恵
を
提
供
し
て
く
れ
る
す
べ
て
の
み
な
さ
ま
に

あ
り
が
と
う
、
と
い
う
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め

て
、こ
の
名
前
を
つ
け
ま
し
た
。ち
な
み
に
、じ
ゃ

ら
ん「jalan

」
も
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
で
、「
道
」「
プ

ロ
セ
ス
」
の
意
味
で
す
。「jalan  jalan

」
で
、「
散

歩
す
る
」「
ブ
ラ
ブ
ラ
出
か
け
る
」「
旅
行
す
る
」

な
ど
の
意
味
に
な
り
ま
す
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
で

「
あ
り
が
と
う
」の
意
。

と
ー
り
ま
か
し

2021年12月号

66vol.

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
再
開
に
備
え
、

世
界
標
準
の
デ
ジ
タ
ル
手
法
を
実
践

S
N
S
活
用
で
進
化
す
る

広
域
連
携
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

地
域
、県
と
の
役
割
分
担
で

存
在
意
義
が
見
え
て
く
る

広
域
連
携
D
M
O
に
つ
い
て

考
え
よ
う

D
M
V
っ
て
？

ま
ち
な
か
移
動
は
電
動
キ
ッ
ク
ス
ケ
ー
タ
ー
？

乗
る
こ
と
自
体
が
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト

す
ご
い
オ
ル
タ
ナ
交
通

30

21624

32
知
り
た
か
っ
た
あ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
詳
し
く
解
説

と
ー
り
ま
的
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
N
E
W
S

月
は
東
に
、日
は
西
に

今
号
の
テ
ー
マ

N
F
T

価
値
と
感
動
を
生
み
出
す
人
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

「
マ
エ
ス
ト
ロ
の
肖
像
」

株
式
会
社
ロ
ー
ソ
ン
ス
ト
ア
１
０
０

運
営
本
部
統
括
部
長

林
弘
昭

N
ostalg

ic
b

u
t

In
n

ov
ative

ち
ょ
っ
と
気
に
な
る
お
み
や
げ
手
帖

お
み
く
じ
（
三
重
県
）

連
載

34

観
光
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
最
重
要
ツ
ー
ル

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
需
要
回
復
期
に
向
け
て
活
性
化

SNS活用で進化する
広域連携マーケティング
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集

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
再
開
に
備
え
、

世
界
標
準
の
デ
ジ
タ
ル
手
法
を
実
践

S
N
S
活
用
で
進
化
す
る

広
域
連
携
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
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す
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66
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連載
知りたかったあのキーワードを
詳しく解説
とーりま的ピックアップNEWS
月は東に、日は西に
今号のテーマ

NFT
価値と感動を生み出す人に
インタビュー
マエストロの肖像
株式会社ローソンストア１００ 
運営本部 統括部長

林  弘昭
Nostalgic but Innovative
ちょっと気になる
おみやげ手帖
三重県
おみくじ

地域、県との役割分担で
存在意義が見えてくる

広域連携
DMOについて
考えよう

DMVって？
まちなか移動は
電動キックスケーター？
乗ること自体が
エンターテインメント

すごいオルタナ交通
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